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　鏡の中に少女がいた。

　豪ごう奢しやな装そう飾しよくをあしらった服に身を包む姿はお姫様のようだけど。

　青白い顔と病的に細長い手足は、むしろ奴ど隷れいだった。

　少女は膝ひざを抱かかえて大切な人の名を呼んだ。

　いや、大切だった人の名前だ。

　胸の中で名前を唱えるたびにその人たちとの思い出がよみがえり、少女の瞳ひとみに温かい感情の色が宿る。だけど、すぐにはっとして部屋を見回す。

　誰だれもいない。自分はここに一人だけ。

　少女の目に涙なみだが浮うかぶ。

　あふれて、こぼれて、いつまで経っても止まらない。

　キャンディ型の自じ慢まんの瞳も、泣なき腫はらしたまぶたのせいで台なしだ。

　瑞みず々みずしい肌はだも荒あれて赤くなっている。




　こん、と扉とびらが鳴った。




　少女は顔を上げなかった。

　どうせ給仕に来た召使いだ。毎日運ばれる素晴らしい見た目の料理の数々。少女がひとくちも食べなくても、彼ら彼女らはまるでそうプログラムされているかのように、毎日規則正しく運んでくる。

　あれ、と首を傾かしげた。

　鼻先をかすめるのは料理の香かおりではなかった。

　どこか土っぽく、汗あせっぽい、外で駆かけまわってきた後の子どもみたいな匂におい。

　振ふり返かえる。扉はすでに開かれていて、二人の人ひと影かげがそこにあった。

　片方は眼鏡をかけた長身の男だ。少女はあえてそちらを見ないようにして、もうひとつの小さな人影に目をやった。

　猫ねこ？

　最初に浮かんだ単語はそれだった。

　外にぴょこんとはねた茶ちや髪ぱつといたずらっぽく唇くちびるを結んだ姿が、どことなく猫を思わせた。

　彼女は本物の猫みたく床を跳はねて近づいてくると、ずいと顔を寄せて、

「キミが遥はるか？」

　と、少女の名前を呼んだ。

　少女──遥は服の袖そでで涙を拭ぬぐい、

「あ……あだふぁは！」

　あなたは？　と訊きこうとして失敗した。

　ああ、何日も話してなかったから。喉のどが人との会話をすっかり忘れていたのだ。

　猫ねこの少女は笑った。不思議と馬鹿にされたような気はしなかった。

「あたしは木き崎さき美み紀き。よろしくねっ」

　木崎美紀は遥はるかの手を取って、ぶんぶん振ふった。

　正直言うと、ちょっと痛かった。

　でも嫌いやな痛みじゃなかった。

　むしろ久しぶりに、ああ、生きてるんだ──と、実感できた。

「えへへっ。パートナーがキミみたいな可愛い子でよかったー。変なおっさんと組まされたらどうしようかと思った」

　太陽みたいに笑う木崎美紀が、遥にはどこか遠くの異国の人に見えた。

　それが、彼女との出会いだった。




　中学に上がる頃ころ。

　遥は一大決心をしてショッピングモールにあるアクセサリショップへ足を運んだ。

　手には電子メモ。そこには彼女のウィザードとしての特性が羅ら列れつされている。

　先日、冬ふゆ瀬せ一いち郎ろうの手引きで遥と木崎美紀は本格的にある競技に参加することになった。

　ウィザード＆ウォーリアー・ウィズ・マネー。

　魔術師ウイザードと戦士ウオーリアーがタッグを組んで、敵と戦う。疑ぎ似じ魔ま法ほうと強化された身体能力で過激な戦せん闘とうを展開する国民的人気競技だった。

　大おお野の遥。太陽と月。

　メモに書かれた情報を反すうしながら、彼女は目的の場所へ向かう。

　そのブースには無数のピアスが転がっていた。

　太陽と月のデザインが施ほどこされたピアス。遥はそれを手に取って、強くうなずいていた。

「およ？　ピアス開けるんだ？」

　屋や敷しきに戻ってピアッサーと消毒液、塩湯などを用意し始めた遥を見て、美紀が面食らったようにそう言った。

「ええ。中学に上がったら開けようって、決めてたの」

「ほえー。なんか似合わないね、ハルって真面目っぽいのに」

「ん……これは、決意の証、みたいなものだから」

　遥は二つのピアスを握にぎりしめて、そっと胸に抱だく。

　幾いく度どとなく頭に浮うかんでは消えていく、温もりの記き憶おく、偽いつわりの幸せを回かい顧こする。

　耳たぶを貫かん通つうする痛みとともにそれらの思い出を捨てていく。新たな決意を育んでいく。

　病院を頼たよることもできた。しかし彼女は自分の手で穴を開けることを選んだのだ。

「いーじゃん。似合ってるよ」

　両耳で太陽と月のピアスが揺ゆれる。美み紀きは見み惚とれたような顔で、ぼんやりと称しよう賛さんした。

「美紀。わたしはもう大おお野の遥はるかじゃないから。あだ名はそのままだけど」

「どゆこと？」

　不思議そうに瞬まばたきする美紀へ、遥は真しん剣けんな眼差しを向けた。

「名前を変える」

「……眼鏡の提案した養子の話、乗るわけ？」

「ええ」

　うなずき、彼女は凜りんとした声で告げた。

「冬ふゆ瀬せ陽はる月つき。それが、わたしのこれからの名前」
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　　　　１




　天上を覆おおう半透明の遮しや光こう屋根の向こう側に満月が浮うかんでいた。

　一定の間かん隔かくで吹く人工の風が、庭園の花々を微かすかに揺ゆらしている。

　そこに一人の青年が立たち尽つくしていた。

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんの端たん正せいな顔立ちの青年だった。気取ったシルクハットとスーツを合わせ、右目に片眼鏡モノクルをつけて指先で花を撫なでる姿さえ妙みように様になる。

「相っ変わらずナルい趣味してんなぁ。きもっ」

　青年の背後から一人の少女が近づいてくる。

　庭園を見回し、肩かたを抱だきながら心底不快そうな顔で青年を睨にらみつけていた。

「キミか。時間厳守という言葉を知らないね」

　青年が立ち上がり、少女を振ふり返かえった。

　年ねん齢れいは十七、八ほど。

　やたら布面積の少ない服を着ている。ショートパンツから肉づきのいいふとももが覗のぞいていた。色いろ香かのある格好だが、顔立ちはむしろ幼さを残している。

　燃えるような赤毛の短たん髪ぱつを片手で整えながら、彼女は不ふ機き嫌げんそうに口を開く。

「時間なんざ持て余してるでしょ。階層世界を統すべる、統率者様なんだからさ。逆に訊ききたいんだけど。庶しよ民みんのあたしの貴重な時間を奪うばってまで何の話？　秋あき保ほ光ひか流る」

「天空高等民街ユートピアにいながら庶民を自称するなんて、贅ぜい沢たく極まりないねぇ」

　秋保光流と呼ばれた青年は、皮肉っぽく笑った。

「あとね。ナルシストっていうのは自分自身を好きな人のことだろう？　僕ぼくは美しいものが好きなだけだ。花を愛でているのもポーズではなく、美しいがゆえだよ。キミに目をかけているのも同じ理由なんだけどねぇ」

「寒っ。御み影かげに同じこと言ってみなさいよ。呪のろい殺ころされるから」

「ん。そういえば彼女の姿が見えないね。キミたちは二人で一人だというのに。そうだろう、ウォーリアー天あま野の明あか莉り？」

　少女、天野明莉は気だるそうに息を吐はいた。

「御影はいま地下貧民街アンダースラム。自由すぎるのよね、あの子」

「また呪じゆ具ぐ集めかい？」

「そ。変な趣味その十三」

「胡う散さん臭くさい商品は天空高等民街ユートピアには流通しないからねぇ。彼女の好こう奇き心しんを思えば地下通いも仕方ないか……しかしミーティングの予定ぐらいは空けておいてほしいものだね」

　光流は苦笑して、立ち上がる。

「まあいい。キミにだけ話しておくとしよう」

　指を鳴らすと、無数の半液体金属製の四よん脚きやく機械が庭園のあちこちから現れて、中空に映像を投とう影えいした。

　映像はウィザード＆ウォーリアー・ウィズ・マネーの試合だった。銀色の髪かみの少年と黒髪の少女のペアが戦っている。少年は首につけた輪っかのようなものが、少女は両耳のピアスと巨大な鎌かまが特とく徴ちよう的てきだ。

「天空高等民街ユートピアのリーグじゃ見ない顔ね。下の？」

「そう。太陽と月のウィザード、冬ふゆ瀬せ陽はる月つき。知ってるかい？」

「あー……冬の家の子こ飼がいね。結構有名だわ。まあでも、マスコミ受けするレア属性持ちって程度の認識だけど。ぶっちゃけ弱い」

「だが美しい」

　間かん髪はつ入れずに光ひか流るが声を張り上げた。

　明あか莉りは顔をしかめる。彼女のスポンサーがこれほど興奮した声を上げるのは初めてだった。

「何が美しいかと言えば、その頭脳だ。彼女は《独自解かい釈しやく》をマスターしたそうだよ」

「……へえ」

　ぴくりと明莉の眉まゆが震ふるえる。先ほどまで興味なさげな態度を取っていた彼女の体が、自然と前のめりになっていく。

「数値改変程度？　それとも」

「部分的な記述改変までたどり着いたよ。ここ数試合の動向を見るに、《太陽と月の女神の気まぐれ》や《太陽と月の女神の献けん身しん》はまだ無理のようだが、《幻げん惑わく》と《月光の誘ゆう惑わく》についてはほぼ完かん璧ぺきに使いこなしているね」

「以前の御み影かげと同程度、ってことね。面白いわ。来年にはこっちに上がれそうな感じ？」

「いや」

　興奮に赤く染まった顔で、しかし光流は首を横に振ふった。

　これまでの話しぶりからは予想しなかった返答に、明莉は怪け訝げんな顔をする。光流はもったいぶるような間を空けて、こう言った。

「今年中に来てもらおうと考えている」

「今年中？」

「ああ。彼女こそが秋あき保ほの家が求めていた人材だからね。彼女のような人を見つけるために、ダブルス・マネーを運営していると言っても過言じゃあない」

　光流が両りよう腕うでを広げて、背後の屋や敷しきを仰あおぎ見みた。

　西洋風の館が巨大な庭園を抱いだいてそこにあった。古風な造りながらも最さい高こう峰ほうのセキュリティと半液体金属技術をさらに発展させた設備を内包した、日本で最も高価な邸てい宅たくだった。

　秋保家は、四季の家のひとつ。金きん融ゆう、情報、半液体金属加工、そして兵器。これらの産業を牛ぎゆう耳じる家であり、ダブルス・マネーの主しゆ催さい者しやでもある。

「同じ能力を持ってても、御み影かげは失格だったわけだけど。今度はお眼鏡にかなうの？」

「言葉にとげがあるねぇ。最強の調停者としてはご不満かな」

「そりゃあね」

　明あか莉りは荒あら々あらしく鼻から息を吐はき出だす。

　天あま野の明莉と下しも妻つま御影は天空高等民街ユートピアリーグでも最強のペアだ。二人は秋あき保ほ家けと密かに契けい約やくしている。出過ぎる杭くいを打ち、ごくたまに上に上がってきてしまう、階層制度に反はん抗こう的てきな思想を持つ者を排はい除じよする──ダブルス・マネーの調整役でもあった。

「彼女は能力は高いが理性に乏とぼしい。今日みたいに、好き勝手にどこかへ消えてしまう。その点、冬ふゆ瀬せ陽はる月つきはとても理性的だ。理想的な条件が絡からみあってこその、美しさ、だねぇ」

「……で、アタシは何をすればいいの？」

「おそらくキミたちには彼女のペアと戦ってもらうことになる。そのときは全力で頼たのみたい」

　秋保光ひか流るは怪あやしい笑みを浮うかべ、一言二言、詳しよう細さいな説明を、明莉へと告げてくる。

　すべてを聞き終えて、明莉はますます不ふ機き嫌げんな表情になり、目の前の優男を睨にらみつけた。

「反へ吐どが出るわ──でもまあ、仕事は仕事だからね。雑ざ魚こ狩がり、了解よ」

　庭園を飾かざる草花へと唾つばを吐き、明莉は踵きびすを返した。

　早足で去っていく背中を見送りながら、光流はくくと喉のどを震ふるわせて、彼女が乱暴に踏ふみつけていった花を拾い上げる。そして、誰だれにともなくつぶやいた。

「彼女たちもそろそろ潮しお時どきかな」
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「皿めい次じ。心の準備はいい？」

　遠えん慮りよがちな小さな声で少女は言った。綺き麗れいな黒くろ髪かみの隙すき間まから覗のぞく額にはうっすらと汗あせが浮うかび、緊きん張ちようのせいか頬ほおが赤らんでいる。甘やかな香かおりが鼻に心地好い。耳に吐と息いきが吹きかかるたびにぞくりと背筋が震えた。

「いつでもいいぞ……陽月」

「最初はゆっくり、ね。その、痛いと思うから」

　目を逸そらして、おずおずと告げる陽月。

　夜の寝室。

　ベッドの上で密着したまま、皿次と陽月は互たがいに乱れる呼吸を整えていた。やがて決心したかのように陽月が顔を上げると、皿次の腕うでを胸に抱だいた。

　ぐっ、と陽月の重みが体にのしかかってきた。服の胸の部分にはさまれた腕に、ふにふにした感かん触しよくが当たっている。やばい、と思ったが、陽月に気づいている様子はない。上に乗っかられているこの体勢でそれを指し摘てきすれば無事では済まないかもしれない。

　だからあえて皿めい次じは言葉にせず、胸の感かん触しよくを受けるがままになっていた。

「もうすぐ入ると思う。ほら……ん……入った！」

　ぐぎぃ、と嫌いやな音が鳴なり響ひびいた。

「ぎああああああ！　痛ッ、いってええええよ馬鹿ッ！」

　皿次の悲鳴が屋や敷しき中じゆうに轟とどろく。

　脱だつ臼きゆうした肩かたを強制的にはめ直された激痛に、皿次はベッドの上を転げまわった。

　そのとき、ばたーん！　と寝しん室しつのドアが開き、メイド服の少女がずざーっと滑すべり込こんできた。床に二つ結びの銀ぎん髪ぱつをくらげみたいに広げていた少女──ティアは、鼻面を押おさえながら顔を上げると皿次と陽はる月つきへ指を突つきつけた。

「なんでジェイが痛がってんのよ!?　女の子が痛がる展開かと思ったのに！」

「ティアさん……聞き耳を立てていたの？」

「あんたらが怪あやしいことやってるからでしょ！」

「怪しいことって……今日の試合で皿次が脱臼しちゃって、安全装甲セーフテイ・アーマーの回復でも間に合わなかったから、わたしが整体で治してあげようと思って」

　陽月が説明すると、ティアはへなへなと床に突つっ伏ぷしてしまった。

「返しなさいよ。あたしのどきどきと狂くるおしいほどの嫉しつ妬と心しんを返しなさいよーもー！」




　二月。

　皿次と陽月がウィザード＆ウォーリアー・ウィズ・マネー、通称ダブルス・マネーのプロデビューを果たしてから二ヶ月が過ぎた。

　寄より辺べ兄妹との試合に勝利した後、さらに四連勝。昨シーズンは一ヵ月間だけの成績とはいえ、全勝で締しめくくることができた。

　そして年末の居住区域入れ替えも無事に済み、一月からの新シーズンも五連勝と順調な滑り出しだった。しかし、

「さすがにラクには勝たせてくれねえなぁ」

　皿次は肩の状態を確かめながらつぶやき、皿さらの上の大福を口に運んだ。

　リビングの椅い子すに皿次と陽月が座り、ティアは中央のソファでふんぞり返っている。メイド服を着ているのに一番偉えらそうなティアは、足でリモコンを操作してモニタを起動させた。

「ティアさん……行ぎよう儀ぎが」

「んー？　べつにいいっしょ、隠かくす相手もいないし。陽月だってジェイが来るまでは足でリモコンいじってて、部屋だと裸ら族ぞくだったでしょ？」

「そんなことするわけないでしょう」

「じー……ちぇっ、本当か。つまんない女」

「つまらないとか面白いとかいう問題じゃないと思う」

「そういうところ含ふくめてつまんないんだっての」

　ティアはぷくっと膨ふくれ面つらになって画面へ視線を戻もどした。

　画面にはダブルス・マネーの試合風景。安全装甲セーフテイ・アーマーを身に着けた皿めい次じとブレインリーダーを巻き死神の鎌かまを携たずさえた陽はる月つきが映っている。今日の試合を録画したものだった。

　対戦相手は巨大十じゆう字じ架かを扱あつかう剣けん士し型がたの大男。そして森林と水の二属性を持つウィザードだ。

　皿次たちはこの相手にかなりの苦戦を強いられた。何故なら。

『《ミスト・ウェア》！』

　ウィザードが詠えい唱しようする。大男の周囲に濃のう霧むが漂ただよい、すっぽりとその体を覆おおい隠かくしてしまった。その後は見た目に似合わぬ敏びん捷しような動きで皿次をかく乱してきたのだ。

　結果的に陽月の《太陽と月の女神の気まぐれ》がうまいこと炸さく裂れつして、勝利をつかめた。だがそれは偶ぐう然ぜんの産物でしかない。皿次も戦せん闘とう途と中ちゆうに負傷した。

「陽月の《独自解かい釈しやく》が研究されてるっぽいね。これ、きっついんじゃない？」

　ひととおり試合を見終わると、ティアが真しん剣けんな声で言った。

　陽月には他のウィザードにはない武ぶ器きが二つある。

　ひとつは太陽と月の相反する属性を併あわせ持もつ独自性。唯ゆい一いつ無む二にの属性であり、他の誰だれもが使いこなせないカードを使える。

　もうひとつは《独自解釈》だ。もともと魔ま術じゆつはカードに記述された暗号化されたプログラムを読み解くことで発動する。その暗号のルールを意図的に曲解し、プログラムを改ざんすることで魔術カードの効力を変更させることができるのだ。

　もちろん一朝一夕でできる技ではない。尋じん常じようではない頭の回転速度が必要になる。強力な魔術ほど暗号が複雑で実質改ざんは不可能だし、簡単なカードでも部分的な記述をほんの少し変えることしかできない。

　それでも陽月の《独自解釈》は強力だった。

　速さを無限に上じよう昇しようさせられる《フレアエンジン》。

　敵を制せい御ぎよ段階一にまで弱体化させられる《月光の誘ゆう惑わく》。

　任意の幻覚を相手に見せられる《幻げん惑わく》。

　任意の時間すべてのウォーリアーのスキルを無効化する《皆かい既き日食》。

　陽月が《独自解釈》を施ほどこせるのはこの四枚だけだが、こうして効果を羅ら列れつするだけでも敵にとって脅きよう威いになっているのがよくわかる。

　だがこれらの魔術カードの内、三枚には共通の特とく徴ちようがあった。

「わたしの魔術の傾けい向こうがばれている……？」

「間ま違ちがいないわね」

　陽月のつぶやきにティアは即答した。

「前々回の対戦相手は試合開始直後に壁かべを張ってきたわ。前回の敵もウォーリアーは障しよう害がい物ぶつに隠かくれて逃にげ回まわっていた。そして今回の《ミスト・ウェア》──どう考えても、陽はる月つきの目視から逃のがれる手段を模も索さくしてきてる」

　特定の対たい象しようを取る魔ま術じゆつは、ウィザードの目視によって対象が確定する。

　逆に言えば陽月が視認できなければどんなに強力な魔術も意味をなさない。

　そして陽月の四枚の内の三枚が、対象を取る魔術なのである。

「《皆かい既き日食》だけなら目視しなくても使えるだろうが、ま、あれじゃあ決定打にはならねえもんな」

「そろそろ新しい戦略を考えたほうがいいかもね。あ、これおいしい」

　もふもふと大福を頬ほお張ばっていたティアが、二個目三個目と次々に手を伸ばしていく。緩ゆるみきった頬ほおが小動物みたいだ。唇くちびるの端はしにくっついたあんこを拭ぬぐいながら、

「んほろへふぁ」

「食いながらしゃべんな」

「ん……んく……ごく……ところでさ、《独自解かい釈しやく》ってもっと派手にできないの？　もっとこう、『《太陽と月の女神の気まぐれ》を使用！　相手は死ぬ！』とか」

「そう簡単にいかねえんだよ」

「システムとしては可能だと思う。でも、暗号の解読がね。分厚い海外文学がどんと置いてあって、辞書を使わずにそこに並んでる文章の法則から単語や熟語の意味を想像して並べ替え、まったく別の作品を書く……ティアさんにもイメージしやすいように説明するとこんな感じ」

「うへえ。想像しただけで嫌いやになるね。ふーん、だから部分改変が限界、か」

　ティアは四個目の大福に伸ばしかけた手をぴたりと止める。唇に指を当てて、んーと可愛らしく唸うなっていた。

「……ね。主しゆ催さい者しや側がわって、どうしてそんな余地を残したわけ？」

「余地？」

「たしかダブルス・マネーの運営は秋の家、秋あき保ほ一族よね。秋保は半液体金属加工業のトップでもあるし、多数のブレインコンピュータプログラミング技術者を抱かかえてるはずよ。暗号の改変を完全にロックするのは簡単なはず。どうしてパワーバランスが壊こわれるような仕組みを放置したままにするわけ？」

「それは、実行できるウィザードがほとんどいないから」

「違ちがうわ陽月。天空高等民街ユートピアにはいくらでもいる、そう言ってたわよね」

「ええ。常勝を求めるなら修得すべき技術だという話」

「つまり、一シーズン中に《独自解釈》を使えるウィザードは少ないかもしれないけど、累るい計けいではかなりの人数が使えたってことでしょ。こんな状態なのにいまだにシステムが改善されないのはどうして？」

「……考えたこともなかった」

　ティアの疑問に陽はる月つきは考え込んだまま黙だまってしまった。

「考えても答えなんざ出ねえだろ」

　心底どうでも良さそうに耳を掻かきながら皿めい次じが言う。

　ティアは呆あきれきったようにため息を吐はき出だした。

「ジェイは考えなさすぎだっての。敵の心をつかむのが詐さ欺ぎ……だけじゃない、戦略の第一歩よ。奴やつら──主しゆ催さい者しや側がわの狙ねらいを探っておいて損そんはないと思うけど。たとえば」

　ぼふんとソファのスプリングが弾はずんだ。ティアが軽いステップで接近し、皿次の体に艶なまめかしくまとわりつく。背中に当たる感かん触しよくはささやかだが、仄ほのかな香こう水すいの匂においにくらりとする。

「どこまでの禁きん忌きを許してくれるのか、と、か──ふにっ」

　耳元で妖よう艶えんに囁ささやいて唇くちびるを近づけてくるティアの顔面を押おしのけると変な声が出た。

「ひっどーい！　チューしようとしただけなのにー！」

「だけってレベルじゃねえだろ!?　だあああもうまとわりつくなっ」

「……鼻の下のばしてる」

「伸ばしてねーよ！」

　べたべたしてくるティアをあしらっていると何故か陽月が不ふ機き嫌げんそうにつぶやいた。すぐさま否定したが、陽月はむすっとしたまま乱暴に大福にかじりつく。

　ティアが冬ふゆ瀬せ家けのメイドとして働き始めてからというもの、陽月の機嫌を損そこなうことが多くなった気がする。以前から何を考えているのかよくわからない奴だったが、最近ますます理解に苦しむ反応が増えた。

「いずれにしても」

　つんと顔を逸そらして、陽月が強い口調でこう言った。

「何か次の手は打たなくちゃいけない。このままでは、いられない」

　そのとき、どこからか振しん動どう音おんが聞こえてきた。陽月の手元に置かれた携けい帯たい複合端たん末まつが点てん滅めつしながら震ふるえている。

「はい？　……スポンサーさん？　はい、はい……こんな時間に、ですか？」

　何度か言葉を交わした後、陽月は怪け訝げんに眉まゆをひそめた。

　電話を切ると、彼女は首を傾かしげながら、

「第二応接室に来てくれって。わたしたちに来客みたい」




　冬瀬の屋や敷しきには二十に及ぶ客室と三つのラウンジ、そして二つの応接間がある。もともと、一いち郎ろうの邸てい宅たくとしてではなく、パーティーや会合など別目的での利用を目的としていたためだ。

　皿次と陽月が使っているのは客室のひとつであり、他の場所を勝手に使うことはない。

　この第二応接室には、初めて足を踏ふみ入いれる。

　黄金のノブを回して扉とびらを開けると、古風な内装の部屋が出迎える。壁かべには皿めい次じでも名前を知っている名画が飾かざられ、金銀の煌きらびやかな調度が目に眩まぶしい。以前に皿次が通された応接間はレプリカばかりだったが、この輝かがやきは本物だ。

「特上の客を通すときだけ使うんだってさ。あたしも初めて見た」

　ティアの目が妖あやしく輝いている。皿次もひそかに生なま唾つばを吞のみ込こんでいた。

「早かったじゃないか。もう遅おそい時間なのに」

　中央のソファには二人の男が向かい合って座っている。

　長い脚あしを組んだ眼鏡の男、冬ふゆ瀬せ一いち郎ろうがにこやかな笑みを浮うかべて手を振ふっていた。正面には白いスーツに身を包んだ金きん髪ぱつの青年が座っている。

「貴女あなたが陽はる月つきさんですか」

　青年はおもむろに立ち上がると、陽月の前まで歩み寄り、片かた膝ひざをついて恭うやうやしく礼をした。顔を上げると片眼鏡モノクルの奥の青い瞳ひとみを陽月へ向ける。

　従じゆう僕ぼくのような仕草に、陽月は一歩後ずさった。冷静な表情を保っているが、その手が皿次の服の裾すそをきゅっと握にぎっている。

「驚かせてしまいましたか？　そういえば自己紹介もまだでしたね。これは失礼しました」

　青年は芝しば居いがかった口調で言うと、

「秋あき保ほ光ひか流ると申します。お目にかかれて光栄です、美しき魔術師ウイザードよ」

「な……」

「はっ!?」

　陽月が困こん惑わくの表情を浮かべる。

　皿次も思わず声を上げてしまった。初対面の女に対して気き障ざにも程があった。

「おっそろしー。本気よ、この人」

　秋保光流の顔をじっと見つめて、ティアが断言する。他人の表情と仕草から嘘うそを看破できる彼女が言うのだから間ま違ちがいないだろう。しかし何とも薄うす気き味み悪わるい実直さだ。

「彼は秋の家の御おん曹ぞう司しだよ。何やら大事な話があるらしくてね。まったく夜中に人の家を訪ねるなんてマナー違い反はんもいいところだ」

「またまた。快かい諾だくしてくれたでしょう、冬瀬殿」

「金の匂においがする男だからね、キミは。話を聞かない手はない」

「我々はお互たがいに多た忙ぼうな身ですからね……夜中でもないと予定を合わせられず。ご迷めい惑わくをおかけして申し訳ない──さて。主役も揃そろったことですし、本題に入るとしましょうか」

　秋保光流は胸ポケットから一枚の電子メモを取り出した。文書データのみが保存されているらしく、何らかの公的な書類が画面に浮かび上がっていた。

　名前の記入欄らんとサイン欄が二つずつ。紙面の上のほうに書かれている文字を読むと──

「婚こん姻いん届とどけ、とあるね？」

　皿めい次じよりも先に一いち郎ろうが読み上げた。

「そのとおり！」

　バッ、とスーツをはためかせる大おお仰ぎような所作で、秋あき保ほ光ひか流るは陽はる月つきへとウインクを投げた。

「僕ぼくは貴女あなたに結婚をお願いしに来たのです。美しき魔術師ウイザード殿どの！」

「え？」「は？」「もぐ？」

　陽月と皿次はぽかんとした。一人だけいつの間に持ち出したのかさっきの大福を口に含ふくんでいるが気にしない。

　それよりもこの男の話だ。陽月を嫁よめに？　いったい何を考えてやがる。

「あの、いきなり何の話でしょうか。お会いしたのはこれが初めてでは……」

　ちらちらと皿次の顔を見ながら、狼ろう狽ばいする陽月。

「貴女の試合を何度も拝はい見けんさせていただいた。並はずれた頭脳。洗練された肉体。何事にも動じない精神力。すべてが完かん璧ぺき。すべてが美しい──この僕が惚ほれた理由を挙げろと言われれば、ノート一冊では足りない」

「なっ……あの、でも……わたしのことを何もご存知ないのでは」

「一ひと目め惚ぼれを否定するのですか？　第二次世界大戦で英国を導いたかの偉い人じん、ウィンストン・チャーチルも、最高の業績は一目惚れの妻を口説き落としたことだと言っています」

　秋保光流は近づくなり陽月の顎あごをそっと指で持ち上げた。

「結果が同じならば順序など些さ細さいな問題ではありませんか？　好きになったから、付き合う。付き合ってみたら好きになった。いかほどの違いがありましょう……どうですか？　僕と生しよう涯がいを共に歩めるかどうか、試してみませんか？」

「やっ……」

「離はなれろよ気き障ざ野郎」

　陽月に触ふれた手を払はらいのけ、皿次は秋保光流を睨にらみつけた。警けい戒かいするように震ふるえる陽月を背後へと押おしやり、一歩前に出る。

「嫌いやがってるだろうが」

「ん？　貴方あなたは……ああ失敬。《底辺世界の愚者アンダー・ジ・イデイオツト》でしたか」

「チッ。気に食わねえ呼び方だな」

「貴方は確かにダブルス・マネーのパートナーかもしれないが、これは僕と彼女。そして冬瀬殿の問題。他ひ人と様の事情に首をつっこむのはマナー違い反はんというもの」

「おいおい勝手に話を進めてくれるな、秋の」

　それまで黙だまっていた一郎が口をはさんだ。

「私は承しよう諾だくしていないし、する気もない」

「おや？　即断即決ですか。僕からの条件も聞かずに？」

「残念だが彼女はウチのお抱かかえのウィザードだ。ようやく軌き道どうに乗り始めたところでもある。いくら秋の家の頼たのみでも、こればっかりはね」

「おやおや僕ぼくも侮あなどられたものですね。ダブルス・マネーは我々秋の家が主しゆ催さいする娯ご楽らく。当然、そのあたりの事情は踏ふまえておりますとも──来なさい」

　秋あき保ほ光ひか流るが両手を叩たたくと、応接室の奥おく、遊ゆう戯ぎ場じようの揺ゆり椅い子すが二つ、揺れた。向こう側から二人の少女が立ち上がる。

　まず目に入ったのは赤毛の少女だ。何故かと言うと、やたら肌はだ色いろが目につくからだ。ショートパンツに露ろ出しゆつの多い上着、しかし幼い顔と細すぎる体のラインのおかげで妖よう艶えんさは感じない。

　隣となりには正反対に色素の薄うすい髪かみの少女。両手を手て錠じようでつながれて、赤毛の少女に紐ひもを握にぎられている。青白い顔とくっきり浮うかんだくま。今すぐにでも倒たおれてしまいそうで不安になる。
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「赤毛のほうは天あま野の明あか莉り。もう一人は下しも妻つま御み影かげ。名前はご存知ですか？」

「もちろんさ。天空高等民街ユートピアリーグで最強のペア、だね」

　光流の問いに一いち郎ろうは即答した。

　何気なく放たれた言葉に皿めい次じは絶句した。天空高等民街ユートピア最強、という肩かた書がきも驚おどろきだが、この少女たちは皿次とあまり歳が変わらないように見える。そんな少女たちが最強の座にいるという事実にも驚きを禁じ得なかった。

「そう。冬ふゆ瀬せ殿どの、ここだけの話でお願いしたいのですが、彼女たちは秋保家が直接契けい約やくを結んでいる、ゲームの調停者なのです」

「調停者？」

「はい。天空高等民街ユートピアまで至る選手には変わり者も多い。国の転てん覆ぷくを狙ねらうような不届きな者もごくごくまれに紛まぎれ込こむ。彼女たちはそういった『頂点に立つべきでない者達』を選別して、叩たたき潰つぶす役割を担っています」

「噂うわさには聞いていたけど……えげつないな、秋の家は」

「数多の企き業ぎようグループを買収し、切きり貼ばりしてきた冬ふゆ瀬せ殿どのの言葉とも思えません。ともあれ、そういった理由で彼女たちは秋あき保ほの持ち物のような存在、というわけです」

「話が見えないな。結局、キミの取り引きに応じるメリットは？」

「つまり。ここにいる下しも妻つま御み影かげ──天空高等民街ユートピア最強のウィザードというブランドを、貴方あなたに譲ゆずり渡わたそうと、そう言っているのですよ、冬瀬殿」

　一いち郎ろうが眉まゆをひそめた。

「陽はる月つきくんと彼女を交こう換かんする、ということかい？　それはまた大だい胆たんな」

「冬瀬陽月の天空高等民街ユートピア行きと下妻御影の中セ流ン平ト民ラ街ル行きが急に決定された。そこで互たがいのスポンサーの合議により、互いのペアを入れ替えた──これを主しゆ催さい者しや権限で特別に認めさせましょう。なぁに、観客は華はなのある舞ぶ台たいが見たいのです。最初はバッシングも多いでしょうが、すぐに鎮ちん静せい化かし、むしろさらに数字が取れるようになるでしょう」

「たしかに話題性もあって美味しい提案だね。ふむ」

「貴女あなたにとっても悪い話じゃないでしょう、美しき魔術師ウイザード殿？」

　白い歯を見せて笑いかける。

　若干引き気味の陽月に構わずに光ひか流るは続けた。

「五年前でしたか？　雑誌のインタビューで貴女はこう答えていたはずです。『目標は天空高等民街ユートピア。必ず上に上がってみせる』と──理由はわかりませんが、貴女は上の世界に焦こがれていたのでしょう？」

「それと今回の話に何の関係が……あっ」

　言いかけて、陽月は目を見開いた。

　同時に皿めい次じも気づいてしまう。結婚すれば陽月はその瞬しゆん間かんから秋の家の者になる。何もしなくても天空高等民街ユートピアへ行くことができる。

「そういうことです。このままプロステージで戦い続けても、貴女はいずれこちらへ来れるかもしれない。しかし僕ぼくと結婚すれば、すぐにでも、確実に、夢を叶かなえられるのです」

「……そんなの。なくっても。わたしは自分の力で……」

「最近、苦戦が続いていますね？」

「……っ」

　抉えぐるような問いかけに途と切ぎれ途と切ぎれだった陽月の言葉がついに失われる。

「主催者側の僕が言うのもアレですが、このゲームは優秀であれば勝てるわけではありません。無数の敵が常に研究と対策を重ね、勝利を求めて足あ掻がいているのです──弱点を炙あぶり出だされたらそこでおしまい。金を積んで対特定ペア用に魔ま術じゆつやスキルを加えればいいのですから……これが金で能力を買えるゲームの醍だい醐ご味み。勝利し続けることの困難さ。それでも貴女あなたは、自らの力でこちら側に来れるとお思いですか」

　挑ちよう発はつ的てきな言葉を受けて、陽はる月つきは、強気に睨にらみ返かえす──ことはなかった。

　唇くちびるを噛かんでうつむいたまま、震ふるえているだけだった。

「急かしたりはしません。じっくりゆっくり考えていただければと」

　ふたたび深々と礼をして、光ひか流るは二人の少女を引き連れて部屋を出て行った。

　彼らの背中を見送り、一いち郎ろうは眼鏡を押おし上あげながらつぶやいた。

「前向きに考えておこう」
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「皿めい次じはどう思う？」

　翌日の朝。三人で通学路を歩いていると、唐とう突とつに陽月が口を開いた。

　道路には白い雪が降り積もっていた。凍とう結けつしている部分も多い。ティアはさっきからスケートだーとはしゃぎながら駆かけずり回まわっていた。

　白い吐と息いきとともに投げかけられた問いに、皿次は頬ほおを掻かいて、

「どうって？」

「昨日の秋の家の提案。悪い冗じよう談だん、だと思うけれど」

「ああ……」

　胸がきりりと痛む。理由はわからないが、何故だか秋あき保ほ光流の名前が出ると面白くない気分になってしまう。

「冗談じゃあないっしょ。ありゃあマジよ。大マジ」

　氷上を華か麗れいに回転し制服のスカートをふとももあたりまで舞まい上あげながらティアが言う。

「腹に黒いモン隠かくしてるけど。結婚の話も陽月に惚ほれたってのも嘘うそじゃないわね」

「ティアさん、面白がってる？」

「きゃー陽月が怖こわい顔するー」

　じゃれあう二人を眺ながめながら考える。いや、考えるまでもなく気持ちは決まっている。

　気に食わない。その言葉しか出てこない。

「どう思うかって言われてもな。俺おれには関係ねえ話だし」

　だけど実際に口から出たのはそんな言葉で。

「……関係ないの？」

　傷ついたような顔をされても、フォローの言葉ひとつ思いつかなかった。咎とがめるような陽月の視線からわざと目を逸そらし、皿めい次じは話の矛ほこ先さきを変えようと口を開く。

「お前自身はどうしたいんだよ」

「わたし？」

「そう。天空高等民街ユートピアにいる両親に会うんだろ。絶好の機会じゃねえか」

「でも、結婚なんて」

「お試しって言ってたろ。気に入らなくなったらやめていいって。とりあえず目的達成に奴やつを利用してみようとか考えねーのか」

「ジェイー、そりゃあたしらの感性よー。陽はる月つきにそんなしたたかさはないっしょ」

「………………………………考えるわけない」

　陽月の真しん摯しな視線が皿次を捉とらえる。

「わたしは自分の力で這はい上あがる」

「……そっかよ」

　そっけない返事をしながらも、どこかホッとしている自分がいた。

「美み紀きとも一いつ緒しよに天空高等民街ユートピアへ行くって約束したし」

「そうかそうか。それならしゃあねえな」

　安あん堵どの吐と息いきを漏もらす。しかし頭の片かた隅すみにはどうしてもひっかかってしまう。

　陽月は本当にそれでいいのか？　確実に簡単に天空高等民街ユートピアへ行く方法があるのに。目の前にたれてきた蜘く蛛もの糸を掴つかまなくてもいいのか？

　いつの間にか皿次は足を止めていた。どんどん進んでいく陽月の背中を見つめて、強く拳こぶしを握にぎりしめる。

　あいつにとっての一番の選せん択たくは、本当にそれなのか？

　夢を叶かなえることを第一に考えるべきじゃないのか？

　その心の声が言葉にならなかったのは、何故だろう。陽月のことを本当に思いやるのであれば背中を押おしてやるべきなのに。どうしても声にならない。

　ああ、と納得する。

　俺おれはべつにあいつの背中を押してやる義理も義務もないし、そこまで思いやってやるほど、特別な感情もない。そうだ、きっとそういうことだ──と。




　その日は普ふ通つうに学校に通っていつもどおりに授業を受けた。

　放課後になるとクラス委員長の住すめ良ら木ぎ胡こ蝶ちようが皿次たちの席にやってきた。ゆるふわの金きん髪ぱつを指に絡からませながらおっとりした微ほほ笑えみを浮うかべて、彼女は、

「実は大事なお話があるのですが、このあと、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　と二人を誘さそってきた。

　皿次と陽月は顔を見合わせて、ぎこちなくうなずく。

　以前から世話焼きな胡こ蝶ちようだが、ティアが編入してからはクラスと彼女の仲を取り持ったりと色々と奔ほん走そうしてくれた。とはいえこうして放課後に個人的な誘さそいを受けることは珍めずらしかった。

　メイドとしての業務があるティアだけを家に帰して、皿めい次じたちは胡蝶に連れられて遊歩道を歩いた。見慣れた道だった。陽はる月つきが「もしかして」とつぶやいて視線を合わせてくる。皿次も無言でうなずいた。同じ考えだった。

　胡蝶が立ち止まったのは、やはり、総合病院手前のロータリーだった。

　身分証の自動認証ドアから中に入り、皿次と陽月に集まる芸能人を見るときの視線を躱かわしながら三人はエレベーターに乗り込んだ。

　何十回と足を運んだ場所。「木き崎さき美み紀き」というプレートのはまった病室だ。

「どうぞ」

　胡蝶の丁てい寧ねいなノックの後、すぐに返事があった。

「連れてきましたよ」

　胡蝶に促うながされて病室の中に入ると、ベッドに半身を起こした木崎美紀に迎えられた。

　外ハネの茶ちや髪ぱつは数ヶ月前よりも少しだけ伸びていた。猫ねこ柄がらのパジャマを身に着けて、快活そうな丸く大きな目を瞬またたかせている。

「木崎が呼び出したのか？」

「ん。まあね」

　おや、と皿次は怪け訝げんな顔になった。木崎の表情が優れない。彼女のこんな顔を見たことがない、わけではなかった。学園祭のときだ。あのときに一いつ瞬しゆんだけ見せた寂さびしげな表情にすこしだけ似ている気がした。

　だけどあれ以来、すっかり鳴りを潜ひそめていたはずなのに。

「どうして委員長を通して？　いつもは直接連れん絡らくをくれるのに」

「ちょっと特別な話があってさ」

「特別？」

「詳くわしくはわたくしから」

　首をかしげる陽月の前に胡蝶が歩み出た。

　彼女は携けい帯たい複合端たん末まつを操作して立体映像を浮うかび上あがらせる。病院の電子パンフレット立体版。しかしそれはこの総合病院ではなく、見たことのない外装の建物だった。看板の文字がつぶれていて読みづらかったが、後ろ四文字はおそらく「総合病院」だ。

「どこだここ。この病院じゃないみたいだが……他の街の総合病院か？」

「他の街と言えば他の街ですね。階層が違ちがいますけれど」

「てことはこれは」

「天空高等民街ユートピアの病院？」

　皿次の言葉を陽月が引ひき継ついだ。

「そのとおりです」

　胡こ蝶ちようはにっこりと微ほほ笑えんで、電子パンフレットを次々とめくっていく。地下貧民街アンダースラムや中セ流ン平ト民ラ街ルでは見たこともない薬の名前や医い療りよう機器の名前が並ぶ。延命装置、高性能義ぎ肢し、安全装甲セーフテイ・アーマーのシステムを利用した健康促そく進しん技術、エトセトラエトセトラ。

　階層世界は上へ行くほど技術力も上がると言われているが、たしかに中セ流ン平ト民ラ街ルにはない技術がずらりと並んでいた。

「ここならば半身不ふ随ずいを短期間で治ち療りようすることも可能です」

「そりゃそうかもしれねーが……上に行けるんなら苦労しねえだろ」

「実はわたくしにツテがあるのです」

「ツテ？」

「わたくしがブレイン関連のプログラミングを個人で引き受けているのはご存知かと思いますが、お客様の中に天空高等民街ユートピアの富ふ豪ごうグループ傘さん下かの企き業ぎようもありまして。パーティーの席でたまたまお会いした、そのグループのトップの方に紹しよう介かいしていただいたんです」

　陽はる月つきが、ん、と声を洩もらした。

「天空高等民街ユートピアは上の人間の紹介があっても、世帯年収条件を満たさなければ上がれないはずだけど」

「一時的に養子にして、治療の間だけ天空高等民街ユートピアにいられるようにしてくれる、という話でした。わたくしも早く治るに越したことはないと思いまして、かねてより木き崎さきさんにお伺うかがいを立てていたのですが」

「なはは。迷っちゃってね。最終期限って言われてた今日まで結論が出せなかったんだ」

　そう言って木崎はこめかみを掻かきながら苦笑いした。

「眼鏡にはあとで連れん絡らくするつもり。どうせいまのあたしなんてお荷物だし、あっさりお別れになるかな。にゃははっ」

「美紀。ひとりで天空高等民街ユートピアに行くつもりなの」

「ん？　あー……約束、だよね。うん。実はあたしが最後まで踏ふみ切きれなかったのも、それが理由なんだよね」

　ぽつりと言葉を区切り、

「ごめん」

　木崎は、シーツに頭を押おしつけた。

「あれさ、忘れて？」

「え？」

「あのときはハルと組んでたし、いまとは状じよう況きようが違ちがうでしょ。ハルの悲願を先にあたしが叶かなえちゃうのもどうかと思ったけど……ままま、先に拝おがんできてあげるってことで」

「そう……よね」

　陽はる月つきが沈しずんだような声を漏もらす。

　それを見て、木き崎さきが心底申し訳なさそうに両手を合わせた。

「ごめんね。約束、破っちゃって」

「ううん。美み紀きの足が治るなら反対するわけがない」

　陽月がはっと表情を変えて首を振ふる。妙みような反応だなと思ったが、陽月がすぐに微ほほ笑えんだので皿めい次じは疑問を押おし込こめた。

「なんでもない。その、いい話だと思う。スポンサーさんがなんて言うかわからないけれど。美紀の足が治るなら、それが一番」

「う……うう……」

　陽月が微笑みを浮うかべて断言すると、木崎はうつむいたままぷるぷると震ふるえ出だした。たっぷりと溜ためた後で、木崎は力の抜ぬけ切きった長い息を吐はき出だす。

「っはああああ。よかったよかった。美紀だけ抜ぬけ駆がけするなんて許せん！　とか怒おこられちゃうかと！」

「そんなこと、言うわけない」

「だな。木崎のくせに陽月を疑うなんてらしくないぞ」

「むむむ。あたしをからかえる立場なのかな、キミ。皿次のずる、暴ばく露ろしちゃうぞ」

　含ふくんだ口調に皿次は慌あわてた。陽月が怪け訝げんそうに首をかしげている。

「ずる？」

「な、なんでもねーよ」

「くふふ。あせってるあせってる」

　普ふ段だんの生活で陽月の機き嫌げんを損そこねたのは一度や二度ではない。そのたびにご機嫌の取り方や喜ぶものを木崎から伝授してもらっていたのだ。べつに木崎から教わったことを隠かくすつもりもないし、実際、堂々と木崎からの情報だと伝えたこともある。

　だけど特に会話の流れで説明する必要がなければ黙だまっていたので、陽月に変に勘かんぐられてしまうような発言に戸と惑まどってしまった。

　なんだろうな、俺おれ。らしくねえ。

「隠し事？　……ふうん」

　じと目で睨にらみつけてくる陽月の頬ほおが、ほんのすこしだけ、目を凝こらせばようやくわかる程度にふくらんでいた。

「うふふ──喋しやべったら喉のどが渇かわいてしまいました。皆みなさんのぶんも買ってきますよ」

「あ、それならわたしが」

「いえいえ。木崎さんと話したいこと、たくさんあるでしょう？　この中で一番付き合いの浅いわたくしが素直に身を引きますわ」

　陽月は渋しぶったが、胡こ蝶ちように押し切られて、ついには「ポタージュ」と一言。木崎はいちご牛乳を所望し、皿めい次じが炭たん酸さん飲料を頼たのもうとし、

「あら。皿次さんには手伝ってもらいますよ？」

　と当たり前みたいに言われてしまった。

「さすがに四人分を一人では運べません。なので、この中で二番目に付き合いの浅い皿次さんをご指名します」

　腹の読めない顔でそう言って、胡こ蝶ちようは皿次の腕うでを引いて病室を出ようとする。一いつ瞬しゆん、陽はる月つきがマグネットリードのリモコンに手を伸ばしかけて、ぐっと堪こらえる姿が見えたのは、気のせいということにしておきたい。

「なんのつもりだよ」

　胡蝶に連れられて廊ろう下かの一番端はし。自じ販はん機きの並ぶ休きゆう憩けい所じよまで来ると、皿次は低い声で言った。

「つもり、とは？」

「あんたにしちゃあ論が破は綻たんしてやがる。二人必要なら、真っ先に申し出た陽月を連れて行くのが普ふ通つうだろうが。水入らずで会話させたいってんなら、そもそも委員長が病室までついてこなけりゃいいだろうが。わざわざ俺おれをご指名した理由はなんだ？」

「うふふ。疑い方が堂に入っていますね。疲つかれませんか、そういうの」

「うるせえな。昔の癖くせなんざそうそう抜ぬけねーよ」

「あの二人には、内ない緒しよですよ」

　唇くちびるの前に人差し指を立てて、澄すんだ碧へき眼がんをぱちんと弾はじく。女の子らしい仕草にどきりとして、皿次は眉み間けんにしわを寄せた。緩ゆるまないように。

「ああ言っていましたが、木き崎さきさんはずっと悩んでいたんです」

「悩んでた？」

「はい。お二人に置いて行かれるのではないか、あなたに陽月さんを盗とられてしまうのではないか──そして、そんなことを考えてしまう自分自身が、嫌いやになっていたんです」

「どうしてあんたに木崎の気持ちがわかる」

「あら。ご存知なかった……のでしょうね。顔を見ればわかりますもの」

　胡蝶は点てん滅めつする自じ販はん機きのボタンをじっと眺ながめながら、真しん剣けんな声音で、

「もふもふでぶねこ観察日記」

「……は？」

「携けい帯たい複合端たん末まつで遊べるアプリです……って、その反応、わたくしがものすごく間ま抜ぬけな発言をしたみたいで、恥はずかしいです」

　耳まで真っ赤にしてうつむく胡蝶。常に笑顔の彼女にしては珍めずらしい反応で、なんとなく新しん鮮せんな気持ちになる。

　こほん、とひとつ咳せき払ばらい。胡蝶は携帯複合端末を振ふりながら話を続ける。

「二次元のふっくらした猫ねこをペットとして飼かえるサービスで、女子中高生から二十代のＯＬまで幅はば広ひろい人気があって。メールを送ると、猫ねこが返事をくれるのが受けているみたいです。人生相談をする子も多いんですよ」

「へえ、そんなもんがあるのか」

「木き崎さきさんはもふもふで──このサービスの、ヘビーユーザーなんです」

　予想外の言葉に皿めい次じは一いつ瞬しゆん言葉を失った。足さえ動けば元気に走り回っていそうな典型的な体育会系少女の姿と、内向的な色の強いアプリとが頭の中でうまく結びつかない。

「以前、わたくしがクラス全員のメールを回収したのを憶おぼえていますか？」

「ああ。あのときは世話になったな」

　寄より辺べ兄妹との試合前のことだ。陽はる月つきの銀ぎん盾たてのネックレスが学校で何者かに奪うばわれた事件。その解決のために胡こ蝶ちようはクラス全員のアドレスにウイルスを送りつけ、メールデータを強制的に集め、怪あやしいやりとりをした人間を炙あぶり出だしたのだ。

　多数の企き業ぎようを顧客に持つ、凄すご腕うでプログラマならではの荒あら業わざだった。

「あのときに当然、木崎さんの携けい帯たい複合端たん末まつにもウイルスを送りました。そして、見てはいけないと思いつつも、見えてしまったのです──でぶねこへ向けられた、彼女の叫さけびを」

「叫び……？」

「その日あった嫌いやなこと。悩み。嫉しつ妬と。あらゆる内心を、彼女は吐はき出だしていました」

「……おいおい。そいつは本当に、木崎の話なのか？」

　だって。皿次の知る木崎はいつでも気さくで。悩みごとなんて前向きな思考で吹き飛ばしてしまう台風みたいな女だった。

　画面の中にちまちまと鬱うつ憤ぷんを書き込む姿なんて想像できるわけがない。

「悩みのない人間なんていませんよ。完全無欠の美少女も映画の中の英えい雄ゆうも国を統すべる指導者だって。例外なんてありません──木崎さんは誰だれにも悩みを明かせずに明るく振ふる舞まっていたぶん、よけいに溜ため込こんでしまったのでしょう」

「じゃあ、あんたが天空高等民街ユートピアの病院を紹しよう介かいしたのは」

「はい。木崎さんの苦悩は、足が動かないことによる不安から来ていました。皿次さんや陽月さんに敵意に近いものさえ、向けそうになっていました。わたくしはそれに歯止めをかけるべく、皿次さんや陽月さんに寄辺兄妹の情報を伝えた直後、天空高等民街ユートピアとコネクションのある人間を当たり、この話を実現させるために動いていたのです──だからあのとき、わたくしは木崎さんと接せつ触しよくしました。彼女を寄辺兄妹の件に巻まきこむ形になったのは誤算でしたが……」

　頭の中で疑問が次々と結びついていく。木崎と胡蝶が一いつ緒しよに行動していたのはそのためだったのか。

「なるほどな。それであいつ、学園祭のときにあんな顔を……」

　憂うれえた木崎の姿が脳内に浮うかび、皿次は大きく首を振る。彼女が悩んでいるのに気づいてやれなかった自分が情けなかった。

「しっかしあれだな、委員長。あんたには世話になりっぱなしだな」

「いえ。クラスメイトを支えるのは委員長として当然ですから」

　そろそろ戻もどりましょうか、と胡こ蝶ちようは端たん末まつを自じ販はん機きに当ててバンクからマネーを支し払はらう。がこんがこんと飲み物が落ちる音を聞きながら、

「委員長っていい奴やつだよな」

　と本音が漏もれていた。

　缶かんを両手に振ふり返かえった胡蝶は、複雑そうにまつ毛を震ふるわせて。

「善人であったなら。こんなお節せつ介かいなんて、しなかったかもしれませんよ」

「……？　なんだそりゃ」

　逆じゃないか？　どういう意味だ。そう訊たずねようとしたときには彼女はもう四本目の飲み物を買ったあとで、二本を皿めい次じに渡わたすなりすたすたと行ってしまった。内ない緒しよと言われた以上病室に戻ってから話題を蒸むし返かえすわけにもいかず。

　皿次はもやもやと彼女の言葉を渦うず巻まかせるしかなかった。




　　　　４




　秋あき保ほ光ひか流るが返答の期限に設定してきたのは一週間後だった。

　ちょうど皿次と陽はる月つきの次の試合の後で、二人の試合までの調整に支し障しようがないよう気き遣づかってくれたらしいと一いち郎ろうが言っていた。結婚に応じる気のない陽月には関係のない話のはずだった。しかしその旨むねを伝えたとき、一郎にもうすこし結論を待ってほしいと頼たのまれた。

「急いで決める必要もないだろう。気が変わるかもしれないしね」と、眼鏡を光らせて。相変わらず底知れない男だ。

　この猶ゆう予よ期間がまずかった。

　皿次は何事も即断即決する。だけどそれは決して心が強いからじゃない。決めてしまえば悩む隙すきなど生じるまでもなく事を先に進められるからだ。

　裏返せば先延ばしにされればされるほど、余計なことを考えてしまうのだ。

　曖あい昧まいなままの陽月との距きよ離り感かんに悩んでいたのと同じように。

　いま、考えていることはひとつだ。

　──俺たち、本当にプロリーグで勝ち続けられるのか？

「また怖こわい顔してる」

　陽月の声に、皿次ははっと現実に引き戻された。

　遮しや断だんされていた聴ちよう覚かくが一気に戻ってきて、がやがやと騒そう々ぞうしい音が耳を打った。

　ガラス越しに見える街道はもう暗くなりつつある。午後六時半。夕食時前のせいか、皿次たちが入った時間よりもファミレスはずっと盛り上がっていた。

「わりぃ。ちっと考えごとしてた」

「もう。今度はちゃんと聞いていて。まず試合開始直後の立ち回りだけど──」

　テーブルの上にはカップが二つとどでかいパフェ（もちろん陽はる月つきのだ）がひとつ。そして、携けい帯たい複合端たん末まつから投とう影えいされた立体映像と紙のノートである。

「次の相手は水と金属の二属性。ウォーリアーは拳けん闘とう士し型がた。これまでの彼らの試合を分ぶん析せきしたにはしたのだけど、たぶんあまり意味がない」

「水属性持ちってことは、水と森林の《ミスト・ウェア》が使えるわけか」

「そう。森林持ちじゃないから、コストはちょっとかさむけど。でも《ミスト・ウェア》がわたしたちに有効であることを前回の試合で証明させてしまってる……用意してくるはず」

「……だな」

「おまけに相手のフィニッシャーは高位の召しよう喚かん魔ま術じゆつである《無形の獣けもの》。皿次が機き械かい獣じゆうに手間取ってる間に、速さ補ほ正せいと腕わん力りよく補正の大きい拳闘士型がわたしを狙ねらう……あまり相性の良い相手とは言えない」

「……だな」

「……聞いてる？」

「……だな」

「……」

　すっ、と皿めい次じの顔の横に陽月の手が差し出される。

「？　どうし──ぐへぁっ！」

　そして、首に生じた重力のままに吸い寄せられ、その拳こぶしが頬ほおに五センチぐらいめり込んだ。

　マグネットリードの力だ。久々に使われたような気がする。皿次は殴なぐられた格好のまま陽月を睨にらみつけた。

「お、お前……なにしやがる」

「全然話を聞いてない。上の空」

　口調は淡たん々たんとしているがキャンディ型の瞳ひとみは細められ、きつく皿次を睨んでいる。どう言いつくろったものかと目を逸そらして考えていると、ふいに陽月は悲しそうに眉まゆ尻じりをさげた。

「わたしといても、楽しくない？」

　ぽつり、と。そんな言葉をこぼした。

「仕事の話ばかり。細かい話ばかり。それで嫌いやになっちゃった……とか」

　声が尻しりすぼみに小さくなっていく。陽月は両手をももの上にのせて、身をすぼめるようにしている。何か激げき烈れつな感情を抑おさえこむような仕草で、やけに肩かたに力が入っている。

「んなことあるわけねえだろ！」

　叫さけんでしまい、ハッと口をつぐんだ。店内の視線が一手に集まり、皿次はぼっと顔を沸ふつ騰とうさせて小さくなった。見てんじゃねえよ！　と叫びたいが、また注目されるのは嫌なので黙だまる。

「そ、そう」

　陽はる月つきも驚おどろいたようで、ぽかんとしていた。

　違ちがうんだ。陽月との作戦会議が嫌いやだとか面めん倒どうだとか、そういうことじゃない。こんなことをしている意味なんてもうないんじゃないか、という考えが無限にループしてしまって、身が入らないのだ。

　陽月は優しい奴やつだと思う。だからこそ、不安になる。明るくて裏なんてなさそうな木き崎さきが、強きよう烈れつな感情を胸に隠かくしていたように、陽月も本音を隠しているんじゃないか、と。

　皿めい次じへの義理立てのつもりで、天空高等民街ユートピア行きの特急券を拒きよ否ひしようとしているのではないかと。

　考えれば考えるほど皿次は苛いら立だちを覚えて、落ち着かない気持ちになる。

　舌打ちする皿次を見て、陽月が心配げに眉まゆをひそめ、身を乗り出してくる。

「具合でも悪い？」

　額へと差し伸べられた手を、皿次は反射的に振ふり払はらっていた。

「あ」

　動いてしまってから、声が出た。しかし遅おそかった。振り払われた陽月は目を見開いたまま、自分の手を見つめている。

　皿次に拒きよ絶ぜつするつもりはなかった。ただ、いまの落ち着かない心中を見透かされてしまいそうで、陽月に近づいてほしくなかったのだ。

「……悪い」

「ううん……わたしも、ごめんなさい」

「お、お前が謝ることなんてねえよ」

「いつも頭が固くて。つまらない話しかできなくて……えっと、だから……今日は、ここまでにしようと、思うの。作戦会議」

　テーブルに広げた資料や端たん末まつをそそくさと片づけていく。その顔はひどく青ざめている。そしてむりやり貼はりつけたような微び笑しようを浮うかべた。

「一人ではりきっちゃって……ごめん」

　気の利いた返しが何も思いつかず、皿次は聞こえないふりをした。




　夜はますます冷え込み、屋や敷しきの窓にも薄うすい氷の膜まくが張っていた。

　陽月はすぐに寝しん室しつに引っこんだが、こんな気分のまま同じ空間にいられる気がせず、皿次は一人で冬ふゆ瀬せ邸ていの中を歩いていた。

　広い屋敷だが意外なほど廊ろう下かや調度は綺き麗れいにされている。

　清せい掃そう用ようの円えん盤ばんロボットとすれ違ったり、壺つぼを磨みがく黒服と目が合ったり。おそらくこれらを取り仕切っているメイド長さまの功績だろう。

「あっ、ジェーイ！　んもう、あたしを差し置いてみんなで寄り道とかどーいう了見よ！」

　そのメイド長──メイド就しゆう任にん後ご、一週間で登りつめた──ティアが駆かけ寄よってくる。

「……おう、悪かったな」

「おりょ？　珍めずらしく元気ないじゃん。どうしたわけ？」

　覇は気きのなさを敏びん感かんに感じ取ったのか、ティアが赤い瞳ひとみで下から覗のぞきこんでくる。ほんのすこしだけ汗あせの香かおりが鼻を撫なでてどきりとする。

「しっかり働いてんだな、お前」

「当然っしょ。一度やると決めたことはやる女だもんね」

「『やる』ってのが嘘うそじゃなければ、だけどな」

「もち♪」

　ぐっと親指を立てて声を弾はずませる。

「だから、ジェイを地下に連つれ戻もどす、ってのも、諦あきらめてないから」

「地下、か。それもいいのかもな」

「ジェイ！　やっとわかってくれたのっ」

　ぱぁっと紅こう玉ぎよくの瞳を見開いて、皿めい次じの体に抱だきついてくる。ふわふわの生地越しにティアの体の温もりが伝わる。鬱うつ陶とうしいと振ふり払はらう気力も今の皿次にはなく、されるがままになる。

「──なーんて。騙だまされるかっての」

　ぴた、と抱きついたままの格好で停止するティア。

「抱かかえてるっしょ。いろいろ」

「……隠かくし事ごとぐらいさせろよ」

「ふん。まあいいわ。ちょいとこの機会にジェイの耳に入れておきたいこともあるし」

　ぐいと袖そでが引っ張られる。なんだよ、という問いに答えずにティアはずんずん廊ろう下かを進んでいく。やがてひとつの寝しん室しつの前で立ち止まり、左右前後を指差し確認。

　せーの、の掛かけ声ごえとともに扉とびらを開け放つや、ぐいと皿次の体を巻きこんだまま部屋の中に転がり込む。

「ぐおっ!?」

　何が起きたのか理解する前に背中をしたたかに打ちつけて、一いつ瞬しゆんだけ意識が飛びそうになる。目の奥おくがちかちかする。どうにか歯を食いしばって意識を繋つなぎ留とめ、皿次はうっすらと目を開いた。

　ごとり。人の頭が転がっていた。

　生気のない瞳と目が合って、思わず悲鳴を上げそうになってしまう。

　が、はたと気づく。生気どころか肉感がまるでない。本物の人間の頭部であればぐにぐにした皮や首の断面におぞましい痕あとが残るものだが、この頭は全体的につるりとしていた。

　マネキンだ。

　それもひとつではない。見ると無数のマネキンの頭部が並んでいる。それぞれに異なる人の顔を象かたどったマスクが被かぶせられている。

「驚おどろかせちった？　あたしの変装コレクション」

　耳のすぐそばで可愛い声が聞こえた。

　はっとして顔を横に向けると、真しん紅くの瞳ひとみと対面した。

　ずっしりと体が重い。腹の上に柔やわらかくて重みのある何かが乗っていて、それをどかそうと皿めい次じは手を動かした。ふわっとした感かん触しよくが手のひらに伝わる。さらり、と細長いものが顔に落ちてきてくすぐったい。くしゃみが出そうだ。

「いざというときのために何パターンもバリエーションを用意してるわ。特に有力者やその関係者はほとんど網もう羅らしてる。ジェイも変身してみる？」

「いや……ってそれより、おい。この体勢……っ」

「ふふっ。まうんとぽじしょーん」

「ティア！　どけこらっ」

「どかない」

　腹にまたがり両りよう脇わきをがっちりとふとももではさんでいる。全体重を預あずけるように上半身をぴったり皿次の体に合わせたまま、ティアは妖よう艶えんに微ほほ笑えんだ。

「内ない緒しよの話があるわ。とっても大事な話」

「それとこの体勢には何の関係もないだろっ。おい、いいからどけっ」

「断るっての。それに、あたしにとっては意味がある」

　ぺたん、とティアがふたたび強く密着してくる。華きや奢しやだと思っていた体は意外に肉づきがよくて驚おどろくほどの弾だん力りよくを備えていて、頭の中に血がのぼってきた。

　体を重ねたまま、ティアは低い声で言う。

「──住すめ良ら木ぎ胡こ蝶ちようを信用しちゃだめよ」

「なんの冗じよう談だんだ？」

　密着状態の危うさなど吹き飛んだ。

　真しん剣けんな眼差しで問い返す。

「お前がクラスに溶とけこめたのもあいつのおかげだろ」

「裏があるわ」

「どんなだよ」

「全部は洗えてないけど。だけど、あの女は木き崎さき美み紀きと頻ひん繁ぱんに接せつ触しよくしてたわ」

　なんだ。そのことか。

「ああ。それは──」

　皿次はホッとして、今日総合病院で聞いた話をティアに伝えた。胡蝶が木崎と会っていたのは天空高等民街ユートピアの病院を斡あつ旋せんするためだ。

　ところがティアの表情が晴れることはなく、

「知ってた」

　ますます曇くもっていくばかり。ティアの内うち股またにぎゅっと力が入る。すこし苦しかった。それでも皿めい次じよりもずっと辛つらそうに唇くちびるを噛かんでいる彼女を見ると、冷たくあしらえなかった。

「なんだよ。お前は何を知ってんだ？　何を言いたい？」

「前に木き崎さき美み紀きが大きい秘密を抱かかえてるのを見破ったのよ」

「……秘密って病院の件か？　それならもう聞いたぞ」

「あたしは最初、木崎美紀が怪あやしい動きを見せると思ってた。だけどそうじゃなかった。何日か総合病院を張ってたんだけど、あの女は一番見み舞まいに来る頻ひん度どが多かった。念のため胡こ蝶ちようの身辺も探ってみたら……ビンゴよ」

「ビンゴ？」

「印いん象しようが薄うすくてすぐにはピンとこなかったけど、間ま違ちがいないわ」

　ティアが白い顔を頬ほおに寄せてくる。そして、

「秋あき保ほ光ひか流るが連れていた二人の女──そのうちの手て錠じようをかけられていたほう、憶おぼえてる？」

　皿次は記き憶おくを掘ほり起おこそうと思考した。赤毛の少女のほうは強く憶えている。強気そうな顔立ちで、いかにも場慣れした落ち着きっぷりだった。

　あのとき手錠をかけられていたのは、

「下しも妻つま、御み影かげ……だったか。たしか」

「そう。ウィザード下妻御影。アレは前にも何度か中セ流ン平ト民ラ街ルに来てたみたい。ダブルス・マネーの選手以外にも秋保家傘さん下かのブレインコンピュータ関連の仕事をしていて」

「ブレイン……まさか」

　皿次たちの身近にも一人いる。

　人間の脳に近い柔じゆう軟なん性せいを持つ超高速演えん算ざん装置、ブレイン。その高度なプログラミングをこなし学生ながらに企き業ぎようからの仕事を請うけ負おう女生徒が。

「そのまさかよ──住すめ良ら木ぎ胡蝶と何度も会ってたわ。で、質問だけど」

　一拍空けて、

「木崎美紀に天空高等民街ユートピアの病院を紹しよう介かいした富ふ豪ごうって、だれ？」

「……聞かなかった」

「下妻御影よ。病院紹介の話も押おさえてあるわ」

「木崎の件にも秋保光流が関係してる……ってことか」

「ま、普ふ通つうならそう考えるっしょ」

　皿次は愕がく然ぜんとした。

　そして同時に悪寒に襲おそわれた。

　陽はる月つきは木崎を置いたまま天空高等民街ユートピアには行けない。もしも秋保光流が陽月の性格を見切っていて、今回の木き崎さき救済を目論んでいたとしたら。

「待てよ。じゃあ秋あき保ほ光ひか流るはずっと前から？」

「だろうね。昨日今日の話じゃないっしょ。陽はる月つきを嫁よめに迎える計画そのものは、ずーっと前から、そだね、ジェイたちがプロデビューする前からあったと考えるのが普ふ通つうなんじゃない？」

「委員長もグルなのか？」

「断言はできない。秋保に騙だまされた可能性もあるし。彼女の秘密が秋保絡がらみのことなのかどうかも微び妙みようなとこ。もしかしたら本人は何も知らなくて、良かれと思って話に乗っただけかもしれないし」

「あの委員長が黒だなんて、考えたくもねえよ」

　あんなに世話になった女だ。あれらがすべて計算の上の行動で、すべては皿めい次じたちを陥おとしいれるためだった、なんて言われたらもう人間なんて誰だれも信じられない。

「しっかしあの気き障ざ野郎。そこまでして陽月を？　つーかどうして陽月なんだ？」

「理由まではわかんないけど──ねえ、ジェイ」

　ティアの囁ささやきが耳じ朶だを打つ。

「秋保家は日本の四大富ふ豪ごうのひとつ。最大派は閥ばつとも呼ばれる家よ。一人の女の子の夢も将来も身分も、全部を軽々と受け止める器があるわ」

「…………………………言われねーでもわかってる」

「いっそのこと、秋保光流に委ねちゃえば？」

「ざけんな。ンなことできるかよ」

「胡こ蝶ちようの木崎美み紀きへの後あと押おし。秋保の動き。あたしはこれらに不ふ穏おんなものを感じてる。でも、ここで陽月を素直に送り出しちゃえば、もうジェイには関係なくなる。脅きよう威いなんて感じなくてすむ」

「そんな簡単な問題じゃねえだろ。俺おれだって」

「陽月の夢に付き合ってるだけ──ジェイ、あたしの誘さそいを断ったとき、そう言ったわよね。裏返せばジェイには、自分自身が中セ流ン平ト民ラ街ルに留まる動機なんて、他にはないんでしょ？」

　痛いところを突つかれて皿次は黙だまるしかなかった。

「陽月の夢が叶かなう。ならそれでいいじゃん。ジェイの目標、おしまい。だから、ね」

　ティアは潤うるんだ瞳ひとみで皿次を見下ろす。

「あたしと一いつ緒しよに地下に戻もどること、もっかい考えてよ」

「……勝てりゃいいんだ。次の試合で問題なく勝てて、上に上がれるって確信できりゃいい」

「自信ないんでしょ？　だからそんなふうに悩んでるんでしょ」

「ぐっ……」

　容よう赦しやのない言葉が抉えぐってくる。そうだ。自信なんて持てるものか。数多のプロが自分たちとの対戦に向けて、対策を重ねてきている。皿次と陽月には柔じゆう軟なんに戦略を変えられるほどの手札がない。《仮面の五色魔術師オールラウンダー》たちのように無数の戦せん闘とうスタイルを持つペアとは違ちがうのだ。

　皿めい次じと陽はる月つきには単純な戦い方しかない。

「もっと俺おれが強ければ、とか考えてるっしょ？」

「うるせえよ……負けるつもりなんざねえよ」

「全然響ひびかない。ジェイ、鏡見てみる？　いまのあんた、負け犬の顔してる」

「ぐっ」

「いいよ。もういいよジェイ。ダブルス・マネーはジェイの仕事じゃない。居場所じゃない。あんたにはもっと活かつ躍やくできる舞ぶ台たいが地下にある。陽月だって両親に会える。いいじゃん、これで誰だれも傷つかない──ジェイが、決定的な嘘うそをついてなければね」

　ティアが目を細めた。皿次の腕うでがぴくりと動く。

「中セ流ン平ト民ラ街ルに留まるのは陽月の夢を後あと押おしするため。それが本当ならあんたの言葉は何一つ辻つじ褄つまが合ってないわ。ねえジェイ。あたしは傷つかないから、答えて」

　寂さびしげに細められた瞳ひとみがじわりと滲にじむ。

「陽月のこと、好きになっちゃってるでしょ」

　一いつ瞬しゆん。ほんの一瞬の間を置いて、

「んなことあるわけねえだろ」

　搾しぼり出だすように否定した。

「プライドの問題だ。俺が、この俺が、自分の力で勝ちてえだけだ」

「ま、それも本当なんだろうけどね」

　ティアはがっくり肩かたを落として、皿次の上からどいた。

「強情って言うかなんて言うか。あんたが素直になってくれたら、あたしだってもっかい自分のことを見つめ直せるんだけどね。見込みがあるって、可能性を残されちゃったらさ、あたしだって中ちゆう途と半はん端ぱにならざるを得ないんだから」

「……わけわかんねえ。お前わざと遠回しに言ってるだろ」

「遠回しに言う女心がわかんない男は死ね♪」

　ウインクしながら言い放ち、ティアが手を差し伸べた。引っ張り上げられながら、言う。

「お前ってさ、自分勝手に見えて、意外と相手のこと考えてるよな」

「一言多いっての。あたしはいつだって人のこと考えてるわ」

「人の心の中を、だろ。騙だますために」

「うふっ、わかる？」

　ぺろ、と舌を出す。

　そしてまっすぐな目で力強く言い切った。

「気が変わったらいつでも声をかけて。あたしは、いつでも待ってるから」




　　　　５




　扉とびら越ごしに観客の大だい声せい援えんが聞こえてくる。

　本日の対戦の注目カード。二に律りつ背はい反はんの死神ペアと《無形使い》の試合を前にして、誰だれもが興奮に染まっていた。

　皿めい次じは安全装甲セーフテイ・アーマーを両りよう腕うでと両足に装着し、更こう衣い室しつのほうへ目をやる。

　カーテンの向こうで人ひと影かげが揺ゆれていた。

　陽はる月つきが身に着けてくるであろう衣装を想像して、皿次は息を吞のんだ。

『キミたちにとっても秋あき保ほの要求にどう向き合うかの決意の一戦になるだろう。しかし皮肉なものだ。図らずも秋保に見せつける形になるとはね』

　という一いち郎ろうの苦笑混じりの言葉を思い出す。

　今回の広告。秋保光ひか流るもこの試合を観ているとすれば、どう感じるだろうか。

　皿次は自分の体を鏡に映して、うげ、と顔をしかめる。彼の体を飾かざるのは、いつもの薄うす汚ぎたないシャツではなかった。

　きっちりと体を締しめつける礼服である。

　そのとき、カーテンが少しだけ開いた。顔を半分だけ出した陽月がもじもじとしている。顔がほんのり赤く染まっていた。

「絶対に笑わないで。笑ったら爆ばく発はつさせるから」

「お前こそ笑うんじゃねぞ。笑ったら……どうすっかな」

「そ、それじゃあ……」

　ぎゅっと目をつむり、陽月がカーテンを開け放った。

　視界一いつ杯ぱいに白が広がる。床を引きずるひらひらした布。微かすかに空いた胸元。両りよう腕うでを純白のロンググローブが包んでいる。

　ウエディングドレス、だった。
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「へ、変じゃない？」

「変じゃねえよ」

「嘘うそ。全然こっちを見てない」

　陽月の言うとおり、皿次は真っ赤になって顔を逸そらしたままだった。

　今日、二人に広告を出しているのはブライダル業界の雄ゆう。式場や結婚式のプランニング、はたまた子会社に出版社を擁ようして結婚関連雑誌を出している有名企き業ぎようだ。

『初々しい男女のペアで一番数字を取れそうなところ……ということで私のもとに依い頼らいが舞まい込こんだわけだよ。キミたちにはぴったりだろう？』

　と誤解甚はなはだしい台詞とともに皿次たちは衣装を押おしつけられたのだ。

「だいたいこんな動きにくい格好で戦えってのか。ざけんな」

「同感。でも、どんな格好でも依い頼らい主ぬしのために戦う。それがプロだから」

「わーってるよ。くそっ、この扉とびらの先に出ると、すっげえ人の目にさらされるんだよな」

「ええ……カメラも回ってる」

「ぐぐ……」

　とてつもない恥はずかしさがこみあげてくる。

　だがここで棄き権けんするわけにもいかず、皿めい次じたちは衆しゆう目もくの前に出て行った。女性客の黄色い声と男性客のブーイングが飛び交う。

　フィールドは造船所と呼ばれる機械の空間だった。

　ベルトコンベアが謎なぞの箱を流し、クレーンや溶よう接せつ機械や用よう途と不明の様々な機械が煙けむりを上げながら動いている。

　フィールド内にアイテムや罠わなが散らばっている特とく殊しゆなフィールドだった。

　実じつ況きようの煽あおりが終わり、オープンタイムが訪れる。

　皿次のスキルと制せい御ぎよ段階三〇という数値が公開された。

　対戦相手は《地竜アースドラゴン》と運営者側に名づけられた拳けん闘とう士し型がたのウォーリアーだ。制御段階三七の強敵である。スキルは《秘ひ匿とく》で非公開にされているが、陽月の集めた試合データによると、少なくとも五つのスキルを持っている。

　一時的に速さを制せい御ぎよ段階五〇相当に引き上げる《疾しつ風ぷう迅じん雷らい》、地面に触ふれるだけでフィールドを破は壊かいする《大地への干かん渉しよう》などなど、攻こう撃げきに特化したスキルを多く備えている。

　ステータスも力と速さに偏かたよっており、まさしく正せい統とう派はの拳けん闘とう士し型がただ。

　地竜アースドラゴンはフィールドの反対側であぐらをかいている。瞑めい目もくし精神を集中させている。日本拳けん法ぽうの道場に勤める師し範はん代だいである、という情報も嘘うそではなさそうだった。

　次にウィザードの手札公開だ。

　陽月は《太陽の月と女神の気まぐれ》《皆かい既き日食》《月光の誘ゆう惑わく》《フレアエンジン》《幻げん惑わく》の五枚だ。いつもと変わらぬ構成である。

　対戦相手、無形使いの手札は、二つ名の由来でもある召しよう喚かん魔ま術じゆつ《無形の獣けもの》、そして急ごしらえしたのだろう《ミスト・ウェア》、他には水と金属の二属性らしい召喚と罠わなの魔術で構成されていた。

　互たがいのデッドラインが広がっていく。

　両者が睨にらみあい、そして──

『試合、開始！』

　興奮した実じつ況きようの声が鳴なり響ひびくと同時に歓声と実況の声が消えた。

「《フレアエンジン》！」

　陽月がすぐに皿次の速さを最大の制御段階五〇相当に引き上げた。

　同時に、皿次は陽月をかばうように立ちはだかる。

　制御段階や速さにおいて格上の相手と戦うときの鉄則だ。しかし地竜はあぐらをかいたまま、動き出さない。動いたのは、魔術師ウイザードのほうだ。無形使いが一枚のカードをスライドさせた。

　彼女の足元がぐにゃりとうねる。地面が暴れるように隆りゆう起きと沈ちん降こうを繰くり返かえし、やがて地面を突つき破やぶって触しよく手しゆが現れた。大たい樹じゆの幹みきほどもある極太の触手がずるりと地面を這はう。

「……気持ちわり」

「あれが《無形の獣》の初期形態。油断しないで」

「はいよ」

　純白のドレス姿の陽月が冷静に戦せん況きようを観察する様はシュールだったが、皿次にもつっこみを入れている余よ裕ゆうはなかった。

「陽月。敵の姿が見えてるうちに」

「ええ──《月光の誘惑》！」

　対象の制御段階を落とす魔術。《独自解かい釈しやく》と合わせることで敵の制御段階を最低値の一に変えられるという極悪な技だ。

「《ミスト・ウェア》！」

　陽月の《独自解釈》が裏目に出た。再演算のロスのせいで、一手遅おくれたはずの無形使いの魔術が先に起動してしまった。

　濃のう霧むの鎧よろいが瞬しゆん時じに地竜アースドラゴンの体を覆おおっていく。

「いきなさいあたくしの下げ僕ぼく。死神をぶっとばしあそばせ！」

　勘かん違ちがいしたようなお嬢じよう様さま語ごに応じて、地竜──と思われる濃霧の塊かたまりが動き出した。まっすぐにこちらへと疾しつ走そうしてくる。

「くっ、速はええっ」

　一いつ瞬しゆんでデッドライン際まで接近される。皿めい次じはとっさに陽はる月つきから離はなれ、迎げい撃げきに向かった。

　迫せまり来くる濃霧の中から神速の拳こぶしが突つき出だされた。鼻先数ミリのぎりぎりで回かい避ひし、ふところのあたりにカウンターの蹴りを入れる。しかしこれは空から振ぶり。勢い余って体勢を崩くずしたところへ第だい二に撃げき目めのかかと落とし。

　横へ転がり、蹴けりの軌き道どうから逃のがれると、皿次は相手の脛すねを蹴り上げた。

「む……」

　濃霧の奥おくの人ひと影かげが呻うめき、よろめく。

　チャンスだ！

　皿次は立ち上がり、影の中心へと正せい拳けんを放った。防御値の低い拳けん闘とう士し型がたには重い一いち撃げきを入れられれば動きを鈍にぶらせることができる。勝利は一気に近づく。

　が、次の瞬しゆん間かん、地竜は予想外の行動に出た。

　回避でも反はん撃げきでもなく、ただ力を抜ぬいて背後へと倒たおれたのだ。

「なにっ!?」

　地竜は片手で地面を打つ。受け身。瞬間、造船所フィールドのつるりとした床がひび割れた。蜘く蛛もの巣状に亀き裂れつが広がり、瞬またたく間に崩ほう壊かいが始まった。

　足場が揺ゆらぐ。背後へ跳とび、陽月の前に戻もどる。

　地竜の影かげが飛ひ翔しようした。ぞくりと背筋が震ふるえて皿次は陽月の体を抱かかえたまま跳んだ。

　さっきまで陽月たちが立っていたデッドライン中央に霧の塊が降り注ぐ。地竜の両手が地面についている。すると、ふたたびその場所を中心に崩壊が始まった。

　辺りはもはや無残な有様へと変へん貌ぼうしていた。

「《大地への干かん渉しよう》でデッドラインの内側を滅め茶ちや苦く茶ちやにして、陽月の行動を抑よく制せいする気か……くそっ、長期戦は不利だな」

「！　皿次っ」

　銀ぎん閃せん。体の横を鎌かまの刃が通り過ぎる。半透明の触しよく手しゆが真っ二つに千切れて地に落ちた。

　構え直した陽月から遅おくれて皿次がハッと顔を向けると、油圧ショベルの陰かげから《無形の獣けもの》の触手が伸びていた。いつの間にか無形使いのもとを離れていたようだ。

「陽月は足場の裏へ行け！　あの触手に捕つかまったら一瞬で外にぶん投げられるぞ！」

　こくりとうなずき、陽月は鉄骨で組まれた足場の陰に向かった。

　複雑に組み合わされた狭せまい隙すき間まに身を潜ひそめれば、地竜の打だ撃げきは簡単に通らない。触手からの奇き襲しゆうを受ける確率もぐっと減る。

　フィールドが幸いした。皿めい次じはベルトコンベアーを流れる箱のひとつを掴つかみ、霧きりが固まっている場所へ投げつけた。地竜アースドラゴンの拳こぶしがぬっと突つき出でて箱を叩たたき落おとす。その瞬しゆん間かん、箱が炸さく裂れつした。

　爆ばく風ふうが霧を払はらい、地竜の全身を焼く。

「《ストレート・ウォーカー》！」

　皿次はスキル名を叫び、地竜へとまっすぐ駆かけ出だした。一気に勝負を決めるつもりだった。光の道を疾しつ駆くし、炎ほのおをまとって悶もだえている相手の腹へと渾こん身しんの拳を打ち込もうとする。

　そのとき、脳の内側にノイズが走った。

　他人の視界映像が浮うかび上あがる。濃のう霧むに包まれた男と対たい峙じする皿次。そしてその横から飛来する無数の箱。

　すぐに理解した。これは陽月の視覚だ。五感をも共有する共鳴の恩おん恵けいのひとつ。皿次はとっさに左ひだり腕うでを横に振ふった。飛んできた箱を拳で弾はじき返かえす。しかし、数が多すぎた。何本もの触しよく手しゆが立て続けにベルトコンベア上の荷物を投げつけてきていたのだ。

　弾きそこねた箱のひとつが皿次の足元に落ちた。その箱は轟ごう音おんとともに内側から爆ばく発はつした。皿次は爆風に焼かれて吹き飛ばされる。

「ぐはっ……！」

　数メートル吹き飛び、仰あお向むけに倒たおれた。壊こわれた機械から流れ落ちる油の雨を顔に受けて、皿次は顔をしかめながら立ち上がる。

　地竜はいつの間にか陽月のいる鉄骨組みへと移動していた。半透明の触手を従えて、警けい戒かいする陽月への包ほう囲い網もうを形成していく。

　皿次は一いつ瞬しゆんだけ敵ウィザード、無形使いの様子を確認した。彼女の周囲には《無形の獣けもの》の一部だろうか、触手がとぐろを巻くように壁かべを作っていた。

　陽月を捨て置いて無形使いを叩きに行こうかとも思ったが、どうやら一いち撃げきで倒されてくれるような魔術師ウイザードではないらしい。

　ならば。定石はウォーリアーを気絶させてから、ゆっくりウィザードを攻略すること。

「うおおおおおおおおっっ」

　皿次は地竜めがけて走り出した。拳を強く握りしめ、霧の中、顔面のあたりに殴なぐりかかる。

「喧けん嘩か殴なぐりは格下相手にしか通用せんぞ」

　地竜の体が沈んだ。皿次の打撃の軌き道どうから外れてカウンターで勝負を決めるつもりだろう。もしそうなら、読みどおりだ。

　皿次は拳を振ふり抜ぬかず、ぴたりと止めていた。

「！　フェイント……っ」

　敵の死角となった側から左ストレートを放つ。腹と胸の間の急所へ岩をも砕くだく拳が襲おそう。

　この距きよ離りこのタイミングならどれほど近接戦せん闘とうの達人でも受け切れない。皿次は勝利を確信していた。

　しかし。

　攻こう撃げきは当たった。だが、インパクトの手応えはなかった。

「なっ」

　拳こぶしの風圧で一いつ瞬しゆんだけ霧きりが晴れた。

　地竜アースドラゴンは上半身を思い切り反らしていた。皿めい次じの拳をぴったりと胸に当てたまま。

「しまっ……これは……」

　驚きよう愕がくに目を見開く。今度は拳を引っこめる時間などなかった。

　まるでばね仕じ掛かけだ。地竜が胸で押おし返かえすように皿次を突つき飛とばした。合あい気き柔じゆう術じゆつの返し技のひとつ。相手の打だ撃げきの力を利用して弾はじき飛とばす達人級の技だった。

　皿次は二度三度とゴム鞠まりみたいに体を跳はねさせてクレーンのアームにひっかかってようやく止まった。服が背中の部分からびりぃ、と破けて、地面に落ちる。

　打ちつけた腰の痛みに顔をしかめながらも皿次は下半身に力を込めて最速の攻撃を──

「！　《無形の獣けもの》!?　こっち狙ねらいかよっ」

　半透明の触しよく手しゆが地を這はいながら殺さつ到とうするのを見て、皿次は戦せん慄りつした。

　油圧機の陰かげに逃にげる。しかしどこに逃げても触手は障しよう害がい物ぶつの隙すき間まから顔を出す。先せん端たんがふいにぷくりとふくらみ、何かを形作っていく。

　やがてそこには一匹の狼おおかみが現れた。触手の根本からぶつりと千切れ、狼が駆かける。皿次は拳で狼を払はらいのけようとして、しまった、と声を漏もらした。

　半透明の狼はたちまち溶とけて消え、ただの粘ねん液えきと化して皿次の腕うでにまとわりつく。その粘液が歪ゆがみ、バッ、と、四方八方へ細長い触手を伸ばした。周囲の機器にべたりと張りつく。振りほどこうとしてもびくともしない。

　造船所内の機械の重量がすべてのしかかっているのだ。

「くそっ、ざけんなっ。こんなところでっ」

　皿次が拘こう束そくされたのを見届けると、地竜は鉄骨組みのほうへ足を踏ふみ出だした。

　銀色の鎌かまを胸に引き寄せ、陽月が睨にらみ返かえす。

「障害物の多いフィールドはやりづらい。しかし」

　地竜は一本の鉄骨に触れる。すると、一瞬だけその手が光り、

「自ら袋小路に逃げるとは。相手を選ぶべきだったな」

　その足場はあっさりと崩ほう壊かいした。重く頑がん強きように組まれた鉄骨が弾け飛び、凶きよう悪あくな鉄の雨となって陽月に降り注ぐ。触れた箇か所しよから小さい範囲を破は壊かいするフィールド破壊スキル。大地を支配する竜であると主しゆ催さい者しや側がわに名づけられた所以だ。

　陽月は俊しゆん敏びんな動きで鉄骨を回かい避ひする。超高速で回転する陽月の頭脳はあらゆる事象をスロー映像に変へん換かんできる。素早く躱かわし、躱しきれない鉄骨を鎌で弾く。

「あ……」

　陽はる月つきの顔が絶望に染まった。純白のドレスの長い裾すそを一本の鉄骨が貫つらぬいていたのだ。地面に縫ぬい留とめられて陽月は動けない。

　動きの止まった陽月へ地竜アースドラゴンが肉にく薄はくした。ドレスの裾を破り、逃のがれようとする陽月の腹部へと神速の掌しよう底ていが炸さく裂れつした。

「か──ふはっ……！」

　血を吐はきながら陽月は、フィールド端はしの壁かべに叩たたきつけられた。ずるりと地面に崩くずれ落おちると陽月はぴくりとも動かなくなっていた。

　デッドライン外。ウィザードの気絶。

　実じつ況きようの高らかな試合終了宣言が皿めい次じと陽月の敗北を告げた。
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　競技場からの帰り道。

　二月の夜気は冷たく、肌はだが粟あわ立だっている。

　いつもの遊歩道を皿次と陽月は言葉も交わさずに歩いている。屋外灯に照らされた陽月の顔の横で三日月が揺ゆれていた。

　ちら、と陽月が目だけで皿次を見た。そしてすぐに面おもてを伏ふせる。競技場を出たあたりから何度も皿次の顔をうかがっていた。

　ぼんやりと覇は気きのない顔で歩いていた皿次は、ふいにぽつりとこぼした。

「負けちまったな」

　不思議と激情は湧わいてこなかった。以前に敗北したときは唇くちびるを噛かんで牙きばを剥むいていたのに。

　陽月が慌あわてたように声を上げる。

「まだ一敗だから。相性の悪い相手でもあったし、それに」

「相性の悪い相手なんてプロステージには腐くさるほどいるだろ」

「……大だい丈じよう夫ぶ。こっちも研究を重ねれば」

「研究はしただろ。俺おれらの手札でできることは全部やった」

「でも、他にも……あっ」

　そのとき、陽月の体が傾かたむいた。はっとして手を伸ばす。

　軽くてやわらかい体が腕うでの中にある。急激に体が熱くなった。陽月も耳まで真っ赤になり、弾はじかれるように体を離はなす。

「あ、ありがとう」

「べつにいいけどよ……どうした？　なにもねえ場所で転ぶなんて」

「えと……なんだろう。わからない」

　目を逸そらして言う。

　ふと、嫌いやな予感がした。以前に陽はる月つきの練習風景を見たときに心配になったことがある。

　皿めい次じは陽月の両りよう肩かたを強く掴つかんだ。

「前から言おうと思ってたんだけどよ」

　間近で陽月に見つめられて、胸が弾はじけそうなほど跳はねた。

　お腹の前で拳こぶしをぎゅっと握にぎる彼女へ、次の言葉を投げる。

「《独自解かい釈しやく》を繰くり返かえすことで、健康に悪あく影えい響きようが及んだりしないのか？」

　陽月の表情が強張った。

「……どうしてそんなことを？」

「お前が練習してるとき、汗あせをかいてるのを見た。それに、俺おれが魔ま術じゆつカードを使おうとしたとき、頭の中で情報を処理しきれなくて吐はいただろ。場合によっちゃ直接体に影響があるんじゃないかって」

「ない、わけじゃないと思う」

　陽月は言葉を濁にごした。

「わたしも正確な情報を持ってるわけじゃない。《独自解釈》は非公式の技術だから注意書きもない。だけどブレインリーダーの仕組みを考えると……」

「仕組み？」

「五感を制せい御ぎよするためにブレインリーダーは大脳だけじゃなくて小脳にも接続される。暗号解読の最適化のために反復学習機能を持つ小脳を経由して計算してるらしくて」

「すまん、よくわからん」

「小脳は三さん半はん規き管かんなど体の平へい衡こう感覚を司る部位もある。ここのリソースがパンクしたら、そっち側に影響が出るのかもしれない……ってこと」

「……よくわからねえが、それは《独自解釈》で脳のリソースを圧あつ迫ぱくすると、他の機能がうまく働かなくなることがあるってことか」

「……たぶん。で、でも、そんなの大したことはないし」

「陽月」

　脅おどかすような低い声に、陽月の体がびくりと震ふるえる。

　そして、さっきからずっと頭の中で巡めぐらせていた言葉を、口にした。




「もうやめねーか」




「え？」

「やめようぜ。このまま続けても誰だれも得しねえ」

「ちょっと待って」

「秋あき保ほの野郎の申し出、受けろよ」

「……！」

　陽はる月つきが息を吞のみ、皿めい次じを見つめた。

　なんだよその顔は。裏切られたような、傷つけられたような顔は。

「もう無理だ。俺おれたちがこのまま足あ掻がいたところで天空高等民街ユートピアには行けやしねえ」

「そんなことない。なら枷かせを外せばいいでしょう。魔ま術じゆつカードやスキルの購こう入にゆうを禁じてきたんだから、それを認めて──」

「俺だって調べてんだよ。太陽属性と月属性の魔術カードで、もっと高価なカードってのはな、いまお前が持ってるカードの上位互ご換かんばっかりなんだ」

「それは……」

「《独自解かい釈しやく》でそれら上位互換よりも強力な効果に変えてる。現状でも相当優秀な手札で戦ってるんだぜ、俺たち」

「でも、他にもトリッキーなカードはたくさんある。それらがあれば」

「もういい」

「どうして！」

「陽月のことは信用してんだよ。だからこそ、もう無理だってわかっちまうんだ」

「どうして。やってみなくちゃわからない」

「レビン──いや、佳か多た理りと戦うとき」

「え？」

　唐とう突とつに出てきた名前に陽月が怪け訝げんな顔をする。構わずに皿次は続けた。

「お前は俺にぴったりな魔術カードを黙だまって追加購入した。それが《皆かい既き日食》だ。俺とのコンビネーションにおいて一番使い勝手がいいって判断したんだろ」

「それは……そうだけど」

「俺も魔術カードの一いち覧らんを調べて、思ったよ。《皆既日食》が一番相性が良い。逆に言えば、あれ以外のカードをどう組み合わせても圧あつ倒とう的てきな力なんて得られない」

「……！」

「詰つんでるんだよ。俺たちはいまの俺たちで最強だ。これが破られちまったら終わりなんだよ」

「まだ一敗。大だい丈じよう夫ぶ。今日は偶ぐう然ぜん負けただけで」

「いまなら夢を叶かなえられるだろうが！」

　陽月の言葉を皿次は両断した。

「意地になってんじゃねえよ。確実に上に行ける方法があるだろうが。いまなら！　いまこのときを逃のがしちまったら、もう二度とないかもしれねえんだぞ」

「……皿次は、それでいいの？」

　陽月の肩かたと声が震ふるえていた。

「っ、いいに決まってんだろ。もともと俺おれは親の仇かたきを殺しに中セ流ン平ト民ラ街ルに来たんだ。お前がいなくなったらそいつを捜さがして回るか、ま、最悪、地下貧民街アンダースラムに戻もどる。ティアにもコミュニティに帰ってこいって何度も誘さそわれてるしな」

「……そう」

　陽はる月つきは小さくつぶやいて、顔を上げた。

　泣いているような、笑っているような、二に律りつ背はい反はんの表情を浮うかべて。

「わかった」

　その一言だけを告げて、陽月は早足で歩きだした。

　遠のいていく彼女の背中を見送りながら、皿めい次じは屋外灯を殴なぐりつけた。拳こぶしが痺しびれると冷えた空気が体の芯しんまで浸しん透とうする。

　それでいい、わけねえだろうが。




　屋や敷しきに戻もどると皿次たちは第二応接室に呼び出された。

　そこにはすでに一いち郎ろうと秋あき保ほ光ひか流る、メイド姿のティア、露ろ出しゆつの激しい天あま野の明あか莉りと相変わらず手て錠じようをかけられた下しも妻つま御み影かげがいた。

　全員の視線が集まる中心で、陽月は一歩前に出て、光流を真正面から見み据すえた。

「決心はつきましたか？」

　片眼鏡モノクルの奥おくの瞳ひとみを細めて問いかける光流。

「はい」

　陽月はうなずき、ちら、と背後の皿次へと顔を向けてくる。苦い気持ちを抑おさえて、首を縦たてに振ふると、陽月は小さく息を吐はき出だした。

「結婚の申し出、受けさせていただきます。ただし、仮に一方的に契約の無効を申し出た場合に賠ばい償しようを請せい求きゆうすることがない、と約束していただければ、ですが」

「なるほど。僕ぼくの試してみてはいかがか、という提案に裏があるのではないかと考えたのですね。いいでしょう。貴女あなたのお気に召さなければ、その気持ちを尊重すると約束しましょう」

「嘘うそじゃない、わね」とティアがつぶやく。

　その言葉に皿次は胸を撫なで下おろしかけて、ハッとする。もう陽月とはパートナーですらなくなるのだ。自分が気を揉もむことなんて何もない。

「では、早速書類にサインを──」

「まあ待とうか、秋の」

　光流が胸ポケットに手を突つっ込こむと同時に、それまで黙だまっていた一郎が口を開いた。

「……冬ふゆ瀬せ殿どの？」

「陽月くんの返事はわかった。だがまだこの私は承しよう諾だくしていない」

「前向きに検けん討とういただけるとのことでしたが」

「判断を保ほ留りゆうする際の常じよう套とう句くだよ。昔の政治家が大好きだった言葉だ」

　一いち郎ろうは指で眼鏡を押おし上あげて、いやらしい笑みを浮うかべる。

「私のメリットとしてキミは下しも妻つま御み影かげとの交こう換かんを提案してくれたわけだが、いまいち私の商売にプラスになるという確信が持てないのだよ」

「何故です？　天空高等民街ユートピア最強のウィザードですが」

「強さは、ね。ただ私の事業は広告を出してもらえてこそだ。いくら強くても下妻御影個人に広告を出したくなるような魅み力りよくがなければならない。陽はる月つきくんと比べたときに、どうしても、彼女のほうが上だとは思えない」

「なにこの眼鏡、御影のことディスってんの？」

　赤毛の少女、天あま野の明あか莉りがドスの利きいた声で睨にらみつけた。

　光ひか流るが慌あわてて彼女を制する。

「よさないか明莉──冬ふゆ瀬せ殿どの。たしかに御影は華はなはない。ですが着き飾かざればこれもなかなかの美少女。決して引けを取らないと保証いたしましょう」

「それともうひとつ」

　一郎が人差し指を立てて、続ける。

「最強、という点にも疑問がある」

「……と言うと？」

「そもそもダブルス・マネーの強さはペアで測られるべきだ。ウォーリアーならば制せい御ぎよ段階やスキルの有無である程度絶対値としての強さは保証できる。しかしウィザードはどうだろうか。本人が決定打を打てるわけではない以上、ウィザード間の実力差がそこまで大きく出るものだろうか。言いたくはないがそこの御影という少女、パートナーの天野明莉がいなければ勝てない程度の実力しかないかもしれない」

「この……っ」

「明莉。僕ぼくに恥はじをかかせるな」

　食ってかかろうとする明莉の肩かたを掴つかみ、光流が強い口調で言う。表向きの丁てい寧ねい語ごがはがれると意外と気の強い男なのかもしれなかった。

「そこで私に提案があるんだ」

　一郎が猛もう禽きんのような目を光らせて、こう告げた。

「うちのペアと天空高等民街ユートピア最強ペアのプラクティスマッチ。そこで直接、下妻御影の実力を測らせてもらえないかな」

　この場が一気にざわめいた。

　皿めい次じと陽月も怪け訝げんな顔を合わせる。想像もしていなかった方向に話が転がり始めているのを感じて、皿次は落ち着かない気分になった。

「プラクティスマッチ……」

　光ひか流るが一いち郎ろうの言葉を繰くり返かえす。

「そう。練習試合だ。もしうちのペアが勝ってしまったりして、下しも妻つま御み影かげの実力が陽はる月つきくんに及ばないとわかれば、残念ながらパートナーチェンジするメリットは感じない。破談だ。逆にキミらが力を示してくれれば私は安心して迎え入れることができる。どうだろうか」

「ふむ……筋は通っていますね」

「競技場にはプラクティスマッチ用のフィールドがあったはず。そうだね、一週間後の今日に練習試合を執り行うということでどうだい？」

　光流は顎あごに手を当てて考える素そ振ぶりを見せる。射い殺ころさんばかりに一郎を睨にらみつける明あか莉りへと目をやり、ふうとため息をついた。

「いいでしょう。彼女もやる気まんまんのようですしね」

　光流がそう言うと、一郎は満足げな笑みを浮うかべて、

「うん。それでは、交こう渉しよう成立だ」

　と、両手を叩たたいた。
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　規則的な電子音が鳴り続けている。

　布団にくるまったまま皿めい次じはナイトテーブルを何度も叩たたきつけ、ようやく目覚まし時計に行き当たる。ばきぃ、と不吉な音を最後に目覚ましは停止した。

　寝ねぼけ眼まなこをこすりながら起き上がる。

　窓からは朝日が差し込み、冷えた朝の空気に背中が震ふるえた。

　億おつ劫くうな気分を首を振ふることでどうにか吹き飛ばしてベッドから降りると、隣となりのベッドが目に入った。そこには誰だれも寝ていない。枕まくらすらなかった。

「ああ……そっか」

　皿次は独ひとり言ごとをつぶやいてリビングに出る。

　食卓には当然何も置かれていない。出迎えてくれる人間も誰もいない。

　いつもならインスタントの美味しい朝食が用意されていたり、陽はる月つきが作ったこの世のものとは思えない料理もどきが放置されていたり。

　あるいは陽月が感情の色に乏とぼしい表情で待っていたりしたのだが。

　代わりに食卓には電子メモが置かれていた。「愛するダーリンへ（きゃぴっ）」という紙の添そえ書がきは見なかったことにして、再生ボタンを押おす。

　保存されているのは動画データのようだった。

　立体映像としてティアの姿が浮うかび上あがる。藍あい色いろのリボンをあしらったワンピースを着ていて、横にたらした髪かみを結びながら、こちらを見ている。

　身支度のついでに録画しています、といった雰ふん囲い気きだった。

『あ。やばっ、もう始まってる!?』

　気づいてなかったのかよ。

　こちらが呆あきれているのを知ってか知らずか、ティアはアイドルのように片手を変な形にして顔の横に持っていき、『て、てへっ』と殴なぐりたくなる仕草でごまかした。

『えっと、二日目の報告するよん。枕を持って陽月があたしの部屋に来てから二日目、今日も何事もなく無口に過ごしてる感じ。あたしが話しかけてもなーんも返事してくんない』

「そっかよ……」

　相手に声が届くわけではないが、皿次はつぶやかずにいられなかった。

　負け試合の後、陽月は皿次と一いつ緒しよの部へ屋やでは寝られないと言って、ティアの寝しん室しつへ移動してしまった。しばらくそっとしておいてほしいと釘くぎを刺さされて。

　ティアにはこうして朝一で陽月の様子を報告してもらうことにしていた。

　冷れい凍とう庫こを開けてチルドのピラフを取り出す。地下にはなかった物だから扱あつかいには戸と惑まどうが、陽はる月つきがやっていたのを思い出しながらどうにか完成させた。

　やってみると意外と難しくて、

「料理が下手とか、笑えねえな」

　としんみりした声が洩もれた。

　そのとき、携けい帯たい複合端たん末まつが震ふるえた。スプーンにのせたピラフを咀そ嚼しやくしながら端末の画面を見ると、そこには住すめ良ら木ぎ胡こ蝶ちようの名前が表示されていた。

　ティアの忠告を思い出す。住良木胡蝶は信用するな。

　皿めい次じは息を吞のみながら通話ボタンを押おした。

『もしもし……住良木胡蝶です。冬ふゆ瀬せ皿次さんの番号でお間ま違ちがいないですか？』

「そうだけど……珍めずらしいな。なんの用だ、委員長」

　自然と警けい戒かいするような声が出てしまう。

『このあとお時間はありますか』

「ぼけてるのか？」

　時計を確認する。学校が始まる時じ刻こくまで一時間程度。平日の朝に時間があるわけもない。皿次が訝いぶかしげに首を傾かしげていると、胡蝶はだめ押しのように言った。

『大事な話があるのです。急ですが、学校をお休みするわけにいかないでしょうか』

「おいおい委員長の言葉かよそれ」

『わたくしも規き律りつを破るのは本意ではありません。しかし……皿次さんには直接詫わびなければ、どんな顔をして学校へ行けばいいのかもわからないのです』

　胡蝶の物言いに皿次は混乱した。

　胡蝶は何かを企たくらんでいるのか？　皿次を呼び出して陥おとしいれようとしているのか？

　しかしそれにしては胡蝶の声は切せつ羽ぱ詰つまっていて、心底から狼ろう狽ばいしきっている。

『木き崎さきさんからお話を聞きました。現在の皿次さんと陽月さんの状じよう況きようを』

「そうかよ。でもそれであんたが詫びるってのはどういう意味だ」

『詳くわしいことはあとで説明します。ですから、どうか……』

　悲痛な声で頼たのまれて、皿次は断りきれなかった。

　それに。もし罠わなだとしたら、胡蝶を取り押さえるチャンスでもある。

「わかった。どこで待ち合わせる？」




　指定されたのは胡蝶の自宅だった。

　送信されてきた地図データを元に駅前繁はん華か街がいを歩き、細い路地を抜ぬけて住宅街へ向かう。

　高層マンションの建ち並ぶ区画で、中セ流ン平ト民ラ街ルの中でもわりと金に余よ裕ゆうのある層が暮らしている場所だ。皿次は建物の高さに圧あつ倒とうされながら目的のマンションへと足を運んだ。

　インターフォンで胡蝶を呼び出し、セキュリティを解かい除じよしてもらって中へ。大理石が敷しき詰つめられガラス越しに噴ふん水すいを眺ながめられるエントランスを通り、エレベーターに乗り込む。

　十一階に着くと一番奥おくの部屋へ向かった。

『開いております』

　どこかにカメラがあって様子が覗のぞけるのだろうか、胡こ蝶ちようの声が聞こえて自動的にドアが開く。

「便利なもんだな」

　皮肉っぽくつぶやく。皿めい次じはドアノブに手をかけると、腰こしポケットに触ふれた。硬こう質しつな感かん触しよく。念のためにバタフライナイフを持ち出してきていた。

　周囲に気を配りながら胡蝶の部屋に入る。

「ようこそ皿次さん。すみません、足の踏ふみ場ばもないですが」

　廊ろう下かの先から胡蝶が歩いてきた。波打つ金色の髪かみを指先に絡からめ、蒼そう穹きゆうのような瞳ひとみを細める。清せい楚そなワンピースを身に着けた彼女はにこりと微ほほ笑えんだ。

　薄うす手での布を押おし上あげる豊満な胸も、腰からつま先にかけてのラインも白く眩まぶしい。

　非常に目のやり場に困り、皿次は思わず視線を泳がせた。

「こちらへどうぞ。寝しん室しつへお通しします」

　胡蝶は片手で皿次を促うながすと足元のダンボールを避よけて歩き出した。

　自分の頬ほおを叩たたき、浮うわついた気持ちを払ふつ拭しよくして、皿次も硬かたい表情で室内を見回しながら慎しん重ちように彼女の後についていく。

　廊下にはソフトウェアの箱やダンボールが積まれていて、文字通り足の踏み場がない。壁や天井には細長い管くだが無数に通っている。冷れい房ぼう室しつと書かれた札のかかった部屋からは真冬だというのに冷気が流れ出していた。

「ここは？」

「サーバー室です。ほら、わたくし、ブレインを動かすのが仕事ですから」

「コード書くだけじゃなくて自分で環かん境きようを整えてるのか？　すげえな」

　胡蝶は一いつ瞬しゆんだけ躊躇ためらうような間を空けて口を開く。

「父が使っていた設備なんです」

「親父さんもプログラマーだったのか。って言うか親おや御ごさんいるのに男なんか連れ込んでいいのかよ。誤解されちまうぞ」

「ゆえあって、いまは一人暮らしをしているので」

　含ふくんだような言い方に皿次は目を細める。しかし胡蝶の内心は読めなかった。

　反対側の部屋のドアが微かすかに開いていて、中に数台のＰＣが並んでいた。やはりそこかしこにケーブルが通っており、女の子の部屋というよりは研究施し設せつか何かのようだ。

　この前戦った造船所フィールドともちょっと似ている。

「さあ、こちらです」

　通された寝室は他の場所に比べればまだ普ふ通つうだった。しかしあまりにも殺風景だ。陽はる月つきの部屋もだいぶ地味だが、ここには余分な物が一切ない。机とベッドと箪たん笥すと本ほん棚だなのみ。本棚にはブレイン関連の技術書ばかりで漫画の類はなく、壁かべ紙かみもカーテンも味気ないベージュ色だ。

「電子書しよ籍せきだけじゃないんだな。委員長なら紙の本なんて持ってねえと思ってた」

「逆ですよ。ＰＣの扱あつかいに慣れているからこそ、信用していないのです。データにも常に破は壊かいされるリスクがつきまといますから」

「そういうもんか」

　はい、と胡こ蝶ちようはうなずいて視線を室内に巡めぐらせる。そして、

「女の子らしくありませんよね。この部屋」

　自じ虐ぎやく的てきなことを言いながら、柔にゆう和わな笑顔を見せた。

　胡蝶に促うながされて皿めい次じはベッドに腰こしかけた。ベッドの足にまで室外から伸びたケーブルが絡からみついているのを気にしていると、ふいに胡蝶が膝ひざを折って額を床に着けた。金色の髪かみが床に広がる。

「な？」

　胡蝶の突とつ然ぜんの土下座に皿次は思わず戸と惑まどいの声を上げてしまう。

「本当に。本当に申し訳ありませんでした」

「おいおい何のつもりだよ!?　まずは説明してくれ！」

「木き崎さきさんに病院を紹しよう介かいした件です」

　胡蝶の断言に皿次ははっとした。胡蝶を疑うことになった理由でもある。ティアの情報によると胡蝶のツテというのは秋あき保ほと繋つながりのある下しも妻つま御み影かげだ。

　しかしまさか本人が直接謝罪してくるとは思わなかった。

「言い訳が許されるのであれば、わたくしは何も知らなかったのです。天空高等民街ユートピアの病院を探っている最中に声をかけてきた人物が、まさか皿次さんたちと将来接せつ触しよくするつもりだった者だなんて。そうとわかっていれば、誘さそいには乗りませんでした」

「それじゃあ、やっぱり委員長は下妻御影と？」

「繋がっておりました。いまでも」

　と、胡蝶はあっさりと認めた。

「しかし木崎さんから話を聞き、この件のからくりが見えてきました。御影さんは秋保の子こ飼がい。秋保光ひか流るが陽はる月つきさんを円えん滑かつに天空高等民街ユートピアへ連れて行くために、木崎さんごと上層世界へ掬すくい上あげるべく手順を踏ふんでいたのだと」

「委員長にとっちゃ完全に想定外だった。そういうことか」

「この件に関しては神に誓ちかって嘘うそをついておりません」

「なら謝る必要なんてねえよ。あんたは俺おれらのことを思って動いてくれたんだろ？　木崎が傷ついて、俺や陽月に敵意を向けちまいそうな状じよう況きようを、変えようとしてくれた。あんたは病院でそう言ったよな」

「違ちがうのです。そういう問題ではありませんっ。わたくしは失敗してはいけなかったっ」

　胡こ蝶ちようは思いつめたように言うと、おもむろに立ち上がった。澄すみきった碧へき眼がんでじっとこちらを見下ろしている。

「わたくしは許されないことをしました。わたくしの勝手な行動により、皿めい次じさんたちを陥おとしいれようとする秋の者の計画を前に進めてしまいました──そして陽はる月つきさんが中セ流ン平ト民ラ街ルに留まる動機をひとつ奪うばってしまうところでした」

「だからそれはあんたのせいじゃねえって」

「同じこと。わたくしは一つとして、あなたに不ふ利り益えきをもたらしてはいけなかった……そう、決めていたのです。ジェイファさん」

「っ！」

　胡蝶の言葉に、皿次は息を吞のんだ。

　彼女は当然のように皿次の地下貧民街アンダースラム時代の名前をつぶやいた。しかし、胡蝶に直接名前を明かしたことはない。

　訝いぶかしげに見み据すえると、胡蝶は儚はかなげに微ほほ笑えみ、片手で顔を覆おおった。

　次に彼女が手をどけたとき、そこに蒼そう穹きゆうのような碧へき眼がんはなかった。

　代わりに美しい緋ひ色いろの目があった。

「な……委員長。あんたまさか」

　絶句する皿次へ、彼女はうなずいた。いつもの柔にゆう和わな表情はなく、決意をこめた真しん摯しな雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。

「この金きん髪ぱつも染めているだけで本来は銀色──あなたと同じなのです。ジェイファさん」

　ウェーブする髪を指に絡からめながら胡蝶は言う。

　長い髪を指でいじる姿はいつか見た誰だれかの仕草と重なって見えた。




「わたくしの本当の名前はファラーシャ。あなたのご家族を陥れ、中セ流ン平ト民ラ街ルへと上がった男、ウルガの一人娘です」
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　胡蝶の記き憶おくの中で父はいつもＰＣの前に座っていた。

　簡単なシステムの下した請うけで生計を立てながら、同時に趣味で何かを作っているみたいだった。母は地下貧民街アンダースラムでも稼かせぎの少ない父に愛想を尽つかして消えてしまった。もしかしたらそのときから父には金きん銭せんに対するコンプレックスがあったのかもしれない。

　金さえあれば。俺おれはこんなところで燻くすぶっているべき人間じゃない。生まれた世界が悪かった。

　まだ小学校にも上がっていなかった胡蝶に何度もそう語りかけてきた。

　意味はわからなかったけれど、父が困っているのは伝わった。たった一人の家族なのだからもっと笑っていてほしいと思っていた。

　だから、胡こ蝶ちようはＰＣをいじり始めた。

　父が使わなくなった古い端たん末まつを起動させて父の猿さる真ま似ねでキーを叩たたいた。何のことはない。標準で搭とう載さいされているメモ帳ソフトやトランプゲームで遊んでいただけだ。だけどそうやって端末で遊んでいるのを見ると、父はいつも嬉うれしそうに笑ってくれた。

　アプリケーションがエラーを起こすと優しく解決方法を教えてくれた。

　父は本当に骨の髄ずいまでコンピュータに魅み入いられた人種だったのだと思う。

　ブレインコンピュータプログラミングの基礎を教えられたのもそのときからだ。胡蝶は日本語を完全にモノにする前に、プログラム言語を学んだのだ。おかげで数年後にも丁てい寧ねい語ごの使い方がおかしくなってしまうのだが、もちろんこのときには想像もしていない。

　ひとつモノを覚えるたびに父は胡蝶の頭を撫なでて、口くち癖ぐせのようにこう言った。

「いつか俺おれたちが本当に認められる世界に行こうな」

　ある日、父はすごく沈しずんだ顔で家に帰ってきた。

　どうしても言語で理解できない部分があって──それは英語や数学などの基礎教きよう養ようを習得して初めて理解できる分野だったのだが──教えを乞おうと思っていた胡蝶は、端末を手に玄関まで駆かけ寄よった。

　胡蝶の顔を見ると、父は顔をくしゃくしゃにして、ぎゅっと抱だきしめてきた。

「中セ流ン平ト民ラ街ルに上がれるぞ。喜べ」

　ブレインの技術は地下貧民街アンダースラムにも公開されているが、中セ流ン平ト民ラ街ル以上にしか需じゆ要ようがない。まだこのときの胡蝶は理解できていなかったが、中セ流ン平ト民ラ街ルに上がればもっと幸せになれることだけはわかっていた。

　だから素直に「おめでとうお父さん」と言った。

　ただ、喜べ、と言った父本人が全然嬉しそうじゃないのが気になった。

　その年の一月。居住区入いれ替かえ時期がやってきて、胡蝶は初めて本物の朝日を浴びた。

　それまでのファラーシャという名前を捨て、住すめ良ら木ぎ胡蝶という名前を与えられた。髪かみを金色に染めて、青のカラーコンタクトをはめると、まるで別人に変身した気分だった。

　父はマンションを借りるとすぐに中セ流ン平ト民ラ街ルの各方面──ブレインの技術を欲していた企き業ぎように声をかけて回った。

　父は複数の取引先を見つけると、何かから逃にげるように仕事に没ぼつ頭とうした。

　それから数年が経ち、中学に上がり、大人と同じ思考を持てる程度に成長した胡蝶は、ある疑問を抱いだいた。社会の授業で階層社会の仕組みを習ったあとのことだ。

　──あんなに稼かせぎが少なかったのに、どうやって中セ流ン平ト民ラ街ルへ上がれたのだろう？

　訊きいたこともなかったし、父も話そうとしなかった。

　けれど授業の内容から察するに地下貧民街アンダースラムから上へ上がるのは並なみ大たい抵ていのことではないらしい。もともと稼かせぎの多い自営業者が偶ぐう然ぜん大きく当てた場合ぐらいしか前例がないという。

　気づかなければよかった──と考えたこともある。

　けれど気づいてよかった──とも思う。

　胡こ蝶ちようが訊たずねると父は涙なみだながらに真実を語った。

　地下時代の友人を騙だまし、中セ流ン平ト民ラ街ルへ上がれるだけの収入を確保したのだ、と。父には友人と呼べる人間が少ないから、すぐに相手の顔が思い出せた。胡蝶も連れて行ってもらったことがある。ジェイファという名前の同い年の子どもがいる家だ。

　いますぐ地下に戻って謝罪と賠ばい償しようをするべきだ、と胡蝶は主張した。誰だれかを陥おとしいれて自分だけが幸せになるなんて、あってはいけないことだと思った。

　しかし父は聞き入れてくれなかった。その後はほとんど会話もなくなり、父はますます仕事と独自の技術研究に没ぼつ頭とうしていった。

　胡蝶は決心して、一人で地下貧民街アンダースラムに降りた。頼たよりない記き憶おくを探りながらジェイファの家を訪ねようと無法地帯を歩き回った。

　ようやく見つけたその場所には、まっさらな跡あと地ちが残るだけだった。ここにあったアパートは数年前に焼失したらしいと近所の住民から聞いた。

　胡蝶が中セ流ン平ト民ラ街ルに上がった時期と一いつ致ちしていた。
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　気づいたときには、皿めい次じは胡蝶をベッドに押おし倒たおしていた。

　頭にかっと血が上り、目の前が真っ赤になっていた。彼女の白い首筋に当てたナイフが震ふるえている。

「お前……最初から！」

「はい。気づいていました。わたくしはてっきりジェイファさんも亡くなってしまったのだと思っていたので……転入してきたときには驚おどろきましたよ。面おも影かげが残っていたのですぐに気づけました」

　胡蝶は刃は物ものを向けられながらもまっすぐに皿次を見上げている。

「けれど真実を伝える勇気はありませんでした。父を責められませんね。わたくしもあなたを前にしたら、怖こわくなってしまったのです。命が惜しくなってしまった──とはいえこのまま何もせずに過ごすのも良心が許しませんでした。そこで、できる範囲であなたの中セ流ン平ト民ラ街ルでの生活や活かつ躍やくを支えようと決めたのです」

「じゃあ委員長が俺おれたちのために色々と動いていたのは」

「全部あなたのためです。ジェイファさん」

　皿めい次じは愕がく然ぜんとした。

　ティアは住すめ良ら木ぎ胡こ蝶ちようの嘘うそを看破したと言っていたが、彼女が本当に隠かくしていたのは地下出身という出自と、皿次の仇かたきの娘であるという事実だったのだ。

　胡蝶は紅くれないの瞳ひとみにナイフの輝かがやきを映して、静かに言葉を紡つむぐ。

「ですがわたくしの行ないは、ジェイファさんと陽はる月つきさんの破は滅めつを加速させる事態を招まねきました。どれだけ罪を償つぐなおうとも許されるはずもないわたくしが、さらに罪を重ねてしまったのです──皿次さん。覚かく悟ごは、できています」
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　仇。目の前にずっと探し求めていた両親の仇がいる。父親を陥おとしいれて中セ流ン平ト民ラ街ルへと上がった卑ひ劣れつな男の血を引く女がいる。

「……っく……」

　白い喉のどを掴つかむと、軽い呻しん吟ぎんが洩もれる。白はく磁じの肌はだにうっすらと赤みが混じる。胡蝶は苦しげに眉まゆをひそめながらも柔やわらかな表情を崩くずさない。

「あ……っ」

　皿次ははっとして手を離はなし、そして愕然とする。頭に血がのぼって首を絞しめてしまった自分に対してではない。最後まで手を下さずに中断した自分に対して、だ。

　仇の娘が無防備な状態で目の前にいる。普ふ通つうの復ふく讐しゆう者しやなら嬉き々きとして細い首をへし折っているはずなのだ。

　なのにできない。体が思うように動かない。

　いや、思うことができていないのか。

「皿めい次じさん……」

　胡こ蝶ちようが戸と惑まどったように見上げる。

「だめだ。だめなんだよ。いくらあの野郎の血けつ縁えん者しやだと聞かされても、俺おれはあんたを憎めない。だってそうだろ。何も知らなかった子供に復ふく讐しゆうして何の意味がある。ねえだろうが。そんなもん筋が通らねえんだよ！」

「ですが。あなたの敵意はもうわたくしに向けるしかないのです」

「どういう意味だ？」

「父は二年前に亡くなりました。研究に没ぼつ頭とうするあまり健康管理を怠おこたって……因果応報、神様は常に見ているのでしょう」

「なん……だって……？」

　皿次は今度こそ言葉を失った。

　中セ流ン平ト民ラ街ルへ上がってきたそもそもの目的。復讐の対象はとうの昔に死んでいたのだ。

「陽はる月つきと出会ってから、積極的に奴やつを炙あぶり出だそうなんて考えたこともなかった。だが、出会っちまったら手を出さないと言い切れる自信もなかった。だけど、そうか。死んだのか、奴は」

　機械人形のバッテリーが切れたみたいに、皿次はうなだれた。両手をだらんとぶら下げ、脱だつ力りよくしきった顔で天井を仰あおぐ。

「ですから、わたくしを──」

「無理だ」

　すがるように言う胡蝶へ断言する。

「殺意なんて湧わかねえよ……湧くわけねえだろ」

「どうしてですか。だって、あなたは」

「復讐相手を間ま違ちがえるな。中セ流ン平ト民ラ街ルに来て、色々な中セ流ン平ト民ラ街ルの人間を見て、そう自分を戒いましめたんだよ」

　皿次は胡蝶を見つめ返す。

「正直言うと拳こぶしのひとつでもぶちかましてえさ。あの野郎にもう何も仕返してやれないなんて納得できねえし胸ん中も気持ちわりぃ。だけどな、それで委員長に何かしてみろ。その瞬しゆん間かんに俺は陽月にも木き崎さきにも他の誰だれにも顔向けできなくなっちまうんだよ」

「ではわたくしはどうすればいいのですか。どうすれば贖しよく罪ざいを果たせるのですか」

「頼たのまれごとを」

「……はい？」

「俺の好きなタイミングで頼まれごとを聞いてくれればそれでいい」

「わかり、ました。この体でも心でも何でも差し出しましょう」

「んなもん要求しねえよ」

　皿めい次じは胡こ蝶ちようの上から体をどけた。自由を取とり戻もどした胡蝶は体を手ではたきながらホッと胸を撫なで下おろした。

「不思議ですね。覚かく悟ごを決めていたのに、生き延びられたことに安あん堵どしている自分がいます」

「服、直せよ」

　ワンピースの肩かた紐ひもが肘ひじ上うえまでずり落ちて、白い胸のカーブがわずかにこぼれていた。皿次はさっと背中を向けて頬ほおを掻かく。目に毒すぎる。

　ふいに背中に軽い体重がぶつかった。

「い、委員長？」

　手のひらの感かん触しよくと肌はだの感触が服越しに伝わる。委員長の吐と息いきが背中に当たっている。

　胡蝶は皿次の背中に張りついたまま、ぼそりと声を洩もらした。

「あなたには権利があります。わたくしに復ふく讐しゆうしたくなったら、いつでも、いいですよ」

　いつか心変わりしたときに、と、胡蝶は言った。

　そんな日は本当に来るのだろうかと皿次は思う。地下時代のジェイファが聞いたら軟なん弱じやく者ものだと罵ののしったかもしれない。

　だけど。

　胡蝶に手を下さなかった中セ流ン平ト民ラ街ルの冬ふゆ瀬せ皿次こそが、いまの本当の自分なのだと思えた。
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　胡蝶のマンションを出た皿次はどこへ行くともなく街中をぶらついていた。

　学校では二時限目の真っ最中だろうが、いまさら戻る気になんてなれなかった。

　大通りの脇わきにある巨大な公園に入り、犬を連れた老人ぐらいしか見当たらない閑かん散さんとした道を歩いた。中央には濃のう緑りよく色しよくの池があり、濁にごった水中を鯉こいが泳いでいた。

　なんとなく目を奪うばわれていると、ふいに対岸のほうに見知った人ひと影かげを見つけた。

　遠目でも目立つ炎ほのおのような赤毛。人前に出ていいのかと心配になるほどの露ろ出しゆつ度どの激しい服。

　秋あき保ほ光ひか流るの連れであり、天空高等民街ユートピア最強のウォーリアー、天あま野の明あか莉りだった。

　明莉は右へ左へ行ったり来たり。鬼き神じんのごとく眉まゆを吊つり上あげ、肩かたをいからせている。

　なんだあれ？

　池に浮うかぶ岩の足場を使って皿次は対岸へ渡わたった。生いけ垣がきの裏に身を潜ひそめて明莉の様子をうかがう。

「ああもう……御み影かげの奴やつ……た……どこに……もうっ！」

　焦あせった表情で周囲を見回している。

「……」

　少しだけ迷ってから、皿めい次じは生いけ垣がきの裏から出た。明あか莉りの後頭部を軽く叩たたこうとして、

「ッ！」

　ばきぃ！　と強きよう烈れつな裏うら拳けんが頬ほおに炸さく裂れつし、皿次は地面に倒たおれて悶もだえた。

「てめえ！　いきなり殴なぐる奴やつがあるかっ」

「痴ち漢かん猛たけ々だけしいとはこのことね。犯罪者風ふ情ぜいが……って、あれ？」

「誰だれが痴漢だ誰が」

「あー……ああ！　冬ふゆ瀬せの！」

　ぽん、と膝ひざを打つ明莉。

「来週の試合相手なんだから忘れるなよ」

「こんなところで待まち伏ぶせしてなに？　実力じゃ勝てないからってアタシを排はい除じよしにきたってところかしら」

　明莉が柳りゆう眉びを歪ゆがめ、警けい戒かいするように構えた。

「しねえよ」

　だいたい俺おれはもう陽はる月つきの天空高等民街ユートピア行きを認めてる、と続ける。

「……まあいいわ。下等生物が不意を打とうとしたところでこのアタシにかすり傷ひとつ負わせられないだろうし」

「口悪いな、おい」

「アタシは自分の正しい価値を大事にしているだけ。アタシとあんたの間には万里の長城より長い隔へだたりがあると思いなさい」

「……んだと」

　あまりに馬ば鹿かにされ、皿次のこめかみに青筋が浮うかぶ。が、そんなことは意に介かいさず、明莉は赤い髪かみを撫なでつけて、くるりと踵きびすを返した。

　数歩歩いたところでその背中がぴたりと止まる。彼女は振ふり返かえり、

「御み影かげ見なかった？」

　そう言った。

「下しも妻つま御影？」

　色素の薄うすい髪を持つぼんやりした少女の姿を思い浮かべる。

「いんや。はぐれたのか？」

「ちょっと目を離はなした隙すきにね」

「手て錠じようで繋つないでたんじゃないのか」

　明莉の頬がぴきりと引きつった。

「あの子、自由なのよね。好こう奇き心しんのままに好き勝手に行動する。だから光ひか流るの奴が交こう渉しよう成立するまで逃にがさないようにって手錠を……だけど」

　曖あい昧まいな言い回しに皿次はぴんときた。

「二人きりのときは外してた、ってことか」

「四六時中、奴やつの操あやつり人形じゃないわ。アタシらにだって人格はある」

「けどよ、下しも妻つまに逃にげられたって知られたらあんた大目玉なんじゃないか？」

「最悪クビね」

「クビって……いやいくらなんでもそこまで」

「ありえるわ。アタシなんていくらでも替かえが利くもの。御み影かげだけじゃなくてね」

　皿めい次じは眉まゆをひそめた。陽はる月つきと御影の交こう換かんを提案されたときから思っていたが、光ひか流るには選手に対する特別意識がほとんど感じられない。一いち郎ろうは陽月の独自性に固こ執しつしていたが、天空高等民街ユートピア最強という代えがたい個性を持っている彼女たちをどうして簡単に切り捨てられるのか。

「そういえば今日って平日よね。学校は？」

　明莉が怪け訝げんそうに訊たずねる。

「休校だよ。俺おれだけ」

「ふうん。じゃあいまは暇ひまなのね」

　そう言うと、明莉はにやりと笑った。

「バイトしない？　時給三千円くらいで雇やとってあげる」




　三十分後。

「──天下の最強さんともあろう女がボディガードを雇うのかよ」

　皿次は隣となりを歩く赤毛の少女へとぼやいた。

　明莉は周囲へ鋭するどい眼がん光こうを向け、一歩一歩すり足で進んでいる。

「地下貧民街アンダースラムでは何が起こるかわからないわ。リスクは最小限に抑おさえたほうがいいでしょ。べつに金でバイトを雇うぐらいでアタシの格が下がるわけでもないし。むしろこのアタシに奉ほう仕しできる幸せを噛かみしめて死になさい」

「無茶苦茶な女だなおい」

　皿次はうんざりしたように肩かたを落とした。

　皿次と明莉は地下貧民街アンダースラムの中央街道を歩いていた。饐すえたにおいと住民のぎらついた視線の中を二人は適度な距きよ離りを空けつつも隣となりあって進む。

　ちらりと横目でうかがう。たしかに明莉は男を連れてきて正解だったかもしれない。

　犯罪ぎりぎりの限界露ろ出しゆつ状態の女が一人で地下貧民街アンダースラムを歩けば、娼しよう婦ふと勘かん違ちがいされてもおかしくない。そうでないとしても性犯罪の対象にされる危険は大きい。

　現にいまも明莉に注がれる視線の中にはそういった性質のものが多かった。

「服のセンス最悪だな。いつもそんな下着みてえな格好なのか」

「地下出身者に言われたくないわ」

「チッ、見下しやがって」

「見下さないとやってられないのよ」

　明あか莉りはそれだけ言うと黙だまってしまった。御み影かげの名前を呼びながら地下貧民街アンダースラムの路地を堂々と歩く彼女の横顔を眺ながめて、皿めい次じはひそかに首をかしげた。

　いまいち彼女の高たか飛び車しやな第一印象と御影を探し回る姿が一いつ致ちしない。汗あせのにじむ必死な顔は迷子の子供の行方を案じる母親そのものだ。

「本当に地下貧民街アンダースラムにいるのか？」

「ホテルの近くにいなかったからね。あの子、地下貧民街アンダースラムが好きだから」

「ほう？　そりゃあまた奇き特とくだな」

　天空高等民街ユートピアの人間は特別な用事がなければ中セ流ン平ト民ラ街ルに降りてこない。閉ざされた楽園においては娯ご楽らくも生活も何もかもが手に入るからだ。地下貧民街アンダースラムに至っては存在を半ば無視されていると聞く。

「奇特？　そうね、奇特かも。でもアタシには御影の気持ちがわかるわ」

「そうなのか？　だってよ、普ふ通つうはこんなきったねえ街になんて来たくねえだろ」

「美しければ幸せってわけじゃないのよ。ガキにはわかんないと思うけど」

「ガキって……あんたいくつだよ。見た目そう変わらないだろ」

「十七」

「同い年じゃねーか！」

「うっそ。同い年？　あんなに素行悪いのに？　悪ぶった中学生かと思ったわ」

　高飛車な発言ばかりしてきた女に素行をどうこう言われたくなかったが、口論になると面めん倒どうくさそうだったので皿次はぐっとこらえた。

「しっかし天空高等民街ユートピアの奴やつが幸せじゃねえとか。チッ、贅ぜい沢たくには際限がねえってことかよ」

　階層世界の下位の人間は誰だれもが上の世界を夢想する。

「天空高等民街ユートピアってのは、すべての安全が保証され、衣食住が保証された箱庭の楽園だろ。不満なんかあるわけねえだろうに」

「ガキ。そういうところがガキだって言うのよ。自分のせんまい世界しか理解できない子供」

「くっ……うぜえ」

　舌打ちする。すると明莉は、ふん、と鼻を鳴らして、

「退たい屈くつよ。天空高等民街ユートピアは」

　光球の敷しき詰つめられた人工の空を見上げて、目を細める。

「絶対の安全とはつまり想定外の事態が起きない完かん璧ぺきに管理された社会体制ということ。娯楽もあるし生きていくために必要なものも不必要なものもたくさんある。だけど、刺し激げきがない」

「刺激……？」

「想定外の事態が何も起こらないのよ、天空高等民街ユートピアでは」

「事故とか病気とか」

「寿じゆ命みようはさすがに想定外かもね。でも事故も病気もないに等しいわ。完かん璧ぺきな管制システムと半液体金属を応用した事故防止装置が働いてるから、死亡事故なんて起こらないし。病気だって上の医い療りよう技術なら、体に本当の限界が来るまでは延命できるわ。でもね、あらゆる危険を排はい除じよした世界には、胸が躍おどるようなわくわくすることなんて何もないのよ」

　二人は市場に差しかかっていた。以前に陽はる月つきと歩いた市場だ。相変わらず身なりの汚きたない店主たちが思い思いの店を開いている。

　明あか莉りは怪あやしげな呪じゆ具ぐの並ぶ店の前で屈かがんで、けたけた笑う木き彫ぼりの人形をつまみあげた。

「御み影かげってさ、こーいうのが大好きなのよ。書物で呪じゆ術じゆつに触ふれてからね。呪のろい呪われのスリルにやられちゃったみたい。好こう奇き心しん旺おう盛せいなあの子には天空高等民街ユートピアの安全な環かん境きようなんて退屈すぎるのよ」

「だから中セ流ン平ト民ラ街ルへのトレードに応じたのか」

「そういうこと」

「でもよ、ダブルス・マネーみたいな戦せん闘とう競技をやってりゃいくらでも刺し激げきはあるだろ。海外との試合だと安全装甲セーフテイ・アーマーの致ち死し回かい避ひ設定が解かい除じよされる場合もあるらしいじゃねえか」

「……茶番よ。アタシらにとってはあんなの駆かけ引ひきでも何でもない」

　心底不快そうに言われ、皿次は瞬まばたきした。意味がわからない。

「まあそれはいいわ。とにかく天空高等民街ユートピアって場所は、いまを生きてるっていう実感とか、ありがたみっていうのが一切感じられないのよ。無む味み乾かん燥そう。あんな場所で生き続けようと思ったら自分なりの何かを見つけなきゃやってられないわ」

「……」

　けたけた笑いの人形を角度を変えて観察している明莉の横顔を、皿めい次じは無言で見つめてしまった。明莉の口から語られた天空高等民街ユートピアの姿は、皿次の想像する場所とはまるで違ちがう。

　──目指した先には、楽園があるんじゃなかったのか。

　ぽそりと、少女の口からこぼれた。

「最初は、そう思ったわ」

　誰だれに言うともなくこぼすと、明莉はけたけた人形を店主に掲げて、携けい帯たい複合端たん末まつを支し払はらい用のパネルに当てた。お支払い。三千五百八十円。詐さ欺ぎである。

　明莉が店主と何事かを話した後、皿次のほうへ戻もどってくる。

「御影の外見特とく徴ちようと同じ子を見たらしいわ。この店で藁わら人にん形ぎようを買って、あっちへ行ったって」

「おう……あ？」

　店主がじっとこちらを見ているのに気づいて、皿次は睨にらみ返かえした。すると店主は慌あわてて目を逸そらして業務へと戻っていく。

　皿次は目を細めて、淡たん々たんと品物の状態を確かめる店主を睨みつけた。

　薄うすく笑う。

「……はん」

　そういうことか。




　示された方向へ歩いていき、薄うす暗ぐらい路地に差しかかる手前で皿めい次じは明あか莉りの腕うでを掴つかんだ。

「戻もどるぞ」

「ちょっ、汚けがらわしい下民がアタシに触ふれるなんて許されると思ってるの」

「あんたと漫まん才ざいしてる暇ひまはねえんだよ……この先に得物を持った男が数人いる」

　耳元に口を寄せ、低い声で言う。明莉は眉まゆの端はしを持ち上げた。

「まさか、さっきの店員」

「下しも妻つまは呪じゆ具ぐを買い集めるのが趣味って言ってたよな」

「……ッ、御み影かげ！」

　顔からみるみる血の気が失せていき、明莉は皿次の腕を振ふりほどいて走り出そうとした。あわてて肩かたを引き寄せて、皿次は怒ど鳴なりつける。

「馬鹿野郎！　なんのためにわざと騙だまされたふりをしたと思ってんだ。怒いかり狂くるって引き返したりしたら全部おじゃんだろうが」

「じゃあどうしろって言うのよ」

「いいから黙だまって見てろ」

　力強く言い切ると、明莉はしばらく疑わしげに唇くちびるをとがらせていたが、やがてこくんと頷うなずく。

「下民ごときに偉えらぶられるのは癪しやくだけど……まあいいわ」

　と、不承不承に言った。




　呪じゆ具ぐ店てんの店主は携けい帯たい複合端たん末まつを開いてだらしなく頬ほおを緩ゆるめている。浮うかび上あがる立体映像はバンクの履り歴れき、つまりは通帳である。

　客はいない。いくら地下貧民街アンダースラムといえども、いや、地下貧民街アンダースラムだからこそ生活に直結しない品物はなかなか売れないのだ。それでも、存在しない魔まなる力、呪のろいの力を信じて購こう入にゆうしてしまう一ひと握にぎりの人間がいるからこそ商売が成り立つのだろう。単価が詐さ欺ぎみたいに高いわけだ。

　にやけ面を視界に収めた皿次は、自然な動きで店主の背後へ回った。

　そして、

「むぐっ!?」

　口をふさぐと同時に腹上の急所を突つき、ひざ裏をつま先で叩たたいて崩くずれ落おちさせた。店のカウンターの下に店主を押おし倒たおし、腕を極きめて完全に動きを封ふうじる。

　周囲の誰だれも気づいていないらしく、悲鳴も上がらなければ立ち止まる者もいない。

　後ろにいた明莉へ視線で合図を送ると彼女も人目を注意しながら近づく。皿次の渡わたしたバタフライナイフを店主の首にそっと添えて、底冷えする声で言った。

「叫さけんだら殺す。余計なことを喋しやべったら殺す。ただ吐はきなさい。髪かみの色素が薄うすくて顔色の悪い、くまの浮うかんだ女の子。どこにいるの？」

「ぷはっ……あ、アグニムの店！」

　男の回答に皿めい次じは舌打ちした。明あか莉りが首をかしげる。

「アグニムの店って？」

「風俗街の元もと締じめかよ。非合法団体の中でもかなり規き模ぼの大きいほうだぜ」

「な……なんてこと。御み影かげをそんな場所に売うり払はらったって言うの？　あなた馬鹿じゃないの。御影はこういうものを買かい漁あさるのが好きなのよ。目先の金のためにこれほどの上客を逃のがすなんて考えられないわ」

「た、たしかに上客だった！　だけどあの嬢じようさん、うちの商品には呪のろいの効果がないから不満だとクレームつけてきやがったんだ。馬鹿かって思うよな。効果なんざあるわけがねえ。もううちでは買う気がなさそうだったんでな、しゃあねえから最後まで金になってもらおうと思ったんだよ」

「この……っ、男……っ！」

　明莉の手に力がこもり、ナイフが肌はだに食い込む。ぷくっと赤い塊かたまりが肌に浮かび上がる。

「ひいいいいいっ！　まだだっ、すまん悪かった、娘はまだ俺おれのもとにいる！　ポケットっ、ポケットの中に倉庫の鍵かぎがある。十三番地区の貸倉庫ん中だよっ。これから引ひき渡わたす予定だったんだっ」

　男のポケットを探ると一本の鍵が出てきた。

「すまねぇ、許してくれぇ、魔まが差しただけなんだぁ」

　と涙なみだまみれの醜みにくい顔で懇こん願がんする店主を明莉は冷たく睥へい睨げいした。

「同業者のクズ共に伝えときなさい。御影に手を出したら許さない──ってね」




　皿次たちは縛しばり上あげた店主を引っ立てて、市場を抜ぬけて街外れへ向かった。

　巨大な煤すすけた倉庫が密集していて、業者らしき人間がちらほら歩いている以外はほとんど人の姿がない。コミュニティ同士の抗こう争そうの舞ぶ台たいになったり、表に出せない案件の取引場所として指定されたり、何かと黒い話の絶えない区画である。

　生まれたての小こ鹿じかのような覚おぼ束つかない足取りの店主を地面に投げ捨てると、明莉は息せききって、手前から三番目の青い屋根の倉庫へ走っていく。

　先ほどの鍵を南なん京きん錠じよう──中セ流ン平ト民ラ街ルでは電子ロックが主流だが、地下ではいまだにこういった鍵が多く残っている──に差して軽くひねる。

　重い音を響ひびかせて鉄てつ扉ぴを開けると、中は机と椅い子すだけがぽつんと置かれただけの物もの寂さびしい空間だった。

　椅子には少女が座っている。

　色素の薄うすい、青みがかった髪かみの少女は、全身を荒あら縄なわで縛しばり上あげられていた。顔には傷ひとつついていないが、下手な縛り方をされたのだろうか、手首がうっ血していた。

「御み影かげ！」

　明あか莉りが駆かけ寄より、御影の縄に手をかける。やがて縄がほどけると、ふらりと倒たおれ込こんできた御影の体を抱だきしめて、その髪に頬ほおずりした。

「御影ぇ……馬鹿ぁ、心配したんだからっ」

「……………………………………あかり？」

「なんで疑問形なのよ！」

「あかり、地下貧民街アンダースラムこない。いつも、つきあってくれない」

「当たり前でしょ。肥こえだめに飛び込みたがる人間がいる？　下民の溜たまり場ばなんて御ご免めんよ」

「うん。言ってた。でも、じゃあ、どうして？」

　御影は途と切ぎれ途切れの独特な口調で言うと、きょとんとして首をかしげた。

「いきなり消えるからよ！　いままでは地下に行く前に声をかけてくれたのに」

「……あかり。昨日、御影のこと嫌きらいって言った。もう話したくないって言った」

「！　そ、それは……」

「どういうことだ？」

　パートナーとの信しん頼らい関係は競技において必要不可欠だ。

　明莉が頬ほおを染めて目を逸そらす。

「御影とは来週で終わりだからよ！」

「……終わり？　御影、終わらない」

「終わりなのよ。中セ流ン平ト民ラ街ルに行くんでしょ」

「行く。でも御影、終わらない。明莉のこと、好き」

「ああもう！　そういうふうに懐なつかれたら、やりにくいったら、ないのよ」

　明莉の声がどんどん小さくなっていく。

　皿めい次じもうすうす気づいてはいた。

　秋あき保ほ光ひか流るの提案は陽はる月つきと皿次の別れだけでなく、明莉と御影の別れをも前提としている。

　最初はあっさりと納得しているように見えた。天空高等民街ユートピアの選手ともなればそれほどの強きよう靭じんな精神を備えていても納得できた。

　しかし違ちがったのだ。

　明莉も御影も見た目どおりの十七歳の少女なのだ。

　ふと、疑問が生じた。

「この勝負、成り立ってなくないか？」

「どういう意味よ」

「御影は説明を求める」

「いやさ、あんたらが離はなれたくないんだったらわざと俺おれたちに負ければいいだけだろ」

「ああ、そういうこと」

「御み影かげ、理解。でもそれ、不可能」

「不可能？」

「まず第一にアタシらは光ひか流るに逆らえないわ。天空高等民街ユートピアは違い法ほう者しやの存在しない安全な社会だけれど、四季の富ふ豪ごうに目をつけられたら合法的に抹まつ殺さつされる」

「合法的に……抹殺？」

「収入の元となるところを押おさえられて年収を一億未満に落とされたり、法ほう律りつの隅すみっこに書いてあるようなワケわかんない細かい法を引っ張り上げてむりやり犯罪者に仕立て上げられたり。過去に何人も蹴け落おとされてるわ」

「えげつねえ」

「まったくね。第二に、そもそもアタシらは試合には負けられない」

「秋あき保ほに逆らえないってのと同じことじゃないのか？」

「御影、否定する。体裁や義理、誓せい約やくの問題じゃない。これはシステム」

　どういうことだ？　秋保光流との契約以外で負けられない理由？

　首をひねり、その答えを探していると、明莉が口を開いた。

「いわゆるチートってやつね。数値上は制せい御ぎよ段階五〇だけど、アタシのステータスは上限値で止まっているように見えるだけで、実際は八〇。おまけにアタシの安全装甲セーフテイ・アーマーは、自動的に最善の動きをするようにプログラムされた秋保家の特別製なのよ。アタシの意思にかかわらず、体が勝手に勝つために思考して動いちゃうの」

「なっ……やりたい放題じゃねえか！」

「そうよ。主しゆ催さい者しや権限どころの騒さわぎじゃないわ。ま、ステータスの数値しか見てない観客にはバレないけどね」

「戦わされてる、ってことか」

　明あか莉りが天空高等民街ユートピアには刺し激げきがないと断言した意味がようやくわかった気がする。

　彼女にとっては競技戦せん闘とうもまた既き定てい路線の出来レースでしかないのだ。

　興奮や刺激になり得るはずがない。

「あんたこそどうなのよ。微び妙みように失敗しちゃったんじゃないの」

「あぁ？」

「アタシらを助けなきゃ今ごろ御影は行方不明で不戦勝だったのよ。あんただって本当はパートナー解消なんて嫌いやでしょ。それともいまここでアタシらを排はい除じよする？」

「……しねえよ」

　弱々しく、けれどはっきりした言葉で否定する。

　声に力が入らなかったことでわかるように、心の奥底ではまだ迷いがある。しかし陽はる月つきとはすでに話し合って、天空高等民街ユートピアへ行くために秋あき保ほの誘さそいに乗ると決めたのだ。

「むしろこっちがわざと負けるかもしれねえな」

「なにその上から目線。負けてくれなくてもアタシらの勝ちよ」

「そうかもな」

「……」

　明あか莉りがじっとりと睨にらみつけてくる。

「あのさぁ、もっと悩みなさいよ。迷いなさいよ。足あ掻がきなさいよ」

「おいおいおいおい説教なんてよしてくれ。どうしてあんたらに──」

「アタシらは悩むことも迷うことも足掻くこともできない。そういうふうにぐらぐら心を揺ゆれ動かせるんだから、それを楽しみなさいよ」

「楽しむ……」

「そうよ。いまのあんたは逃にげているわ。考えて悩んで迷って足掻くことから逃げて、何も考えなくていいように自分でシャットアウトしてる。違ちがう？」

　逃げてる？　俺おれが？

　それは違う。天空高等民街ユートピアへ陽はる月つきを送るための──

「合理的で冷静な判断をしたまで、とか言いたそうな顔してるわね」

「いや、それは」

「それが逃げてるってことなのよ。もったいないことしてるんじゃないわよ」

「御み影かげもあかりも。悩めない。悩むべきことが上にはない」

「そうよ。だからあんたは幸せなのよ。もっとそのことに感謝するべきだわ」

　明莉は赤毛を撫なでつけて、ふんと鼻を鳴らすと、御影の手を引いて歩き出す。

　倉庫を出る直前に立ち止まり、振ふり返かえった。

「天空高等民街ユートピアで生きていくには、アイデンティティをしっかり確立しないといけない。冬ふゆ瀬せ陽月は、天空高等民街ユートピアへ行くことが目的だったわね？」

「……ああ」

「天空高等民街ユートピアそのものが目的と化してるなら、危険かもね。最悪、何も生きがいを見つけられないまま廃はい人じんになるかもしれないわ。ただただ、秋保光ひか流るの人形として、ね」

「人形ってのはずいぶんな言い草だな。結婚するつもりなんだろ？　日本最上級の家庭で生きていくんなら、そう悪い話じゃねえだろうが」

「……ああ」

　明莉はいま気づいたというように両手を打った。

「あんたらが知らなくても無理ないわね」

「あかり？　言っていいの？」

「ふん。知ったことじゃないわ。べつに口止めされてるわけでもなし」

「そう。なら、いい」

「光ひか流るが中セ流ン平ト民ラ街ルの女の子に結婚を申し込むのはこれで六度目よ」

「はぁっ!?」

　あまりに非現実的な数字に皿めい次じは声を上げてしまった。

「重婚ってことか？」

「いくら四季の富ふ豪ごうでも法律で認められてなきゃ無理よ。あんたらだって条件を提示されたはず。これはお試し期間だと。気に入らなければ遡さかのぼって婚こん姻いん届とどけを無効にして構わないと」

　瞬しゆん間かん、あまりにもありえない考えが頭をよぎった。まさか、そんな。

「おい。おいおいおいまさか……あの野郎、まさか」

「そう、光流が一方的に契けい約やくを破は棄きするための約束なのよ、あれは」

　気づいていた。それでも愕がく然ぜんとした。

　どうしてわざわざそんなことをするのか？

「普ふ通つうに離り婚こんすると世間的にバツがつくから嫌いやがる女の子は多いけど、遡って結婚の契約そのものが不当であったとして無効にすれば経歴には残らない。なかなかできることじゃないけど四季の富豪の影えい響きよう力りよくなら簡単に実現できる──それを利用して光流は、上に掬すくい上あげたい人材を一時的な結婚という手段で拾い上げ、天空高等民街ユートピアで仕事を与えた後に契約を無効化する」

「なんのためにそんなことを？」

「選ばれた優秀な子孫を後世に残すため」

　明あか莉りは真顔でそう言った。

「秋あき保ほ家けはもともと頭脳で成り上がって現在の地位を築いた一族よ。地位を維い持じするには賢かしこくあり続けなければならないと誰だれよりも理解しているわ。だから嫁よめや婿むこも優秀な人間だけを選んでいる。頭の回転が速く、あらゆる計算や戦略の立案を瞬しゆん時じにこなせる人材を。それを見極める基準のひとつが、ダブルス・マネー。ウィザードとして《独自解かい釈しやく》に至れるかどうか」

　ティアの言葉を思い出す。

　どうして主しゆ催さい者しや側がわは《独自解釈》の使用を見過ごしているのか。

　優秀な技術者を多く抱かかえる秋の家ならば対処できないバグではないはずなのに、と。

「じゃあ《独自解釈》は抜ぬけ穴あなじゃなくて……仕様だったのか？」

「そういうことね。プロリーグは娯ご楽らくであると同時に秋保家の嫁候こう補ほを見つけるためのコンペティションってわけ。光流は人材発はつ掘くつの担当ってだけで。まあ口説き役ってところ？　掬い上げたあとで一族の誰に宛あてがうかを会議で決めるって寸法ね」

「待てよ。じゃあ一方的な契けい約やくの解消が認められるってのは」

「光流とは結婚しないんじゃない？　でも他の誰かとは絶対させられるわ」

「断れるんじゃなかったのか……？」

「馬鹿ね。言ったでしょ、四季の富豪には逆らえない。中セ流ン平ト民ラ街ル落ちどころか、その後の人生をすべて奪うばわれるからね」

　話が違ちがう。全然話が違うじゃねえか。

　皿めい次じは拳こぶしを握にぎりしめた。目の前が真っ赤に染まっている。怒いかりでどうにかなってしまいそうだった。

「人を何だと思ってやがる。全部テメェの手の内で踊おどる人形だとでも思ってんのか」

「当然よ。アタシもあんたも冬ふゆ瀬せ陽はる月つきも。秋あき保ほの連中にとっては、一枚のカードと同じよ」

「カード、だと？」

「ええ。もともとウィザード＆ウォーリアー・ウィズ・マネーは、階層社会が完成する前に、日本で流行っていた米国発はつ祥しようのトレーディングカードゲーム。細かいルールは忘れたけど、実際に現金をベットして魔ま術じゆつカードやクリーチャーカードを使うゲームでね。まあ子供の情じよう操そう教育に悪いってさんざん批ひ判はんされたらしいわ」

「それをモチーフに造られたのが、ダブルス・マネーってことか」

「そういうことね。夢を見せる娯ご楽らく競技に『マネー』っていう現実的な単語が含ふくまれてるのも、きっとその名な残ごりだと思うわ。選手たちに与えられる大おお仰ぎような二つ名も、カードの名めい称しようが元になっているしね」

　明あか莉りの口から語られていく事実。

　皿次は、陽月のことを思う。

　天空高等民街ユートピアの両親に会う。

　そのために技術を駆く使しし、作戦を立てて、足あ掻がく。

　そんな頑がん張ばりのひとつひとつ、陽月の人生の一分一秒。

　それすらも秋の家にとっては自家を発展させるためのカードの一枚でしかないというのか。

「天あま野の明莉。あんた、どうしてそんな話を俺おれに聞かせた？」

「アタシは光ひか流るや秋保の一族のことが好きじゃないわ。だからちょっと試してみたくなっただけよ」

「試す？」

「真実を知ったあんたらがどう動いてくるのか。負けられないプログラムを仕込まれたアタシらにどう噛かみついてきてくれるのか……ってね」

　明莉はそれだけを言い残すと御み影かげの手を引いて、今度こそ倉庫から出て行った。

　取り残された皿次は無骨な天井を見上げる。拳を強く握りしめる。

　──陽月は、どうなのだろうか。

　秋保の一族に利用されると知っても天空高等民街ユートピアにいる両親を求めるのか。

　それとも違う道を模も索さくしたがるのか。

　俺は？

　俺自身はどうなんだ？

　皿めい次じは自問する。

　答えは、まだ出ない。
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　駅前には中セ流ン平ト民ラ街ルの中でも特に裕ゆう福ふくな人間が利用する施し設せつが集まっている。

　ラグジュアリーホテルもそのうちのひとつだった。

　大型商業施設事業や宿泊事業に強い「四季」である春はる凪なぎのグループが経営しているこのホテルは、タワー型のショッピングモールと一体化しており、十階より上の上層がすべて客室になっている。四十七のスイートルームを含ふくむ三百もの部屋数を擁ようする最高級のホテルである。

　天あま野の明あか莉りは下しも妻つま御み影かげの手を引いてスイートルームの階を歩いていた。御影の手にはもちろん手て錠じようがかけられている。

　中セ流ン平ト民ラ街ルに滞たい在ざいしている間、四十七の部屋すべてを秋あき保ほ光ひか流るが借り切っていた。

　国内の宿泊事業は春凪とその傘さん下かが牛ぎゆう耳じっているため、秋保家は自分のホテルを持たない。冬ふゆ瀬せのように無意味に別荘を構えることもなかった。そのため春凪関連の施設を利用せざるを得なかったらしい。

　まあ、知ったこっちゃないけど。

　と、明莉は鼻を鳴らして、御影と二人で使っている部屋に入った。

　ドアを開けた瞬しゆん間かんから違い和わ感かんはあった。数時間無人だった部屋の空気ではない。他人の温度が微かすかに空気に混ざっていて、肌はだにまとわりつく。

「警けい察さつ呼ぶわよ。女の部屋で待まち伏ぶせなんて趣味が悪すぎるわ」

　部屋に入るなり明莉は厳しい声で言った。

　室内には黒服の男たちが数人、直立不動で並んでいた。厳いかつい顔をぴくりとも動かさず物々しい雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。

　そんな黒服に囲まれて安楽椅い子すに座っていた片眼鏡モノクルの金きん髪ぱつの青年がくくっと喉のどを鳴らした。

「面白い冗じよう談だんだねぇ」

「ここに来る途と中ちゆうの警備もじろじろ見てきたんだけど。どいつもこいつもいったい何のつもりなわけ？　アタシがウォーリアー天野明莉だと知っての狼ろう藉ぜき？」

「おや意外だね。明莉が自分の仕事に誇ほこりを持っているとは思わなかった」

「くっ……」

　明莉は顔をしかめた。

　何もかもを見透かしたような光流の視線から逃にげるように顔を逸そらす。

「まあ僕ぼくと契けい約やくするまではたしかにキミは誇っていたね。まさに戦いこそが生きがいの戦せん闘とう狂きようみたいな子だった」

「うるさい。あんたがアタシを語るな」

「まだ怒おこっているのかい？　──敗北の可能性を奪うばわれたことを」

　挑ちよう発はつするような口調で煽あおられて、明あか莉りは柳りゆう眉びを逆立てて足を踏ふみ出だした。光ひか流るの胸むな倉ぐらを掴つかもうとしたのだが、黒服たちに阻はばまれた。どけ、と視線で訴うつたえたが光流の手て駒ごまが素直に聞くわけもなかった。

「だめだよ明莉。自分の記き憶おくを都合の良いように改ざんしてはいけない。キミは僕ぼくに奪われたわけではなく、自ら安全で完全な無敗を選んだんだ。違ちがったかい？」

「……」

　無言は精一杯の反発だった。しかしそんな明莉の反応を逆に楽しむように、光流は声を弾はずませて続ける。

「海外との試合で致ち死し相当ダメージの緩かん和わ制限が外されて……想像してしまったんだよね」

「黙だまりなさいよ」

「自分の死と、御影の死を、ね」

「黙れって言ってんでしょっ！」

「……あかり？」

　声を荒あらげていきり立った明莉だったが、御み影かげに裾すそを引かれてぐっとこらえた。

「最初からアタシが折れるのを待ってたくせに」

　明莉たちは最初から秋あき保ほ家けと契けい約やくを結んでいたわけではない。順当に天空高等民街ユートピアに上がり、自力で頂点に近い場所まで駆かけ上あがった。

　そこへ国外戦の誘さそいが舞まい込こんだ。

　当然、持ちかけてきたのは秋保家だ。

　秋保光流は、明莉が戦せん闘とう中ちゆうに御影を気き遣づかいすぎていると見み抜ぬいていた。だから国外戦で死の危険を匂わせればダブル・スマネーに対する怖おそれが生まれ、「絶対に負けない力」を自ら求めるだろうと考えたわけだ。

「……昔話なんてどうでもいいわ。なんでアタシと御影の部屋にいるのよ」

　これ以上心をえぐられるのを嫌きらって、明莉はきつく睨にらみながら訊たずねた。

「基本的に明莉が何をしようと僕は構わないんだけどねぇ。あまり好き勝手にやられると他の連中が良い顔をしなくてね」

　片眼鏡モノクルの奥の瞳ひとみを鋭するどく細めて明莉を見み据すえてくる。

「うちの情報を流すのはやりすぎだ」

「……！」

　明莉は息を吞のむ。まるで地下貧民街アンダースラムでのことをその目で見たかのような物言いだ。

「それに僕ら秋保家の価値観を知らない人間が聞いたら、とても驚おどろいてしまうのではないかね。養子ではなく結婚を選ぶのは、木き崎さき美み紀きのような完全な孤児以外は、結婚のほうが手続きも契約の解消も簡単だからという理由があるのだけど、いくら後から契約を無効にすればバツがつかないとはいえ、それは書類上の話だけだ。普ふ通つうの人間は、事実上のバツがつくだけでも嫌いやがる──それでも効率を重視して、結婚による拾い上げに徹てつしているのは、まあ、ひとえにうちの連中は誰だれ一人として世間体なんて気にしていないからなんだけどね」

　光ひか流るが淡たん々たんと語る。

　秋あき保ほ家けは四季の富ふ豪ごうの中でも特に数字やデータを重視する一族だ。社会通念や世間体をほとんど気にしない。年齢差なんて当然気にしないし、必要があれば法の隙すき間まを縫ぬって近親同士で結婚することさえある。

　秋保家こそプログラムの意思で動かされた一族なのだと言われても納得できるだろう。

「しかしせっかく愚ぐ者しやは戦意喪そう失しつしていたのにねぇ。明あか莉りが余計な情報を吹き込んだがために奮起させてしまう可能性が出てしまった。お仕置き、かな」

　冷れい淡たんな声で言うと光流は立ち上がった。

　その手にはてらてらと光を反射する黒い皮。鞭むちが握にぎられていた。

「冬ふゆ瀬せ陽はる月つきにはべつのアクションをかけることにしよう」

「べつの？」

「僕ぼくの狙ねらいがバレれば提案を拒きよ絶ぜつする可能性があるからね……彼女には不正を犯おかしてもらう」

「まさか……あんた……！」

　秋の家がこれまで目的を邪じや魔まする他人を排はい除じよしてきた手段を思い返し、明莉は声を荒あらげた。自分と同い年の、まだ高校生の少女を相手にそこまでするのか。

「彼女がもしも僕との結婚を嫌いやがるのであれば、どうしても試合に勝ちたいと考えるはずだからね。それが致ち命めい的てきな隙となる。御み影かげ、今回はキミに働いてもらうよ」

「……っ」

　ぴくん、と御影の体が震ふるえた。

「……了解」

　御影は覇は気きのない声でつぶやき、軽く頭を下げた。ただでさえ生気に乏とぼしい顔からは完全に感情の色が消えさり、まさしく機械人形のようだった。昨今の人工知能のほうがまだ人間らしい反応を返してくれるだろう。

「光流……御影に危険なことをさせたら絶対に許さないわ」

「威い勢せいが良いのは結構だが、自分の心配もしたほうがいい。悪い明莉にはまず調教を受けてもらわなくてはね」

　──空の上には幸せな世界が待っているんじゃなかったのか。

　天空高等民街ユートピアに来てからずっと心の中を廻めぐっていた言葉がふっと過よぎる。近づいてくる光流の顔面を殴なぐりつけたいと思っているのに、体が動かない。悔くやしげに唇くちびるを噛かむ。

　こんな男の手て駒ごまになるために上を目指したわけじゃないのに。

　これから振ふるわれるだろう鞭むちの感かん触しよくを想像しながらも明あか莉りは素直に従うしかなかった。
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　それから二日経っても皿めい次じは陽はる月つきと話すことができなかった。

　それどころか顔を合わせてすらいない。

　学校も休んだ。どんな顔をして陽月や胡こ蝶ちようと会えばいいのかわからなかった。

　毎朝ティアが残してくれる電子メモによれば陽月は無言を貫つらぬいたままらしい。どんな気持ちでこの数日を過ごしていたのだろう。

　……会いたい。

　会って、話をしたい。

　もともとただの他人だ。だけど、目覚めて隣となりの空っぽのベッドを見るたびに、ずきずきと胸が痛むのだ。

　いつからだったのだろう。きっかけは何だったのだろう。あるいはそんなものはないのかもしれない。ふと立ち止まって気づいたらそうだった。ただそれだけなのかもしれない。

　──だからこそ自分の勝手な暴走で陽月の邪じや魔まをしてはいけない。

　明莉からの情報で、皿次はこのまま陽月を送り出していいものか迷い始めていた。しかし、秋あき保ほ家けの狙ねらいが仮に陽月の頭脳と遺い伝でん子しだったとしても、彼女が夢を叶かなえるにはその誘さそいに乗るのが一番だ。

　俺おれがもっと強ければ、話はまた違ちがっていたのに。

　皿次は唇くちびるを噛かんで、思い切りベッドを殴なぐりつけた。

　寝しん室しつに居続けるとどうにかなってしまいそうで、皿次はリビングに出た。

「やーっと起きた！　あぁん待ってた、待ってたよ、だーりふにゃっ！」

　不意打ちのように跳とびかかってきたティアの顔面を片手で押おさえた。

　ティアはじたばたと両りよう腕うでを暴れさせていたが、やがて静かになっていき、

「むぅ……毎朝の愛のスキンシップがぁ」

「初日なのに毎朝もクソもあるかよ」

「硬かたいなぁもう。あっ、ご飯できてるからね」

　言葉のとおり、食卓にはほかほか湯気を上げる飯とあさりのみそ汁。ほうれん草のおひたしに切り干し大根と和風な食事が揃そろっている。

　ほらほら座って座って、と背中を押されて着席させられる。向かい合わせに座って手を合わせ、いただきまーすと明るく言う彼女に皿次も小さな声で続けた。

　黙もく々もくと箸はしを動かしていく。が、静かなのは皿次だけで、ティアはさっきからぺちゃくちゃと世間話を続けていた。屋や敷しきの黒服が使えないだの地下貧民街アンダースラムの相場が最近おかしいだの若者の喧けん嘩か離ばなれが深刻だの、わりとどうでもいい話ばかりだった。

　一息に様々なニュースを並べ立てて、ふいに、ぴたりとティアの口が止まる。

　じっと皿めい次じの顔を見つめて、続ける。

「嫌いやな予感がしてね。調べてみたのよ」

　そう言って、数枚のレポートを食卓の脇わきに滑すべらせる。

「過去に不自然な天空高等民街ユートピア行きを果たした選手がいないかどうか、調べてみたんだけど。何人かいるのね。秋あき保ほ光ひか流るとの結婚により上へ行った女性ウィザードは、追える範囲で三人いたわ。もしかしたらもっといたのかもしれない」

「陽はる月つきで六人目らしいぜ」

「！　なにジェイ、あんた知ってたの？」

「この前、天あま野の明あか莉りに遭そう遇ぐうしてな。あいつがそう言ってた」

「なら話は早いわね。あたしが神かみ夏か磯いその身分証を偽ぎ造ぞうしたこと憶おぼえてる？」

「ああ、憶えてるけど」

　ティアが最初に屋や敷しきを訪れたとき、神夏磯の娘に変装してきたのだ。

「アレを造るときにもちょい手伝ってもらった、信しん頼らいできる筋の奴やつにも確認したんだけどさ。秋保光流は結婚でウィザードを上に引き上げて、そのまま他の秋保の男に譲ゆずり渡わたしてる。噂うわさによれば跡あと継つぎ残しのための選別だってさ。そこまで聞いた？」

「ああ、聞いてる」

「……なに、聞いててこんな体たらくなの？　ああ、じゃないっしょ。このままだと陽月は奴らの一族を繁はん栄えいさせるための歯車にされる。それでいいわけ？」

「……」

　皿次は答えない。答える言葉を持たない。

　あの日以来、ずっと考え続けていることだった。

「っはー。呆あきれた。呆れたわ、ジェイ。いいわ。だったら思い出させてあげる」

　そう言うと、ティアのまとう雰ふん囲い気きがいきなり変質した。




「勘かん違ちがいするな坊ぼう主ず。ここは『そういう世界』だ。奪うばわれたくなければ、奪え」




　彼女の後ろに、鋭するどい眼がん光こうの老人が見えた気がした。

　奪われたくなければ奪う側に回れ。長おさから教わり、皿次が信じてきた生き方だ。

　しかしそれは、

「駄だ目めだ。もうそんな生き方はしねえって決めたんだよ」

「あー、やっぱりね。あんた、ジジイの口くち癖ぐせ、勘違いしてる」

「……は？」

　ティアは指の先をびっと鼻先に突つきつけてきた。
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「あれは自分の欲しいものは自分の手で掴つかみ取とれ、ってことよ。それ以上の意味なんてなーんにもありゃしないっての。道徳の教科書に載のってるみたいな簡単なお話だっての。自分で何かを掴んでやろうっていう、気き概がい、執念、そういうものを持てってこと」

「気概……執念……」

「あたしはジジイの教えに忠実に生きてるつもりよ。ね、ジェイ。あたしはジェイが欲しい。ジェイと一いつ緒しよに生きたい。だから何度玉ぎよく砕さいしたって迫せまるつもりでいる」

　恥はずかしげもなく堂々と自分の想いを口にする。

　そんなティアのことが不覚にも羨うらやましいと思えてしまった。

「さあ、あんたはどうなの。どうしたいの、ジェイ」

「俺おれが……どうしたいか」

「そうよ。他の誰だれかの意見なんて知らない。事情なんて知らない。陽はる月つきの夢だってどうでもいい。しがらみを全部取とっ払ぱらった残りかす。あんたが本当に欲しいものはなに!?」

　ああ──そうか、簡単だ。

　本当に欲しいもの。失いたくないもの。

　その答えはいつだって、喪そう失しつ感かんという形で示されていたのに。

「奪うばって、いいのか」

「そう。エゴを貫つらぬいていいのよ。欲しいものを掴つかみ取とろうとする姿勢は間ま違ちがいじゃない」

「たとえ陽はる月つきにとって、必ずしも良い選せん択たくじゃないとしても」

「人生なんて運よ。なにがどう転ぶかなんてわからない。だからお互たがいにエゴをぶつけあって、自分の欲しいものを声高に叫さけびあって、ダサくてぐだぐだで歪いびつな生き様を作っていくんでしょうが。ジェイのくせに、最初から最後まで綺き麗れいでいようなんて笑わせるなっての」

　皿めい次じの背中をばんっと叩たたき、にっこりと微ほほ笑えむティア。

　そうか。そうだよな。

「──悪い。サンキュな、ティア」

　皿次は食事を残したまま立ち上がっていた。

「陽月ならあたしの部屋。ジェイと同じでここ最近ずっと学校を休んでたから」

「おう」

　なんとなく、そうなんじゃないかと予想していた。

　ティアへと軽く親指を立てて、皿次は部屋を飛び出した。

　話をしようと思った。

　陽月にどう思われても構わない。わがままを通そうとして溝が深くなっても構わない。

　だけど、自分が納得できるほう。自分のわがままをぶつけてみなければ。抱かかえこんだままで陽月に去られてしまえば、絶対に後悔する。

　皿次は己を鼓こ舞ぶしながら陽月の待つティアの部屋へと駆かけた。
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　皿次の部屋にぽつんと残されたティアは、深く椅い子すに座り直した。

「あーあ……馬鹿か、あたし」

　ぼんやりと天井を見上げながら長い息を吐はき出だす。どっと疲つかれが襲おそってきていた。

「ばか。ばーか。ば──っか！　ああもう！」

　ぽかぽかと頭を殴なぐりまくる。

　本当に自分は馬鹿だと思う。皿次の気持ちには気づいていた。彼はほとんど陽月に傾かたむいていたのだから、ちょっとでも背中を押おせばあっさり落ちてしまうのはわかっていた。

「キミだけは損そん得とくだけで動く人間だと思っていたんだけどね」

　そのとき、神経を逆さか撫なでするような声が聞こえた。

　ぴたりと動きを止めて声のしたほうを見やると、冬ふゆ瀬せ一いち郎ろうが入口ドアに背中を預けて立っていた。指で眼鏡を押し上げて、皮肉げに笑う。

「陽月くんにほだされちゃったのかな」

「悔くやしいけど、いい女よね、陽月って」

「私の養子だからね」

「あんたの養子にしてはね」

「うーん、どうしてうちの女の子たちは私に厳しいのかな」

　眉まゆ尻じりを下げて困った顔を作る一いち郎ろう。この男の表情が常に作られていることをティアは看破していた。最も腹が読めないのは他ならぬ冬ふゆ瀬せ一郎だ。

「しかし興味深いな。どうしてあんな真似をしたんだい？　キミは盗人ぬすつとくんのことが好きなんだろう？」

「……どうだろ。よくわかんない」

「ほう？」

　一郎が初めて意表をつかれたような顔をした。飄ひよう々ひようとした様子ではなく、純じゆん粋すいに興味をそそられた子供みたいに瞬まばたきしている。

「ぶっちゃけ恋愛感情だって言い切れるほど、経験もないし。きっとこれがそうなんだろうなって程度よ。ただ、ジェイはあたしのちっちゃいときからの心の支えだった。あいつがいてくれるだけで、あたしは安心できるんだよね」

「幼なじみ、か」

「部屋にこもりきりで学業と犯罪ノウハウを叩たたきこまれてたから、同年代でおんなじような立場の子がいるって知らされて嬉うれしかったの。たまにしか顔を合わせないけど、それでも、いっつもその子と遊んでる自分を妄もう想そうしてたわ」

　こっ恥ぱずかしいことを恥はじらいもなく、と皿めい次じは言うだろうか。だけどティアはオブラートに包む気などこれっぽっちもない。

　堂々と、誇ほこらしげにティアは語る。

「気づいたらあいつのことが忘れられなくなってた。手をつないだり、キスしたり、いろんなことしたわ……妄想だけど」

「ふふっ。微ほほ笑えましい限りだね。私の用意したドレスでのお出迎えは喜んでもらえたかい？」

「ドン引きされたわよ」

　あのときのことを思い出してティアは苦笑いした。

　神かみ夏か磯いそあいになりすまして冬ふゆ瀬せ邸ていに忍しのび入いり、皿次と陽はる月つきを驚おどろかせた。皿次のぽかんとした顔は今でも忘れられない。陽月のやつめ、もうちょっとで唇くちびるを奪うばえたのに、マグネットリードで邪じや魔ましちゃってさ。

「ふむ。渾こん身しんのサプライズだと思ったんだけどな」

「インパクトはあっただろうけどね──あたしとあんたにもともとパイプがあったこと、バレるんじゃないかってひやひやしたなー、あんとき」

「いや彼らは鈍どん感かんだから。私とティアくんの演技でごまかせないはずはないと思うけどね」

「はん。寄より辺べ兄妹も予想外だったろうね。依い頼らいを持ち込んだ相手がまさか冬瀬一郎と繋つながりがあったなんてね。ま、あたしも奴やつらの策にまんまと乗せられたから五分五分だけど」

「キミとはいつ以来だったっけ？　九月後半から十月くらい？」

「そのくらいね。ちょうどジェイがあんたの屋や敷しきで暮らし始めた頃ころ。さすがに驚おどろいたわ」

　天空高等民街ユートピアの四季の富ふ豪ごうが突とつ然ぜんコミュニティを訪れたのだ。

　地下貧民街アンダースラムやジェイファの情報を明あけ渡わたす代わりに一郎が提示したのが、天空高等民街ユートピアの住民の個人情報と偽ぎ造ぞう身分証だった。

「盗人ぬすつとくんを使うにあたって、出自の裏づけを取っておきたくてね。もっとも、盗人くんたちが《仮面の五色魔術師オールラウンダー》たちを倒たおした場合に、スケジュール的にデビュー戦の相手となることが決定していた寄辺兄妹を釣つろうという狙ねらいもたしかにあった。彼らの戦績を見れば、キミに接せつ触しよくする可能性は六割以上と踏ふんでいたからね」

「どこまで計算してるんだか、この男……」

「常に五年先十年先まで見み据すえるのが経営者だよ」

「今回の件は？」

　一いち郎ろうがわざとらしく首を傾かしげる。

「秋あき保ほの件！　どこまで計算してるわけ？」

「どうだろうね──なるようにしかならないと思うけど」

　とぼけたような男の顔をティアはじっと観察した。嘘うそを見み抜ぬく眼でもって一郎の言葉の真しん偽ぎを測る。たっぷり十秒かけて、しかし、その表情には何一つ変化が見られなかった。

「本当に未来がどうなるかなんてわからないってこと？　先を見据えるって言った矢先にずいぶんいいかげんじゃない」

「見据えるさ。だが、私、いや私に限らず人間にできるのは予定どおりの成果を達成する確率を一パーセントでも上げようと努力することだけだ。あとは運に委ねる。世界にごまんといる富豪の面々だって、のし上がるための決定的な出来事においては、運命をベットしている」

「あんたが一番わかんないわ」

　一郎の横をすり抜ぬけて、ティアは端たん末まつを取り出してメールを立ち上げた。これ以上、一郎と問答を繰くり返かえしても時間を浪ろう費ひするだけだ。それよりも今後のためにやっておくべきことがあった。

「ティアくんは女の子なのに強いな。潔く好きな相手を諦あきらめられるなんて」

「諦める？」

　聞き捨てならない言葉が聞こえて、ティアは足を止めた。

「っざけんじゃないわよ。誰だれが諦めるって？」

「おや。盗人くんの背中を押おしたのは、そういうことじゃないのかな」

「馬鹿言わないで。あたしは欲しいものは奪うばうわ。絶対にね」

　皿めい次じを陽はる月つきのもとへ送ったのは悪手だ。

　だけど、

「たとえジェイと陽はる月つきの仲が進んでも……奪うばってやるもん。あたしは最後にあたしが笑うためにいまこうしてるわけよ」

「私にはわからないな。合理的とは思えない」

「陽月が手の届かないところに行ったら、ジェイの中で永遠になっちゃうでしょ。中セ流ン平ト民ラ街ルに行かれちゃってますますジェイに焦こがれたあたしみたいに、天空高等民街ユートピアに行ってしまった両親を追い続けることになった陽月みたいに」

「なるほどね。深遠な駆かけ引ひきのひとつ、ということか」

　一いち郎ろうは納得いったようにくすくすと笑った。

「激情の中に冷れい徹てつな部分を併あわせ持もつ。まったくキミも面白い子だよ」

　肩かたを震ふるわせる一郎を背に、ティアは今度こそ部屋を出た。

　そしてメールの続きを打つ。相手は地下貧民街アンダースラムコミュニティの幹部だ。

「ふん。あたしは中ちゆう途と半はん端ぱじゃ済まさないっての。とことんやってやるわ」

　鼻息も荒あらく自分の部屋へと向かう。皿めい次じと陽月が仲直りを終えて、明あか莉りと御み影かげペアとの試合に向けて作戦を練っている頃ころだろう。乱入して、引ひっ掻かき回まわして、思い知らせてやらないと。

　隣となりにはこのアワリティアがいるのだと。正妻の座なんていつでも奪えるのだと。

　そんな立ち位置も悪くない。と、自じ虐ぎやく的てきな笑みがこぼれてしまう自分がなんだか卑ひ屈くつな人間にも思えてしまう。

　ドアは開けっ放しだった。

「ったく。人の部屋だからって」

　マナーくらい守れっての、とぼやきながら部屋に足を踏ふみ入いれる。

　──リビングの中央に皿次が立たち尽つくしていた。両りよう腕うでをぶらさげたまま、茫ぼう然ぜんとしている。

「ジェイ？」

　あまりにも力の抜ぬけた背中に、ティアの声もおずおずとしたものになった。

　いったい、何があった？
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　背後に人の気配が生じた。

　皿次は一いつ瞬しゆんだけぴくりと耳を動かして背後の様子を探る。

　が、気配の正体はすぐに自分から声を出した。

「ジェイ？」

　ティアの声だった。

　ホッと胸を撫なで下おろし、皿次はこの異常な現状について話そうと口を開く。

「……いねえぞ」

「え？」

「陽はる月つきはたしかにこの部屋にいたんだよな？」

「ったりまえじゃない。ついさっきまでいたっての」

「いねえんだよ」

「はぁ？」

　声を上げたティアはリビング、寝しん室しつ、キッチン、バスルーム、と次々と確認して回った。そして蒼そう白はくな顔で戻もどってくる。

「どこにもいない。どうゆうこと？」

「わからねえ。けど、これは」

　リビングは異様に散らかっていた。テーブルの上には生物学や心理学の学術書、西洋古武術の指南書、軍隊の戦術書など珍めずらしい書物の数々が積まれている。

「これは……任せて」

　ティアははっとするや、ぱちんと指を鳴らした。

　部屋の隅すみからどろりととろけるようにして四よん脚きやくの機械がわさわさと現れた。四角い体の中央に丸いレンズがついている。ダブルス・マネー競技場でも活かつ躍やくしている四脚付きの自動追尾カメラロボットである。

「常に部屋の中は監かん視ししてるのよ。いつ曲者が入るかわかんないからね」

「用心深いなおい」

「ったりまえでしょ。あたしらどこの出身よ」

「それもそうだな」

　ティアは手早く四脚機械と携けい帯たい複合端たん末まつを接続し、映像データを吸い出した。それを立体映像に変へん換かんして浮うかび上あがらせる。

　陽月とティアが映っている。二人でテーブルの上の書物の山を崩くずして、読よみ漁あさっている。ときどきお互たがいにページを指差して何かを確認しあっていた。

「なにやってんだこれ？」

「……まあいいっしょ。いまは何が起きたのかを確認しないと」

　明らかに流された。追及しても教えてくれそうな雰ふん囲い気きではなかったので、皿次はおとなしく映像の続きに注意を戻した。

　しばらくして映像の中のティアが立ち上がり、部屋を出て行った。

「ジェイの部屋に行ったときね」

「この後か」

　陽月はしばらく戦術書に目を落としながら時々、携帯複合端末で流していた動画へと目を向けている。画質が粗あらくてよく見えないが、どうやらダブルス・マネーの試合らしい。

　──もしかして試合の研究をしていたのか？　学術書の意味はわからないが、陽はる月つきは試合の映像を懸けん命めいに見つめているのだ。

「あっ」

　そのとき、映像がぴたりと停止した。液えき晶しようの端はしの赤いランプが点てん滅めつしている。通話機能だ。陽月が端たん末まつを手に取って耳に当てて、一言二言、何かを口にする。すると陽月は端末を服のポケットにねじこむと駆かけ足あしで部屋を出て行った。

　ティアと怪け訝げんな表情を突つき合あわせる。彼女にも何ら心当たりはないようで、首を傾かしげたまま不安げにまつ毛を揺ゆらしていた。

「誰だれかと通話してたな」

「相手さえわかれば陽月の行方は炙あぶり出だせそうだけど」

　ティアは真しん剣けんな顔で考え込む。

「盗とう聴ちようとかしてねーのかよ」

「するわけないでしょ。盗聴してるのはジェイの部屋だけよ。ここはあたしの部屋なんだから防犯目的で映像を残すことはあっても、音なんか保存する意味ないでしょ」

「そうか。なら他の方法を……ってお前いまさりげなくとんでもないこと言わなかったか？」

「うっさいわね。頭回してんだから邪じや魔ましないで」

　激しく聞き捨てならない単語が聞こえた気がして追及したのだが、ティアは強引に皿めい次じの体を押おしのけて思案を続ける。あとで問とい詰つめてやる、と唇くちびるをとがらせていると、

「そうだ！」

　唐とう突とつに顔を上げて、

「胡こ蝶ちようよ。あの女なら通話記録を盗めるかも」

「メールならともかく通話だぞ？　リアルタイムの盗聴以外で拾えるもんなのか」

「え、ジェイ知らないわけ？　一いつ般ぱん消費者にはあんまり周知されてないけど、説明書の端はしっこに申し訳程度に書かれてるんだけど。『通話記録は電子データ化して当社のサーバーに保存させていただいております』ってね。犯罪利用への抑よく止し力りよくとか犯罪捜そう査さの効率化のために、国がメーカーに要よう請せいしたらしいけど」

　得意げに胸を張って知識を披ひ露ろうすると、ティアは表情を引ひき締しめた。

「って、んな話はいいのよ。急いで連れん絡らくして」

「お、おう」

　ティアに急き立てられて、皿次は自分の端末を操作した。

『はい？』

　おっとりした声が受話口から聞こえてきた。皿次がひととおり事情を説明すると、胡蝶は少し待ってくださいと言って保留状態にした。チャイコフスキーの『白鳥の湖』が延々と流れ続けている。

　全然戻もどってくる気配がない。怪け訝げんな顔でティアと視線を交わす。そのまま五分くらいが経ち、皿めい次じが苛いら立だたしげに足あし踏ぶみし始めた頃ころ、ようやく音楽が途と切ぎれた。

『お待たせしました。陽はる月つきさんの契けい約やくしているキャリアから通話データを盗ぬすみました。いまから皿次さんの端たん末まつに送信します』

「速ッ！」「はええなおい！」

　ティアと皿次のつっこみが重なった。

『うふふ。同じ精度の仕事ならばより速いほうが評価されるのが社会ですよ。あ、今回は他ならぬ皿次さんの頼たのみなので受けましたが、これ、犯罪なので。情報の運用には気をつけてくださいね』

「あたりまえだ。陽月の会話を悪用すると思うか？」

『うふふ。アワリティアさんならあるいは』

「あんたおっとり顔してひどい発想ね。いくらあたしでも陽月のプライベートな会話を録音して全国のダブルス・マネーファンにプレミア付きで売ろうなんて鬼き畜ちくなことはしないっての」

「お前には絶対データ渡わたさないからな」

「えーっ、なにそれ。ケチケチしないでよーっ」

　真顔で怖おそろしいことをのたまい不平をたれるティアの頭を押おさえつけながら、胡こ蝶ちようへと礼を言うと皿次は通話を切った。そして送信されてきた音声データを再生する。

『どちらさまですか？』

　陽月の声は硬かたい。見知らぬ番号からの着信だったのだろう。

『もしもし。ふゆせはるつきで間ま違ちがいない？』

　相手の声は特とく徴ちように乏とぼしい平へい淡たんなものだった。

『はい……そちらは？』

『御み影かげは下しも妻つま御影』

『っ』

　陽月が息を吞のむ音が聞こえた。

　皿次とティアも顔を合わせて渇かわいた喉のどを鳴らす。

『知ってる？　ひかるがウィザードの中から秋あき保ほの跡あと継つぎを選んでること』

『……ええ』

「もちろん陽月にも話してあるわ」

　目で問いかけると、ティアは即座にうなずいて答えた。

『ふゆせはるつきの希望はひかるに通らない。絶対に』

『秋保側のあなたがそれを伝えてどうしようと言うの？』

『御影は共同作戦を提案する』

『共同作戦？』

『いえす。御み影かげもあかりもプラクティスマッチに消極的。はるつきにとっても悪くない話。詳くわしいことは直接会って話したい』

『その提案自体が秋あき保ほの罠わなではない、って証しよう拠こはある？』

　陽はる月つきが警けい戒かいするような声音で問う。

『ない。不安なら言質を取るための道具と護身用の武ぶ器きの持参を御影は提案する』

　考えているのか、少しの間、陽月は沈ちん黙もくした。

『わかった。場所を教えて』

『感謝する──』

　そうして御影は駅近くのラグジュアリーホテルの名前を口にした。細かい住所と部屋番号なども伝えると、最後に声を潜ひそめて、

『上層階のスイートルームは全部ひかるが借り切ってる。えすぴーさんたちやひかるに見つからないようにこっそり来て』

　と締しめた。

　陽月の「わかった」という返事を最後に通話は途と切ぎれた。

「……うそでしょ。陽月の奴やつ、こんな見え見えの罠にかかったわけ!?」

　全部を聞き終えたティアは顔を真っ赤にして、怒おこったような声を出した。彼女の憤いきどおりの意味がわからず、皿めい次じは眉まゆをひそめる。

「罠かどうかはわからねえだろ。俺おれもあの二人と会って話したけど、それほど悪い奴らじゃなかったぜ。俺に情報をくれたのも明あか莉りだしな」

「本当にそう思ってんの？　このオメデタアタマ！」

「つば飛ばすなアホ」

「いい？　内ない緒しよの話をしようって奴がどうして敵地のど真ん中に相手を誘さそうわけ？　イマドキ通話やデータのやりとりだけでなく、直接会わなきゃ伝えられない作戦なんてないってーの。盗とう聴ちようを怖おそれたならなおさら秋保が借りてる部屋なんかに呼ぶ意味がわからない」

「たしかに……でもよ、御影も明莉も片眼鏡モノクルの気き障ざ野郎には反発してたぜ。べつに俺らと共同戦線を敷しこうと考えてもおかしくない奴らだ」

「だめよジェイ。そこは情に流されちゃだめ。人間があまりにも意味不明な行動を取ったとき、そこには絶対に『ごまかし』や『嘘うそ』が存在する。下しも妻つま御影の非合理的な誘いの裏には絶対に別の意図があるはず」

　紅くれないの瞳ひとみを獰どう猛もうに輝かがやかせてティアは断言する。

　彼女がそこまで言うならきっとそれは本当なのだろう。こと嘘や人の心の機き微びについては、ティアは誰だれにも引けを取らないエキスパートなのだから。

「もう！　馬鹿。陽月の馬鹿っ。もっと頭が回る女だと思ってたのに……あたしがジェイを説得するまでおとなしく待ってろって言ったのに！」

　テーブルを叩たたいて声を上げるティア。皿めい次じはふと違い和わ感かんを覚えた。

「そういや陽はる月つきの反応と言い、お前のセリフと言い、なんか最初から戦う気まんまんだったみてえだな」

「は!?」

　ティアは目を大きく見開いて、

「いまさらそんなこと言ってんの？　鈍どん感かんっ、この部屋見なさいよっ」

　書物などで散らかっている部屋を示しながら叫さけぶ。

「陽月は最初からプラクティスマッチに全力で勝ちに行くつもりだったの！　あたしまで付き合わせて、朝から晩まで敵の研究と戦術の勉強漬づけ。せっかくできたチャンス、最後の言い訳にすがるつもりだったわけ！」

「言い訳？」

「陽月は認めないけどね。あたしからすりゃ一いち目もく瞭りよう然ぜんよ。ジェイに突つき放はなされちゃったから秋あき保ほの提案を吞のんだだけで、本当は嫌いやだったわけよ。『プラクティスマッチに勝ってしまったんだから仕方ない』──っていう言い訳を作りたかったわけ」

「あいつはそれでいいのか？　天空高等民街ユートピアへ行くチャンスを捨てるつもりでいるのか？」

　それじゃあまるで陽月は最初から──

「考えるのはあとで！　ジェイ、このままだとまずい。下しも妻つま御み影かげの希望どおりに陽月が部屋に忍しのび込こんだら、どうなると思う？　第三者から見たらただの不ふ審しん者しやよ」

「！　陽月に不正を犯させるつもりなのか」

「たぶんね。秋保の出方にもよるけど、プラクティスマッチ自体が無効になる可能性もある。ジェイは明あか莉りと御影に会ったって言ったわよね」

「あ、ああ」

「張られてたかもしれないわ。明莉たちがジェイに情報を流し、そのせいで陽月の気が変わることを警けい戒かいし、確実に目的を達成できる方法を取ろうとしたのかも。陽月に瑕か疵しがあればプラクティスマッチを無視して秋保側が強引に主張を通してくる」

「でも一いち郎ろうの野郎は認めねーだろ」

「微び妙みようなトコね。陽月の行動が犯罪に当たるものなら、いくら眼鏡でも擁よう護ごできない可能性がある。陽月ぐらい頭が回るなら罠わなに気づいてるとは思うけど……なまじ能力が高いから、何かあっても切きり抜ぬけられるって考えてるかも」

「っ！　くそっ」

「あっ、ちょっと！　一人で行かないでよっ」

　気づけば皿次は部屋を飛び出していた。ティアも慌あわてて追いかけてくるが、悠ゆう長ちように待つことはしなかった。端たん末まつで指定のホテルの地図情報を参照する。

　陽月の番号にかけてみたものの繋つながることはなく、相手が遠い場所にいるか電源を切っているかもしれないという案内音声がむなしく繰くり返かえされるだけだった。




　上層階にホテルを擁ようする商業施し設せつ。

　皿めい次じはエレベーターで商業施設エリアの最上階、三十九階まで上がった。商業施設と宿泊施設とを明確に区切るためにエレベーターでは途と中ちゆうまでしか行けないようになっていたのだ。

　もどかしく思いながらも皿次は四十階への階段を駆かけ上あがる。警備員の目を盗ぬすんでさらに上へ。スイートルームのある最上層を目指して走り続けた。

　五十五階に足を踏ふみ入いれたとき、皿次ははっとして曲がり角に身を潜ひそめた。廊ろう下かの先が騒さわがしい。さっきまでの階とは明らかに雰ふん囲い気きが違ちがっていた。

　相手側から見えないようにそっと顔だけを出して様子を見る。

　数人の男たちがいた。全員が一いち郎ろうの屋や敷しきに雇やとわれているような厳いかつい見た目の黒服だ。三人ほどが床に膝ひざをついて何かを押おさえ込こんでいた。

「はる……っ！」

　大声を上げかけて皿次ははっと口をつぐむ。

　床に組み伏せられているのは陽はる月つきだった。

　倒たおれているのは陽月だけじゃない。黒服も何人かが倒れて、尻しりや手首をさすっている。逃にげる陽月を追いかけようとして投げ飛ばされたり関節を極められたりしたのだろう。

　皿次は逡しゆん巡じゆんした。すぐにでも出て行って助けるべきか。しかしどう助ける？　黒服の集団を相手に一人で全ぜん滅めつさせられるとは思えない。皿次を一対一サシで組み伏せた陽月を、大人数がかりとはいえ無力化させることに成功している奴やつらだ。

　仮にうまくこの場から逃げ切れたとしても、黒服に顔を見られている。足がつくのは時間の問題だ。

　どうする。どうすれば難なくこの場を脱だつ出しゆつできる。かつてないほど頭を捻ひねるが、熱がたまっていくばかりで策など何も思い浮かばなかった。

　くそ。こんな場面でも俺おれは何もできないのか。

　と、皿次は無力感に苛さいなまれて壁かべを殴なぐりつけた。

「待たせたねぇ。ネズミというのはこの美しいお嬢じようさんのことかな」

　気き障ざったらしい声が反対側の階段から聞こえてきた。

　白いスーツと片眼鏡が特徴的な優男──秋あき保ほ光ひか流るである。

「こらこらキミたち。乱暴はだめだねぇ。僕ぼくの花はな嫁よめ候こう補ほでもある美しき魔術師ウイザード殿どのに対して酷ひどいじゃあないか」

「は、ハッ、失礼しましたっ」

　陽月を押さえ込んでいた黒服たちが一斉に立ち上がり敬礼した。

　光流は黒服を両りよう脇わきにどけて、花道を歩くように悠ゆう然ぜんと陽月へと歩み寄る。そして片膝を折って、紳しん士し然ぜんとした所作で陽はる月つきへと手を差し伸べる。

「お手を」

「……嫌いや」

　陽月はきっぱりとそう答えた。

　伸ばした状態のまま行き場を失った手を見つめながら、光ひか流るが数度瞬まばたきした。そしてくくと喉のどを鳴らして、片眼鏡モノクルの上から片手で顔を覆おおう。

「僕ぼくはこんなにも貴女あなたを愛しているというのに、美しき魔術師ウイザードよ」

「わたしにはこれっぽっちもそんな気持ちはない」

「おかしいねぇ。反対したのは冬ふゆ瀬せ殿どのだけ。貴女は僕の申し出を受け入れてくれたはずだ」

「本心じゃない」

「ほう……まあ、いずれにせよ同じこと」

「え？」

　光流は片手で覆った手を離はなしていく。そこに表れたのは酷こく薄はくな表情だった。紳士の仮面を完全に剥はがし、光流は嘲あざけるように陽月を見下した。

「一番穏おん便びんな手段を取っていたに過ぎないからねぇ。僕を誰だれだと思っている？　秋の家の長男。次の頭を約束された男さ。中セ流ン平ト民ラ街ルの小娘をさらう方法など無限に存在するんだよねぇ」

「……それがあなたの本音なの」

「いやぁ？　僕は常に本音で接していたつもりだがねぇ。ただそうだねぇ。下の者にも反感を買わない程度に留意に留意を尽つくしていたのを、いまはちょっとやめてみているのさ。貴女の好感度を上げる意味はもうなさそうだからねぇ」

　光流はそう言い放つと転がっていた携けい帯たい複合端たん末まつとスタンガンを拾い上げた。

「こんなものを持ちこんで。襲しゆう撃げきのつもりかねぇ？　貸し切りのこの階層への不法侵しん入にゆうと盗とう聴ちよう未み遂すい。黒服数名に怪け我がを負わせたから傷害罪も合わさるかな」

「く……」

「四季の富ふ豪ごうの発言力は絶対だ。貴女の些さ細さいな罪は僕の一声でいくらでも膨ふくらませることができる。どう足あ掻がいても破は滅めつだ」

「……卑ひ怯きよう者ものっ」

　陽月がきつく睨にらみつける。

「しかし貴女も奇き妙みようだね。天空高等民街ユートピアに行きたかったんだろう？　ならいいじゃないか。僕ら秋あき保ほ家けの一員として生きていけるなんて、これ以上の幸福はないと思うがね。こちらも配はい慮りよに配慮を重ねて、中セ流ン平ト民ラ街ルへの未練を断ち切ってあげたというのに。ああそうか」

　納得したように手をたたく光流。

「もうひとつ。アレが心残りになっているのかねぇ」

「！」

　陽はる月つきの顔が強張る。その表情の変化に気づいてか気づかずか、光ひか流るは両りよう腕うでを広げて愉たのしげにその名前を口にした。

「冬ふゆ瀬せ皿めい次じ！　《底辺世界の愚者アンダー・ジ・イデイオツト》」

「……」

　陽月は唇くちびるを噛かんで床に顔を伏せた。否定も肯こう定ていもしていなかった。

　光流は視線を逸そらすのを許さないとでも言うように、陽月の顎あごを指で持ち上げる。顔を振ふって逃のがれようとする陽月を押おさえ込こみ、ぐいと顔を近づけた。そして、

「なら──忘れさせてあげようか？」

　と、ささやいた。

「あんな地下貧民街アンダースラムの薄うす汚よごれた少年などどうでもよくなるように。その美しい体に僕ぼくの存在を刻みこんであげようか？」

「それは……どういう……」

「本当は誰だれのモノになるかわからないから、手て荒あらな真ま似ねはしたくはないんだけどねぇ。貴女あなたは特別に美しい。珍めずらしく僕自身が欲しいと思えるほどに、ね」

「や……嫌いやぁっ……」

　陽月がか細い悲鳴を上げて体をよじる。

　その悲痛な叫さけびと光流の下げ劣れつな言葉に、皿次の体が我が慢まんの限界を訴うつたえて震ふるえていた。

　そして、




「っっっっっっざけんじゃねえぞコラあああああああ！」




　雄お叫たけびとともに全力疾しつ走そうで最低最悪の富ふ豪ごうへと殴なぐりかかっていた。

　素早い判断で光流と皿次の間に立ちふさがる黒服たちを千切るように軽々と薙なぎ倒たおしながら、片眼鏡モノクルを粉ふん砕さいしてやるつもりで光流の顔面へと拳こぶしを振るう。その目は驚きよう愕がくに見開かれるばかりで余よ裕ゆうなど完全に消え去っていた。

　捉とらえた。もう容よう赦しやしねえ。ぐちゃぐちゃになるまで殴り続けてやる。

　そう思った瞬しゆん間かんだった。




「やめなさい！」




　廊ろう下か全体を凍りつかせるほどの凜りんとした声。

　王の一声がざわめく大衆を瞬しゆん時じに黙もくさせるように。その声はこの場の誰をも釘くぎづけにした。当然皿次も拳を振り上げたまま、声のしたほうを振り向いていた。

　かつん。とヒールの音が高らかに鳴なり響ひびく。

　その人物は廊ろう下かの向こうから長い黒くろ髪かみをなびかせながら歩いてきた。女にしては長身の体たい躯くを包むのは真っ黒なドレス。大きく開いた胸元から自じ慢まんげに豊満な胸を晒さらしている。

「な……あんたは……」

　あまりにも意外な人物の登場に皿めい次じは声をかすれさせた。

　陽はる月つきも呆ぼう然ぜんとその女性を見つめて、ぽつりとつぶやいた。

「五ご条じよう……明あけ美み……」

「あら、お久しぶり。冬ふゆ瀬せ陽月さん。冬瀬皿次さん」

　五条明美は再会の感かん慨がいなど微み塵じんもない、路ろ肩かたのアリを見るような目で二人を睥へい睨げいした。

　それも当然のことかもしれない。五条明美は十一月まで《仮面の五色魔術師オールラウンダー》という二つ名を与えられて活かつ躍やくしていた、プロのウィザードだった。

　皿次たちの通う高たか見み高校の生徒会長でもあったが、皿次と陽月に敗北してプロ資格を剥はく奪だつされ、いまは遠くの学校へ転校していた。

　決して好意的な間あいだ柄がらではない。

「なんでてめえがこんな場所にいる？」

　皿次は明美を睨にらみつけた。

　五条明美は皿次にとっても憎にくい相手だ。地下時代の親友であるレビン──御陵みささぎ佳か多た理りを籠ろう絡らくして利用していた女であり、木き崎さきを騙だまして敗北に追いやるための戦略を考案した女でもある。

「異なことを訊きくのね。このホテルのオーナーは五条家、私の母に権利があるのよ。受験期になったから実家に戻もどってね、オーナー室を借りて勉強していたのだけど、ふふっ」

　明美は口元に手の甲こうを当てて可お笑かしそうに笑った。

「うふふふ。これは面白い場面に遭そう遇ぐうしてしまったわ」

「五条……春はる凪なぎの傍ぼう系けいか。くっ」

　この場で最も狼ろう狽ばいしていたのは光ひか流るだった。冷や汗を垂れ流し、半歩あとずさっている。

「わざわざ春凪傘さん下かのホテルに泊まったのが運の尽つきかしらね。ああ。宿泊業界は春凪がすべて牛ぎゆう耳じっているから、秋あき保ほにはお抱かかえのホテルがないのだったかしら。うふふ」

「ずいぶんと嬉うれしそうだねぇ、五条の娘」

「嬉しいに決まっているじゃない。私の領りよう域いきで秋の家が弱みを見せたのだから」

　かつて敵として戦ったときと同じ酷こく薄はくな笑みを浮うかべる。

「集団で女子高生への暴行未み遂すい。明らかな不純行こう為いへの誘さそいの言葉も残っている。それも相手は冬の家の養子。このことが知れたら他の四季の富ふ豪ごうがどう見るかしらね」

「……は、はは。何を言っているのかねぇ。春凪直系ならばまだしも、本家から外れた五条にできることなどないよ。四季の発言は絶対だ。社会的な信用がまるで違ちがう。僕ぼくの言動はすべて正当化され、五条明美、貴女あなたの言動が罪になることさえある」

「何を言っているのかしら？　私はこの情報を春凪に売るわ。実際に貴方あなたを陥おとしいれるのは春凪家本家の仕事よ。四季の発言は絶対。もしも四季同士がやり合う形になれば、ほぼ五分の戦いになるわ」

「くうっ……待て。まだだ。まだ騙だまされない。聞いたことがあるね。五ご条じよう家けと春はる凪なぎ家けの間には対立というほどではないが、溝みぞがあるはずだ。特に娘の明あけ美みはいちだんと春凪家への反発が強く、何度も母親の待たい遇ぐうに異い議ぎ申し立てをしていたとか」

「そうねぇ。それが？」

「ならば。貴女あなたは春凪家を頼たよるような真似はしないはず。春凪家もまた五条明美の言葉につられて動き出すとも思えない」

「ああ、知らなかったのかしら──」

　くすり、と明美は微ほほ笑えんだ。天使のごとく、悪あく魔まのごとく。

「春凪家は最古の四季の富ふ豪ごう。次に歴史のある神かみ夏か磯いそ家けともども、新興勢力である冬ふゆ瀬せと成長を続ける秋あき保ほに怯おびえているわ。彼らは常に両家の弱みを握にぎっておきたいと考えている。貴方あなただって、いつか春凪と神夏磯を出だし抜ぬいて独裁体制を築くつもりでいたでしょう。お互たがい様さまね」

　光ひか流るは何も言わなかったが、わずかに頬ほおが痙けい攣れんしていた。

「私は春凪の家に自分が上だと証明できればいい。あの人たちの欲しい情報をくれてやれば、春凪は二度と五条を蔑べつ視しできなくなる。うふっ、うふふ」

「ぐ……わかった。僕の負けだ。五条明美。貴女は何を望む？」

「知れたことよ。私は秋保──そして冬瀬。両方の生せい殺さつ与よ奪だつの権利を握ったわ。いずれにも社会的に抹まつ殺さつできるだけの材料がある。それらを告発する権利をすべて私に譲ゆずってもらうわ」

「く、強欲な女だねぇ……一人で秋と冬、二つの弱みを売る気か」

「まあ、場合によっては片方は見み逃のがしてあげなくもないけれど」

　明美はいつの間にか皿めい次じの隣となりにまで近づいていた。はっとしたときにはもう遅おそく、ポケットから携けい帯たい複合端たん末まつをかすめ取られてしまう。地下貧民街アンダースラムのスリも裸足はだしで逃にげ出だすほどの手際に、皿次はまったく反応できなかった。

　明美は画面を何度かタッチして、ぴくりと眉まゆを動かした。

「あら？　何か楽しそうな催もよおしをするのね。プラクティスマッチ、ねぇ」

「五条明美さん。あなた、なにを」

「うふ。うふふ。そうねぇ陽はる月つきさん。私が負かされたダブルスマネー。私の運命を捻ねじ曲まげてくれたあの一戦になぞらえて、貴女たちの運命もこの一戦に委ねてみようかしら」

「っつーことは、プラクティスマッチの勝者には」

「勝ったほうは見逃してあげるわ。負けたほうの罪は春凪本家に売る。異い存ぞんは？」

　明美の提案に、皿次と陽月は、むしろ朝日を見たような表情だった。

「乗ったぜ」

「ええ」

　俺おれは、わたしは、と互たがいの声が重なり合う。

「「最初から勝つつもりでいた」」

「ふん。忌いま々いましいほど自信にあふれた笑みね。まあいいわ。秋あき保ほ光ひか流る。貴方あなたはどう？」

「……いいだろう。僕ぼくのほうこそ負ける要素などないからねぇ」

「決定ね。じゃあこの場は互たがいに手を出すことは許さないわ」

　明あけ美みが皿めい次じと光流の間に割って入った。

「秋保はどうぞ貸し切りのスイートルームへ。死神の二人は下の階へ」

　明美に誘ゆう導どうされてそれぞれがそれぞれの方向へ歩き始める。

　最後に見えた秋保光流の横顔はぞっとするほどの憎ぞう悪おに満ちていた。




「くっ……あはっ……あはははははははははははははははっっ！」

　エレベーターに乗り込んですぐ。

　下降していく箱の中で五ご条じよう明美は突とつ然ぜん腹を抱かかえて笑い出した。

「な、なんだどうしちまったんだ？」

「五条明美……さん？」

　皿次と陽はる月つきが心配げに明美を見やる。すると彼女はぐわしと自らの顔面を鷲わしづかみにした。びりいっ！　と凄すさまじい音を立てて、なんとその皮ひ膚ふがたちまち剥はがれていく。

　ひっ、と思わず悲鳴が洩もれた。陽月も声こそ上げなかったが真っ青になっている。

「完かんッッッッッッ璧ぺきに騙だまされてたでしょっ！　あははっ、おっかしーのーっ」

「え？　あっ……」

　ふたたび顔を上げるとそこにあったのは紛まぎれもなく、

「ティアさん!?」

　だった。

　気だるそうにヒールを脱ぬぐと、すとんと一気に目の高さが低くなる。悟さとられないよう巧こう妙みようにカモフラージュされた厚底ヒールが転がった。さらに頭の横に触ふれる。金具の渇かわいた音が響ひびき、ぱさりと黒くろ髪かみのかつらが外れた。さらにぽろんと胸の部分からやたら大きくて色合いのリアルなパッドが落ちる。

「なっなっなっ……あれ、ティアだったのかよ!?　雰ふん囲い気きも話しぶりも完璧に五条明美だったじゃねえか！」

「ったりまえでしょ。あたしを誰だれだと思ってんのよ」

　ふふんと得意げに胸を張るティア。彼女の変装を何度か目もく撃げきしたことのある皿次でさえ、目を疑わずにいられない変身ぶりだった。

「顔と声だけじゃなくて身長も胸の大きさも……何もかも違ちがう」

　陽月もキャンディ型の瞳ひとみを何度も瞬またたかせていた。

「だけどよ。どうして五ご条じよう明あけ美みに化けたんだ？」

　他の誰だれかでもよかったはずだ。素直に疑問を口にすると、ティアはちっちっちと指を振ふる。

「あたしが変身用に有力者やその関係者の顔をストックしてたの知ってるでしょ？」

「あ、ああ、ティアの部屋にあった不気味な……」

「あの中に五条明美のもあってね。ジェイが向かったホテルの経営者を調べて、その関係者に該がい当とうするのが彼女だったわけ。元生徒だから顔写真を集めやすかったし、ジェイたちや生徒の証言から人間性もだいぶ分ぶん析せきできてたし、なりきりやすかったってのもある」

「すごい……ティアさんが本気を出すとああなのね。わたし、見破る自信ない」

「安心しろよ、俺おれもだ」

「ふっふーん」

　偉えらそうに鼻をふくらませるのもいまなら許せた。

「奴やつは春はる凪なぎや神かみ夏か磯いそがこの件に介入してきたと思い込んでる。とうぶんは下手なことはしてこないはず。あとは試合で天ユ空ー高ト等ピ民ア街最強のペアを倒たおすだけよ」

　あとは勝つだけ。その言葉に皿めい次じと陽はる月つきは深くうなずきあった。
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　寝しん室しつのベッドの上には久しぶりに本来の主の姿があった。

　薄暗い室内を照らすのはナイトテーブルの灯りと弱設定のＬＥＤのみ。外では雪が降り始め、窓に蜘く蛛もの巣のような結晶が生まれつつあったが、室内は異様な熱気に充みちていた。

　だがそれは皿次の勘かん違ちがいだった。熱いのは自分の胸の中と頭の中だけだ。手は汗あせばんでいるし体中が内側から茹ゆで上あげられているかのよう。

　目の前で赤くなっている陽月もきっと同じなのだろう。パステルカラーのパジャマに包まれた肢し体たいを落ち着きなく動かしていて、心ここにあらずといった雰ふん囲い気きだった。

　いつまでも黙だまったままではらちが明かない。

「んっ、んっ」

　沈ちん黙もくの連れん鎖さを断ち切るべく、皿次はわざとらしく咳せき払ばらいをした。頭の中で言わなければいけないことを整理する。これまで溜ため込こみ、陽月に言うべき言葉を──

「俺に付き合ってくれ、陽月！」

　目をぐっと瞑つむり一気に言い放った言葉は、たしかに言いたかったことなのだけれど、何か組み立て方を間ま違ちがえたような気がした。

　もう少しの間だけ俺と一いつ緒しよに中セ流ン平ト民ラ街ルで戦ってほしい、天空高等民街ユートピアへ行くには遠回りになるかもしれないが、もうちょっとの間、俺に付き合ってくれないか。そう言いたかったのだが、口から出て行く過程でだいぶ省略されてしまった。

「……ッ」

　そのせいだろうか、陽はる月つきの顔がぼんっと沸ふつ騰とうした。

　皿めい次じも言いい間ま違ちがいに気づいてあわてて言いい繕つくろおうとして……やめた。どうせ、そういう意味での本音も陽月にはいずれ伝えようと考えていた。ならいっそのことすべてをぶちまけてしまえばいい。もう後には退けない。

　陽月の両りよう肩かたをしっかりと掴つかみ、キャンディ型の瞳ひとみをまっすぐに見み据すえる。

「これは俺おれのわがままだ。陽月にとっての最善策じゃないかもしれねえ。だが言わせてくれ。みっともねえ駄だ々だっ子こをいまだけ許してくれ。俺は、俺が、お前と一いつ緒しよにいたい。だから……」

　一呼吸。そして、言った。

「ここにいろ。俺にお前の人生を半分よこせ」

　陽月は目を見開いて、すぐに瞑めい目もくして、胸に手を当てる。祈るような仕草のまましばらく沈ちん黙もくし、皿次が「あ、だめだったか」と不安にもやもやしてきたころ、ようやく目を開いた。

「……………………………………………………………………………………………………はい」

　意識していなければ聞き落としてしまいそうな声で陽月はそう言った。

「……いいのか？」

「……っ」

　もう一度確認したくて訊きき直なおすと陽月は顔を伏ふせてしまった。黒くろ髪かみの隙すき間まから覗のぞく頬ほおの色はりんごのように真っ赤だ。きゅっと膝ひざの上で握にぎりしめた拳こぶしが震ふるえている。

「こ、怖こわがってるのか？」

「ち、ちが」

　おずおずと訊たずねると陽月はぷるぷると首を振ふった。

「ただ、こんなこと初めてで、どういう顔してるかわからなくて。見られていい顔なのかどうかもわからなくて。言葉も、出なくて」

「そ、そうか……あー、なんだ。その。いままでどおりでいてくれりゃあそれでいいんだが。っていうか変に意識されるとこっちが照れる」

「ねえ。皿次？　あの……これ」

　そう言って、陽月が差し出してきたのは帯状の機械。

「ブレインリーダー？　えっと？」

「い、言いたいこととか、たくさんあって……でも自分で言うのは、ちょっと心の準備が……だからその、見てもらおうかなって」

「見る……って、まさか」

「……うん。じっとしてて」

　陽月は顔を隠かくしたままこくんとうなずいた。

　身を乗り出して皿次の頭に腕うでを回す。

　ウィザード必ひつ携けいの道具であるブレインリーダーには魔ま術じゆつカードを読ませる機能の他に、使用者の記き憶おく情報を保存する機能がある。あくまで本来の魔術使用機能の副ふく産さん物ぶつでしかないが、扱あつかいを誤あやまると他人に記憶を覗のぞかれる怖おそれがあるため、ほとんどのウィザードは己のリーダーにパスワードをかけている。

　そんな魔術師ウイザードの心の中を詰つめ込こまれた機械が頭に巻かれていく。陽はる月つきのお腹が目の前にあり、ふわりとした甘い香かおりが鼻び腔こうをくすぐり、妙みような気分になる。

　同時に、これから陽月の記憶を覗くのだと思うと罪悪感のようなものがこみあげてくる。

「ロックは外してある。あとはここをこうすれば……」

　陽月が淡たん々たんと操作していく。すると、




　──急激に世界の景色が変化した。




　そこには陽月の歴史のすべてがあった。

　両親と戯たわむれて無む邪じや気きに笑う少女。冬ふゆ瀬せの屋や敷しきで無気力に日々を過ごす少女。木き崎さき美み紀きとの出会いから徐じよ々じよに人間味を取とり戻もどした少女。両親を直接問いただすために憎にくい相手から授さずかった体にピアス穴を開けて宣戦布告とした少女。

　それは陽月の孤こ独どくと出会いの繰くり返かえしの歴史だった。

　そして、現在の陽月の気持ちも、余すことなく流れこんでくる。

　ちくしょう。ずるいな、これ。

　こんなもの見せられてしまったら責任を取らなくちゃいけないじゃないか。




「わたしも以前に見たから。これでおあいこ」

　ブレインリーダーを外して視覚が現実に引き戻されると、最初に見えたのは陽月の微び妙みような笑顔だった。わなわなと唇くちびるを震ふるわせて、どこか恥はずかしさを同居したような笑顔だ。

　無理もないだろう。陽月は自分のすべてをさらけ出したのだ。全ぜん裸らを見られるよりもずっと恥ずかしいことをしている。

　だから皿めい次じはあえて何も気にしていないような素そ振ぶりを見せた。

「本当に、天空高等民街ユートピアはお前の悲願だったんだな。あんな小さいころから一いち途ずに上だけを見て生きてきたんだな」

「うん。美紀は優しくしてくれたけど、あの子には帰る場所があるから。本当に一人だったわたしのすがる場所じゃなかったの。だから親を憎んで、上を目指して、自分を奮い立たせないと生きていけなかった」

「あいつ、孤こ児じ院いん出身だったんだな」

　陽月の記憶の中で木崎が言っていた。

　孤こ児じ院いんとは中セ流ン平ト民ラ街ルで生まれた子供が不幸にも身寄りを失くした場合、不当に地下貧民街アンダースラムに落ちることを防ぐために自分で稼かせげる年齢になるまで預かってもらえる場所だ。

　一いち郎ろうは選手の英才教育をするにあたり幼い子供を募ぼ集しゆうしたが、その際に孤児院にも声をかけていたらしく、木き崎さきはそこに自ら飛びついたのだという。

「孤児院でもお姉さん的ポジションだったみたい。それで、ダブルス・マネーで大きく稼いで、みんなに美味しいもの食べさせるんだってはりきってた」

「だからあんなに面めん倒どう見みがいいんだな。それと前から疑問に思ってたことも解決した」

「疑問？」

「お前は冬ふゆ瀬せ陽月なのに、木崎は木崎のままってのが不思議だったんだよ。納得したぜ。陽月は両親からもらったモンを全部捨てるために名字を変えた。でも木崎は自分の名前が好きだったんだな」

「うん……だから本当の意味での仲間は、皿めい次じが初めてだったの。皿次は集団の中で孤独に生きていた。それがブレインリーダーを通してわかってから、すごく近くに感じて」

　感じて。その先に続く言葉も陽月のブレインリーダーは教えてくれていた。だけど、いや、だからこそ何も言わなくても構わなかった。

　皿次にとっても同じだった。誰だれも自分の考えや境きよう遇ぐうを理解してくれなかった。記憶を覗のぞくという反則技の結果だとしても、陽月だけが直接心に触ふれてなお受け入れると断言してくれた。

　今まで他人にそんな感情を持ったことなどなかったから全然気づけなかったけど。

　きっと、これが誰かを好きになるってことなんだろう。

　だから。陽月を好きだと素直に自覚したいま、彼女のことを本気で真しん摯しに案じてしまう。

「本当にいいんだな」

「……え？」

「お前にとって天空高等民街ユートピア行きは重要な意味を持つ。俺おれに付き合うってのは、その可能性を捨てるかもしれねえってことなんだぞ」

　陽月の気持ちはわかっている。しかし皿次はもう一度訊きいた。

「ええ」

　即答だった。その顔には微み塵じんも迷いなどなかった。

「あなたといられるなら──わたしはもう天空高等民街ユートピアになんて行けなくてもいい」

「そうかよ──なら俺は絶対にお前を天空高等民街ユートピアに連れて行ってやる」

「うん……ひゃぅ」

　華きや奢しやな体を抱だきしめようとして、勢い余ってベッドに押おし倒たおしてしまった。

　至し近きん距きよ離りで見つめあう形になりさらに心臓の鼓こ動どうが加速する。腕うでの中の陽月の体は、緊きん張ちようで硬かたくなっている。

「わ、悪い」

　そう言って体を離はなそうとすると、

「待って」

　陽はる月つきの両りよう腕うでが背中に回されて、控ひかえめに締しめつけられた。

　心臓が跳はねる。

　陽月の鼓こ動どうさえ伝わるほどの密着だ。

「ん……あったかい」

　ほっとしたような陽月の声。たしかに温もりの塊かたまりが体に触ふれて湯たんぽを抱かかえているみたいで心ここ地ち好よい。皿めい次じも自然と陽月の体を強く抱だきしめていた。

　このまま時間なんて止まってしまえばいいのに。面めん倒どうな社会のしがらみから隔かく絶ぜつされたこの寝しん室しつだけで世界が完結するならこれほど幸せなことはないのに。

　でも、現実はそうはいかない。

　どれだけ幸せを感じていてもどうしようもないほどこの世界は現実だ。だから嫌いやでも先に進んで行かなければならない。

　陽月は、唇くちびるをそっと、皿次の頬ほおにあてた。

「勝とうね」

「ああ」

　照てれ臭くさい気持ちを抑おさえながらうなずいて、皿次も陽月の頬に触れた。

　もちろん、唇で。
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　目覚めると、布団の中に自分とは別の温もりがあった。甘えるような微かすかな寝ね息いきが耳に吹きかかり、あまりのくすぐったさに身をよじる。

　手の中に弾だん力りよくのある球体のようなものが収まっていて、動いた拍ひよう子しにそれを強く握にぎりつぶしてしまった。

「……ん……っふ……」

　鼻にかかったような気だるい喘あえぎ。魅み惑わくの音色が寝起きでぼんやりした皿めい次じの思考を溶とかし尽つくす。アラームの音が遠くでけたたましく鳴っているようだが、そんなのは知らない。一分でも一秒でも長くこの甘くまろやかな感かん触しよくに包まれて、花の香かおりの中にいたい。

　温もりを手た繰ぐり寄よせるようにもう一度手を動かす。ふたたび柔やわらかな感触が伝わり、少女の切ない吐と息いきが耳みみ朶たぶを撫なでた。

　──ん？

　いま、声の正体を少女と認識できたのは、霞かすみがかかった視界にフェードインするように少女の寝ね顔がおが入ったからだ。

　さらりと綺き麗れいな黒くろ髪かみが布団に流れて、形のいい額が覗のぞいている。端たん正せいな顔立ちは冷たい美人秘書を彷ほう彿ふつとさせるが、気を抜ぬいて眠ねむっている姿は女神のように安らかで優しげだ。

　水を含ふくんだような唇くちびるに視線が吸い寄せられて──ようやく皿次は完全に覚かく醒せいした。

「こ、これは……」

　同じ布団の中で何故か陽月が眠っていた。

　抱だき枕まくらを抱かかえるようにして皿次の右みぎ腕うでにしがみついている。パジャマの胸元が異い様ように盛り上がっているのは、皿次の左手がパジャマの下から入り込み、陽月の胸に触ふれていたからだ。

　──なんだこの状じよう況きよう。言い訳できねえ。

　手をどけなければと思うが、まるで魔ま法ほうのように吸いついて離はなれない。このままでは陽月が目覚めてしまう。冷たい一いち瞥べつをくれるとともにマグネットリードで殴なぐられる未来しか見えない。

　そんな皿次の葛かつ藤とうを嘲あざ笑わらうように、

「ほらほらほら。いつまで寝てるの二人とも」

「ジェ～～～イ！　朝だよん！」

「もう皆みなさんお揃そろいですよ」

　寝室のドアが開け放たれた。

　声は順番に木き崎さき、ティア、胡こ蝶ちようだ。

　皿次は陽月のパジャマに片手を突つっ込こんだ状態で三人の少女たちとしばらく見つめあった。不可視の闘とう気きが立たち昇のぼっているのは目の錯さつ覚かくだろうか。

「これは違ちがう。違うんだ」

　あわてて言い訳するが、焼け石に水をぶっかけても猛たけ々だけしく蒸じよう発はつするだけで熱は収まらない。

「き、キミ。睡すい眠みん中ちゆうの陽はる月つきになんてことを」

「うなー！　ちょっと離はなれなさいよ！　揉もむならあたしの胸にしなさいってば！」

「あらあら。委員長として性の乱れを指導したほうがいいのでしょうか」

　車くるま椅い子すの木き崎さきは心底から陽月を案じるように猫ねこ目めを細めて、メイド服のティアは破は裂れつ寸前の風船みたいに頬ほおをふくらませて、制服の胡こ蝶ちようは両手で目を隠かくすふりをして指の隙すき間まからちらりと覗のぞきながら。

「ん……」

　少女三人寄って喧やかましかったのか、陽月の目が薄うすく開いていく。まずい、と焦あせったのがいけなかった。腕うでを引ひき抜ぬこうとして皿次はふたたび強く柔やわらかなそれを握にぎってしまった。

「はふっ！」

　冷静沈ちん着ちやくな陽月からは滅めつ多たに聞けないような愛らしい悲鳴が上がる。あ、と思ったときにはもう遅おそく、完全覚かく醒せいした陽月と目が合ってしまった。

「……」

「お、おはよう」

「……おはよう」

　陽月は挨あい拶さつを交わすと皿次の顔と自分の胸元とを交こう互ごに見た。

　無数の針で肌はだを撫なでられているようなちりちりする沈ちん黙もくを経て、

「～～～～～～～～～～～～～っっっ」

　顔面を沸ふつ騰とうさせた陽月の華か麗れいなる投げ技が炸さく裂れつした。宙を舞まってベッド下に叩たたきつけられる最中、壁かべ掛かけカレンダーが一いつ瞬しゆんだけ目に入り、三人の少女が来らい襲しゆうした理由に思い至った。

　──そうか……いよいよ、勝負の日だ。

　真しん剣けんな思考はしかし直後に襲おそった背中への激痛にかき消されたのだった。




　陽月と和解してから四日が経過していた。

　降雪続きだった空は今日に限っては澄すみ渡わたるほど青く、日の光が積もった雪に反射して輝かがやいている。

　冬ふゆ瀬せ邸ていの門前。皿次は高たか見み高校の制服を着てコートを羽は織おり、試合に使う道具を詰つめたバックパックを提げていた。同じく制服の陽月と一いつ緒しよに忘れ物がないかを確認する。

「本当に応おう援えんはいらないの？」

　自動車椅子の音が聞こえて振ふり返かえると、木崎美み紀きが心配げにまつ毛を震ふるわせていた。陽月は木崎に歩み寄り、その手を取って、頬に当てる。

「プラクティスマッチは観戦用のスペースがないから」

「そか。じゃじゃじゃ、あたしらはあたしらにできることを、かな」

「神様にお祈りでもいたしますか？」

「そんなガラじゃないっしょ。ここにいる全員、ね」

　木き崎さきたちの様子はいつもと変わらない。そのことにホッとしている自分に皿めい次じは気づいた。

　陽はる月つきと顔を見合わせて、門の外へ出ようとしたときだった。

「あ、皿次」

　ふいに木崎に呼び止められる。

「ちょいちょい」

「ん？」

　手て招まねきされて皿次は木崎へと近づいた。自動車くるま椅い子すに座る彼女の頭の位置に合わせるようにわずかに屈かがむ。木崎の唇くちびるが耳元に寄せられた。

「ハルのことお願いね」

「おう。とっくに覚かく悟ごはできてる」

「そかそか。それとさ、もういっこ」

　木崎は底そこ抜ぬけの明るい笑顔を見せたあと、急に真しん剣けんな顔になる。

「ごめんね」

「ごめん？」

「あたしさ、キミにずっと嫉しつ妬としてたんだよね」

　意味がわからずに皿次は絶句した。木崎はさらに続ける。

「もちろんキミのことも親友として好きだよ？　でもあたしにとってハルは特別だったからさ。何よりもあの子を持って行かれちゃいそうなのが不安で不安で仕方なかったんだ」

　木崎の天空高等民街ユートピア行きが陽月の枷かせになった件について、木崎にはすでに話してある。今回の試合に備えて、皿次たちは関係者全員を巻きこんで大だい規き模ぼな対秋あき保ほ側の戦略を完成させた。そのためにはどうしても木崎には事情を説明しなければならなかった。

　木崎も理解してくれて、天空高等民街ユートピアの病院への転院はいったん保留となった。

　そのときに色々と込み入った話もした。しかしこうして木崎自身の口から陽月への想いが語られるのは初めてかもしれなかった。

「ぬふふ。美み紀きちゃんは見た目よりずっとナイーブな乙女なのですよん」

　ふざけた口調で茶を濁にごす木崎。

　皿次はそれが本当のことだと知っている。だから茶化したりせず、ただ「ああ」とうなずく。

「ま、そんなナイーブな美紀ちゃんはね、ハルと組んでデビューしてから、目も当てられないくらいのボロ負けを連発したのであります」

「……らしいな」

　陽月の記き憶おくに触ふれたからこそわかる。木崎も最初から勝てていたわけではなかったのだ。

「幸運スキルしか持ってなかったあたしと、《太陽と月の女神の気まぐれ》をまだ入手していなかったハルじゃあ、なーんも武ぶ器きがなかったんだよね。格かく闘とう技ぎは勉強させられてたけど、制せい御ぎよ段階の差の前にはあんなん意味ないからね」

　木き崎さきは遠くを見つめてつぶやいた。

「泣いたねー、あんときは。自分がどうしようもなく無力で役立たずで、どうしようもない奴やつに思えてきちゃってさ。格好良いこと言って孤こ児じ院いんを出てきちゃってさ、負けばっかりで恥はずかしいったらないよね」

「……わかるぜ。俺おれも同じだった」

　自然と拳こぶしに力が入る。アマチュアステージでさえ勝ち星を上げられなかった時期のことを思い出していた。

「そんなとき、ハルは慰なぐさめてくれたんだ。天空高等民街ユートピアへ行くって決めてからのハルは凄すごかったからね。分ぶん析せきと研究の鬼おに。まずは奇き抜ばつな戦略で徐じよ々じよに勝ち星を増やしていって、お金が貯たまったところで《太陽と月の女神の気まぐれ》を買った。そっからはキミもよく知るとおり」

「無敵の死神ペアの誕生ってことか」

「そそそ。でさ、あたしって孤児院でもずーっとお姉さんポジションだったからさ。そうやって誰だれかに慰めてもらえることって、少なかったんだよね。初体験ってやつ？」

「その言い回しはわざとだよな？」

　きわどい発言に皿次は思わずつっこみを入れていた。木崎は唇くちびるに指を当てて、ほんのすこしだけ逡しゆん巡じゆんし、からっとした笑みとともに断言する。

「ぬふふ。どうだろうね。当時は全然意識してなかったけど、佳か多た理りくんに自然消しよう滅めつさせられちゃったときも、ハルだけはお姉さんみたいにあたしの世話を焼いてくれてさ。最近になってようやく気づいたんだよね。ああ、なんていうかハルに惚ほれちゃったのかなって」

「はぁっ!?」

　素すっ頓とん狂きような叫びを上げてしまうのを抑おさえられなかった。

　木崎と陽はる月つきの過去にあった出来事そのものは、記き憶おくに触ふれた皿次はすべて知っている。しかしそのときの木崎の感情まではわからなかった。まさかそんなことを考えていたなんて。

「お、おいおい。だって陽月は女で。お前も女で」

「仕方ないだろー。好きになっちゃったもんはさ。ハルのこと考えるだけでどきどきして夜も眠れなくて、一いつ緒しよに喋しやべったり触れあうだけで幸せだったんだよね」

　女同士なら何気ない日常の一風景と片づけられるはずの行動だが、木崎の衝しよう撃げき発言の後だとどれも怪あやしい雰ふん囲い気きを感じてしまう。

「ままま。清い関係だったけどね？」

「清くなくてたまるか！」

「──ま、女同士だからさ。この感情も一時の気の迷いっていうか、いつかは諦あきらめなくちゃいけない日が来るんだろうなーとは思ってた。そしたらまあ、キミがいい感じにハルをかっさらおうとしてくれたわけだ」

　木き崎さきの献けん身しん的てきな振ふる舞まいの裏には並々ならぬ陽はる月つきへの愛情と皿めい次じへの嫉しつ妬と混じりの感情があったというのか。

「でもまあ、やっぱり寂さびしかったんだよね。ハルが取られちゃうって。それに、こんなに嫉妬まみれなあたしにも皿次は優しくしてくれる。なんか自分一人だけがどうしようもなく最低人間になっちゃったみたいでさ。にゃはっ、面めん倒どうくさいよね、美み紀きちゃん」

「そんなことねえよ。本当に最低な野郎は、俺おれたちに気を遣つかって、そうやっておどけた態度を保ち続けることなんかできやしねえ」

　栗くり色いろの瞳ひとみをじっと見み据すえて言い放つ。木崎はしばらくぽかんと見つめ返していたが、やがて力が抜ぬけたように息を吐はいた。

「やっぱいい男だね、キミ」

　木崎は挑ちよう戦せん的てきな笑みを浮うかべて、指で作った拳けん銃じゆうで皿次の胸を撃うった。

「ぬふふ。あたしたち、ライバルだからね」

「木崎に盗とられたらやりきれねーな」

　苦笑という形で皿次は木崎の挑戦を受けた。

　そして、

「勝ってこい、冬ふゆ瀬せ皿めい次じ！」

「おう！」
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　互たがいに掲げた拳こぶしを打ち合わせるのだった。




「あれでいいわけ？　木き崎さき美み紀き」

　皿次と陽はる月つきの姿が道路の角に消えた瞬しゆん間かん、ティアが口を開いた。

　木崎はとぼけたように首を傾かしげる。

「むむむ？　何の話かわかんないなー」

「このあたしにやっすい嘘うそついたって意味ないっての。あれ嘘でしょ？　あんたは陽月じゃなくてジェイに気があるはずよ」

「……だとしたら？」

「どうしてあんなふざけた種明かしをしたわけ？」

　ティアは本気で怪け訝げんそうな顔をしている。

「キミには納得できないんじゃないかな。だってあたしとキミじゃ、根本的な考え方が違ちがう」

「根本的な、考え方」

「キミは皿次のこと追いかけ続けるつもりなんでしょ。ハルから奪うばってでも」

「当然よ。一度きりの人生。自分のエゴを通さないなんて愚おろかだっての」

「そうそうそう。それがキミの価値観だよね。でもあたしは違うんだ」

「違う？」

「誰だれかの幸せを奪うくらいなら、あたしは自分の幸せを捨てるよ」

「な……でもあんた。そうやって抱かかえ込こんで無理をするから、精神的に参っちゃうんでしょ」

「参らせろよなーそれくらいさ」

　と、木崎はけらけら笑った。

　ティアはまったく理解できないと頭を振ふる。

「いいんだってば。いっぱい損そんな役回りになって、いっぱい傷ついて、誰にも言わないで一人で吐はき出だす。それぐらいがあたしらしいってことさ」

「ありえない。自己犠ぎ牲せいの人生なんて楽しいわけ？」

「楽しいよ。誰かの幸せを奪っちゃったらさ、たぶん一人で傷つくよりももっともっと後こう悔かいして絶対に幸せになれなくなる。あたしはそういう性分なんだよね、きっと」

　そう言った木崎を、ティアは真正面から見み据すえる。

「嘘じゃない……ね。ふんっ。中セ流ン平ト民ラ街ルには強情な女しかいないわけ？」

「ぬふふ。ハルも頑がん固こだよね」

「どいつもこいつも……まったく、どうして、なんでこう」

　苛いら立だたしげに足あし踏ぶみし、赤くなった頬ほおを掻かいて、目を逸そらす。そしてくしゃくしゃと銀色の髪かみを掻かきむしる。

「こんなに正反対な奴やつらばっかりなのに……なんでこう、嫌きらいになれないのかなぁ、もー！」

　ティアの叫びは、閑かん散さんとした街中に消えていった。
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　中セ流ン平ト民ラ街ルで流行中の競技、ウィザード＆ウォーリアー・ウィズ・マネー。その会場は地下に深く天に高い国内最大級の競技場である。他のあらゆるスポーツよりも広大な敷しき地ちと多額の予算が使われている。

　地下部分には主にアマチュア用のフィールドが展開されているが、その中には例外的な目的で使用される特とく殊しゆな区画が存在した。

　それがプラクティスマッチ用のフィールドである。

　プロアマ問わず選手たちは記録に反映されない非公式試合を任意に組むことが認められている。自己研けん鑽さんや対戦相手への対策を実じつ践せんするためだ。

　しかし制度として認められているプラクティスマッチだが、実は利用しているペアは少ない。他ペアに手の内を見せたくないと考える者がほとんどで、大たい抵ていの場合、練習試合の誘さそいは断られるからだ。

　もともとプライベートで懇こん意いにしているペア同士が利用するのが主となり、結果として利用率の高くない不良債さい権けん的てきな扱あつかいをされがちな区画なのである。

　そのため皿めい次じと陽はる月つきが会場に足を踏ふみ入いれたとき、中はしんと静まり返っていた。人っ子ひとりいない。公式戦では嫌いやというほど聞こえる観客の声せい援えんや野次もここにはない。

「皿次」

　ふいに服の裾すそが引かれて振ふり返かえると、陽月が静かに微ほほ笑えんでいた。

「勝ちましょう」

「負けるつもりで舞ぶ台たいに上がる奴なんていねえよ」

　もちろん不安はある。だが皿次はそんな内心を悟さとられないように努めて明るく言うと、陽月の頭をぽんと撫なでた。彼女はくすぐったそうに身をよじり、

「子供扱あつかいしないで」

　と、拗すねた子供のように言った。

「そうだ。皿次」

　はたと気づいたように陽月がマグネットリードのリモコンに手をかけた。

　首に巻かれた輪状の機械に下方への力が加わる。だが顔面から地面に叩たたきつけられるような強きよう烈れつな引力ではなく、首につけた重石おもしを一個ずつ増やされているかのような微び妙みような力加減だ。

　されるがままに皿次はゆっくりと膝ひざをついた。陽月は満足そうに笑って、マグネットリードの機能を停止させると、

「……ん」

　そっと額にキスをしてきた。

「なっ、なっ……？」

　うろたえながら陽はる月つきを見上げると、彼女の顔もまた真っ赤に茹ゆで上あがっていた。

「わ、わたしにここまでさせて……き、キスを奪うばっておいて。負けて離はなれ離ばなれになるなんて許さないから」

「お、おう」

「も、もし約束を破ったら……爆ばく発はつさせる」

　つるりとした首輪の表面をなぞりながら陽月はつぶやいた。

「せいぜい頑がん張ばるよ。まだ死にたくないからな」

　と、そのとき。

　会場全体にノイズが響ひびいた。皿めい次じと陽月は耳をふさぎ、音の発生源である天井を見た。

『さああと五分で開始時刻だ。冬ふゆ瀬せ陽月・皿次ペアと下しも妻つま御み影かげ・天あま野の明あか莉りペアのプラクティスマッチを執り行うことをここに宣言する』

　秋あき保ほ光ひか流るの声が響ひびき渡わたる。

　会場は箱型の実験施し設せつのようになっていた。公式競技場ぐらいに広いが、客席もなければ看板広告や余計なものが一切ない。

　全体を見み渡わたせる位置にはガラス張りの放送室があった。練習に臨りん場じよう感かんを出すために実じつ況きよう役やくを据すえることを意識したという。

　秋保光流はそこにいた。酷こく薄はくな笑みで下界の様子を見下す様は、まさに天空高等民街ユートピアの富ふ豪ごうを象しよう徴ちようしているかのようだった。

　光流の隣となりには冬瀬一いち郎ろうの姿もある。

『この試合は僕ぼく、秋保光流と冬瀬殿どのの立ち会いのもとに行なわれる。ルールはプロステージの公式戦と同じ。ただし、これは非公開の非公式試合である。迅じん速そくにプレイを進行することを最優先とし、ルールの遵じゆん守しゆの優先度はその次。そのため以下の行こう為いを禁止する』

　来た、と皿次は思った。

　陽月も隣でうなずいている。次に来る言葉はとっくに予測できていた。

『試合中にシステム上の不都合、違い和わ感かんが生じた場合、全選手はこれをいたずらに追及しない。イレギュラーはエラーとみなし、速やかにゲームを続行すること』

　天あま野の明あか莉りの制せい御ぎよ段階が実際は五〇を超えていること。彼女の意思にかかわらず体を操る特とく殊しゆな安全装甲セーフテイ・アーマーを身に着けていること。この二点をもって反則だと迫せまられる可能性を潰つぶしてくる。陽月とティアが導き出した予測だ。

　これでいい。こちらもそのつもりで戦略を練ってきた。

『僕ぼくからは以上だ。冬ふゆ瀬せ殿どのは何かありますか』

『いいや。両者死力を尽つくしてくれればそれでいい』

『では、そろそろ始めてもらいますか──明あか莉り！　御み影かげ！』

　光ひか流るが高らかに名を呼ぶと、会場の反対側の扉とびらが重い音とともに開いていく。

　そこから二人の少女が現れた。

　下しも妻つま御影は実験の被ひ験けん者しやがそのまま抜ぬけ出だしてきたような布一枚を身に着けていた。さすがに以前のように手て錠じようはつけていないが、囚しゆう人じんめいた印象は相変わらずだ。

　天あま野の明莉は、肌はだの露ろ出しゆつの多い上着とショートパンツから剥むき出だしの手足に安全装甲セーフテイ・アーマーを着けている。

「試合が始まればアタシは容よう赦しやできなくなるわ。恨うらまないでよね」

　両りよう陣じん営えいのオープンタイムが始まる。

　皿めい次じの能力はこれまでと同じ。

　陽はる月つきの手持ちは《太陽と月の女神の気まぐれ》《太陽と月の女神の献けん身しん》《フレアエンジン》《月光の誘ゆう惑わく》《幻げん惑わく》の五枚だ。《皆かい既き日食》を入れなかったのは、明莉の強さはスキルに依い存ぞんしないと判断したからだった。

　過去の天空高等民街ユートピアの試合データと明莉の安全装甲セーフテイ・アーマーが最善の動きを強要する、という情報から導き出した結論だ。

　同時に対戦相手の情報も公開された。

　天野明莉は制せい御ぎよ段階五〇──ただしそれは見た目だけで実際はもっと高いことを覚かく悟ごしなければならない。スキルは《秘ひ匿とく》されているが、過去の映像を信じるならば、特別なスキルはほとんど持っていない。持っていたとしても使用されたことは一度もなかった。

　下妻御影の属性は月属性のみ。手札は次の五枚だ。

《月光の誘ゆう惑わく》──陽月と同じカード。制御段階を下げてくる一枚だ。

《幻げん惑わく》──これも陽月と同じ。やはり《独自解かい釈しやく》を扱あつかえるウィザードにとって有用なものは限られているのだろう。

《対たい魔ま結けつ晶しよう》──魔法機械を創造する。これが場に存在しているとき、すべてのウィザードは敵味方問わず魔ま術じゆつカードが使用された瞬しゆん間かんに同じ暗号を解読する権利が与えられる。本来の使用者よりも早く暗号を解読した場合、その魔術を打ち消す。

《封ふう殺さつ磁じ場ば》──フィールドの一部に強力な磁場を形成する。ただし相手デッドライン内には作ることができない。

《永遠の宴うたげ》──すべてのウィザードのデッドラインが〇メートルになろうとしたとき、二十メートルに戻もどる。一度使用すると試合終了時まで効果が継けい続ぞくする。

　ちなみに《対魔結晶》と《永遠の宴》は億おく単位の高価カード。皿次と陽月が喉のどから手が出るほど欲しがっても入手不能な代物である。それは他の中セ流ン平ト民ラ街ルの選手にとっても同じで、存在意義さえ疑われていたカードだ。

　実質天空高等民街ユートピアのペアが使うためだけに存在する理り不ふ尽じんな魔ま術じゆつカードである。

「下しも妻つま御み影かげは天空高等民街ユートピア最速の頭の回転速度を持つと言われてる。《対たい魔ま結けつ晶しよう》でほとんどの魔術カードをシャットアウトし、《永遠の宴うたげ》でリスクを分散してる」

「ウィザードとしての力比べになるわけか。行けるか、陽はる月つき？」

「ええ」

　陽月が強くうなずく。

　オープンタイムが終わり、両りよう陣じん営えいのデッドラインが地面に浮うかび上あがった。

　実じつ況きようの声は当然ない。粛しゆく々しゆくとした雰ふん囲い気きの中、試合は始まった。




　フィールドに変化はない。これは闘とう技ぎ場じようフィールドと呼ばれるフィールドであり、障しよう害がい物ぶつも特とく殊しゆな地形条件もない真っ向勝負に適した場所だ。

　逆に言うと小細工が利かない。格下に不利な形状でもある。

「御影は《永遠の宴》、《対魔結晶》を使用する」

　右みぎ肩かたにくくりつけた機器に魔術カードをスライドさせ、御影は魔術名を口にした。天井の半液体金属がどろりととろけた。融ゆう解かい。練成。再構築。徐じよ々じよに形を成していく。やがて現れたのは不気味な微ほほ笑えみを浮かべて飛び交う無数の天使たちだった。

　天使の呪じゆ術じゆつめいた舞ぶ踏とうに呼応して、両りよう陣じん営えいのデッドラインが一いつ瞬しゆん、強きよう烈れつに輝かがやいた。御影の周囲で縮まりかけた円が一いつ瞬しゆんで元の大きさに戻もどる。《独自解かい釈しやく》により〇の数字を二十に書かき換かえたのだろう。実質、魔術カードは互たがいに無限に使用できることになったのだ。

　そして、御影の脇わきに硬こう質しつそうな結晶の塊かたまりが生えた。薄うす紫むらさき色いろの表面をぼんやり発光させている。《対魔結晶》だ。二枚のカードを同時に使用した、つまり、御影は陽月と互ご角かくかそれ以上の頭の回転速度となる。《対魔結晶》が存在している限り、陽月も御影も同様に魔術を打ち消される可能性があるわけだ。

　まずはあの結晶を破は壊かいするのが得策なのだろうが──

「展開アンフオールド。大暴風雨」

　天あま野の明あか莉りの宣言に応じて正眼に構えた細身の剣けんが脈みやく動どうした。膨ぼう張ちようし、機械的な音を立てながら、その形状を変化させていく。半液体金属製の武器ならではの機能である。

　細身だった剣はどんどん成長していき、天井を目指して刀身を伸ばしていく。二メートル。三メートル。いや、もはや明莉の身長の五倍をゆうに越えていた。

　およそ十メートル。剣というよりも建材である。塔とうのごとき物体の根元に少女の小さな手があるというのはひどくシュールだった。

　変形はそこで終わらない。ふたたび刀身全体が震ふるえ、輪郭が曖あい昧まいに歪ゆがむ。チーズが裂さけるように中心部から剣が割れていく。

「二刀流……！」

　皿めい次じは息を吞のんだ。明あか莉りの手に二本の十メートル級の剣けんが生まれていた。

　やはり天あま野の明莉は簡単には出だし抜ぬけない。結けつ晶しように到とう達たつする前に彼女の剣に阻はばまれる。

　剣けん士し型がたのウォーリアーには二種類いる。切れ味を重視した剣を使用する者と切れ味を無視して打だ撃げき力りよくを重視した剣を使用する者の二種類だ。剣と言えば切れ味、という先入観は強いが、相手ウィザードを吹き飛ばすことが勝利条件であるこの競技では必ずしも当てはまらない。

　切れ味のある剣は敵の攻こう撃げきを切きり裂さいたり、召しよう喚かん魔術で生み出される機き械かい獣じゆうを倒たおすことに長けているが、ウィザードへの決定力は弱い。

　天野明莉の使用する大剣は完全にウィザードを制するための武ぶ器きだった。

　明莉が跳とんだ。二本の巨剣を振ふりかざしながら陽はる月つきへと降り注ぐ。

「《月光の誘ゆう惑わく》！」

　陽月の詠えい唱しようが響ひびく。敵は目視を封ふうじる手段を講じていない。陽月はその目にしっかりと迫せまり来くる明莉の姿を捉とらえていた。

　が、魔術の光は陽月の手元で弾はじけて消えてしまう。はっとして御み影かげのほうを見ると、彼女は何食わぬ顔で首を傾かしげていた。

「演算速度。これくらい？」

「……くっ」

「馬鹿っ！」

　棒ぼう立だちになっている陽月を抱かかえて皿次はデッドライン端はしまで跳んだ。直後、ずうん、と轟ごう音おん。会場全体が振しん動どうする。明莉の剣はデッドラインの半分を両断していた。フィールドが破は壊かいされ、地割れ後のような有り様になっている。

　明莉はすぐに体勢を立て直し、二本の剣を交こう叉ささせ、天に掲げた。

　しまった、と思った。

　これは明莉の勝ちパターンのひとつ。彼女をデッドライン内に侵しん入にゆうさせてはいけなかった。

　明莉はいま円の中心部にいる。その手には十メートルの剣が二本。つまりそれらを振り回されただけでウィザードの逃にげ場ばがなくなる。

　明莉の咆ほう哮こうが轟とどろく。彼女は己の体を軸じくに独こ楽まのように超高速回転を始めた。

　まるで竜たつ巻まきのような暴力的な軌き跡せき。間合いにあるすべてを蹂じゆう躙りんしかねない斬ざん撃げきだ。

　皿次は陽月の体を地面に押おしつけながら、注意深く台風の目を観察する。この体勢ならしばらくは直撃を免まぬかれるだろうが、いつまでもこうしているわけにもいかない。

「たしかに一度回転を始められたら脱だつ出しゆつは難しそうだな。だが」

　相手が悪かったな、と皿次はほくそ笑む。

　脳内にノイズが走る。視界が一いつ瞬しゆんだけぶれる。見えている景色にあまり変化はないが、さっきまでと比べて剣の軌跡がコマ送りのように認にん識しきできた。

　共鳴の力で陽はる月つきの視覚情報を借りたのだ。

　斬ざん撃げきの軌き道どうを見極めると、皿めい次じは剣けんの腹を思い切り拳こぶしで突つき上あげた。鈍にぶい衝しよう撃げきに拳がじんと痺しびれた。明あか莉りの剣の一本が跳はね上あがり、彼女もバランスを崩くずして転てん倒とうした。

「なっ……」

　と、明莉が驚きよう愕がくに目を見開いたのは一いつ瞬しゆんだけ。上方へ逸そらされた剣をそのまま振ふり下おろした。

　だがその一手は読めていた。陽月がすぐに皿次の背中に張りついて、巨きよ剣けんを注視する。ふたたび陽月の驚きよう異い的てきな動体視力を借りて刀身の動きに合わせて体を動かす。剣の腹に手を添そえて、柔じゆう術じゆつの要領で力のベクトルを横方向へ逸らす。

　剣先が地面に叩たたきつけられ、砂さ塵じんが舞まった。明莉は地面にめり込んだ剣を抜ぬこうとするが、深く抉えぐってしまったせいか力を込めても微び動どうだにしていない。

「！　いまなら……《フレアエンジン》！」

「無む駄だ」

　陽月の詠えい唱しようを御影の一声が打ち消した。光はふたたび放たれることなく霧む消しようする。

「くっ」

「大だい丈じよう夫ぶだ陽月。素のままの俺でも叩たたける」

　手間取っている明莉を攻こう撃げきするべく皿次は駆かけ出だそうとした。だが、明莉はこちらの動きに気づくとすぐに右手の巨剣を放ほう棄きした。

「展開アンフオールド。刺レ突イ武ピ器ア」

　左手の巨剣がぐにゃりと歪ゆがみ、今度は細長い刀身の剣へと変化した。

　あれは強引に対象を叩き切り弾はじき飛とばす西洋剣とは微び妙みように異なる。鎧よろいの隙すき間まに刺さし込こむことを目的とした鋭えい利りな刃。剣は振るのが基本だが、あれは違ちがう。西洋古武術の指南書でもまれに登場する刺す武ぶ器きである。

　一転して軽い武装となった明莉は先の重量級の動きとは異なる、軽快なステップで皿次へと向かってきた。

「──っ！」

　明莉の姿が消えた。と思った次の瞬しゆん間かんに皿次の目の前で赤毛が揺ゆれていた。

　懐ふところに踏ふみ込こんだ明莉は刺レ突イ武ピ器アで皿次の腹を突き刺した。安全装甲セーフテイ・アーマーが拡張して腹を覆おおう。しかし一点集中の斬撃は皿次の体をあっさりと吹き飛ばした。

　陽月の手前に落下した皿次は、腹に生じた強きよう烈れつな違い和わ感かんに悶もん絶ぜつした。

「ぐうっ……こ、これは、やべえ……」

「皿次っ。大丈夫!?」

　もちろん大丈夫ではなかった。

　安全装甲セーフテイ・アーマーのおかげで外傷こそないが、一点に集まった力は確実に皿次の内臓を圧あつ迫ぱくしていた。

「次が来るっ」

　陽はる月つきの叫さけびに皿めい次じは顔を上げた。

　明あか莉りの姿が掻かき消きえる。

　まずい。この刺し突とつを陽月が受ければ間ま違ちがいなくデッドライン外へ飛ばされる。皿次はとっさに陽月を抱かかえ込こむと横方向へ大きく体を滑すべらせた。刺レ突イ武ピ器アは軽くて扱あつかいやすい。しかしその性質上、攻撃線は直線に限られる。横方向。それも利きき腕うでと逆方向への回かい避ひに弱い。

　明莉が刺レ突イ武ピ器アを突つき終おえた状態で現れた。回避されたことが意外だったのか、明莉は瞬まばたきしていた。しかしその口元には笑みが浮うかんでいた。

「展開アンフオールド。手しゆ裏り剣けん」

「……え？」

　さっきまでとはまるで趣おもむきの異なる単語に皿次は戸と惑まどう。明莉の手の中で刺レ突イ武ピ器アは手裏剣へと変化していた。日本に古来より伝わる忍にん者じやの武器だ。

「たしかに剣けんだけど、そんなんアリかよ！」

「ハッ！」

　明莉の腕が不可視の速度で振ふるわれた。残像を残しながら黒の影かげが飛来する。手裏剣が皿次の肩かたに吸い寄せられていく。金属の衝しよう突とつ音おん。直撃の寸前に陽月の鎌かまが手裏剣を弾はじき飛とばしたのである。

「展開アンフオールド。グラディウス」

　宙を舞まいながら手裏剣が質素な短たん剣けんへと姿を変える。疾しつ駆くしながらそれを空中で掴つかみ取とり、そのまま皿次へと斬きりかかってきた。

　──短剣ぐらいなら受け切れる。

　皿次は陽月を背後へ押おしやり、距きよ離りを取ると、自ら明莉のほうへ足を踏ふみ出だした。短剣の鋭するどい斬ざん撃げきを片腕で受け止める。拡張した安全装甲セーフテイ・アーマーが刃を防ぐ。右の拳こぶしを握にぎりしめ、隙すきのできた明莉へと正せい拳けんを叩たたきこもうとした、瞬しゆん間かんだった。

「展開アンフオールド。ソードブレイカー」

　短剣が瞬しゆん時じに形を変えた。

　奇妙な形状の剣だった。刀身が鍵かぎのように凸でこ凹ぼこで、皿次の腕は凹おう部ぶにすっぽりとはまっている。明莉の口にした剣の名めい称しようもあまり聞かないものだった。明莉の戦せん闘とうスタイルは事前にわかっていたため、陽月とともに剣の種類については学習しておいたはずなのだが。

「ごめん。決まっちゃったわ」

　明莉が唇くちびるを噛かんでそう言った。

　彼女は剣のくぼみに皿次の腕を捕とらえたまま、剣を持つ手を外側へひねった。皿次の視界がぐるんと回転する。まずい、と思った。足が完全に地面を離はなれ、浮うかされてしまった。

「展開アンフオールド。バスタードソード」

　今度はオーソドックスな長剣だ。

　華か麗れいな剣けん閃せんが皿めい次じを貫つらぬいた。超重量の衝しよう撃げきに襲おそわれ、皿次の体は軽々と天井まで打ち上げられる。

「皿次！」

　陽はる月つきの悲鳴が遠い。

　浮ふ遊ゆう感かんに胸の内に絶望が芽め生ばえる。

　手足を動かしてもどうにもならない。落下するまでの間、できることは何もない。遥はるか下方で明あか莉りが陽月へと向き直ったのが見えた。やめろ、と叫さけぶこともできない。

　絶対勝利をプログラムされた戦士ウオーリアーが長ちよう剣けんを構え直し、深く腰こしを落とした。下半身にためた力を解放して一気に陽月へと駆かける。

「く……そっ……」

　中セ流ン平ト民ラ街ルに上がってから何度も感じた無力感に襲おそわれる。

　結局、何もできないのか。

　陽月を、大切な女の子一人を、守ることもできないのか。

　一いつ瞬しゆんで陽月の元へ移動できればいいのに。あの場所へ続く道があればいいのに。

　道、か。

　脳裏にひとつの単語がよぎる。しかしそれを使ったところで悪あがきにしかならないだろう。

「……チッ」

　舌打ちする。言い訳ばかりしている自分が嫌いやになった。

　悪あがき、上等じゃねえか。腹の底に力をこめる。全ぜん身しん全ぜん霊れいで叫さけぶ。

「ストレート……ウォーカアアアアアアアアアアアアアア！」

　安全装甲セーフテイ・アーマーが発光した。そして、光の道が地上の陽月のもとへとまっすぐに伸びていく。陽月の全身を光の奔ほん流りゆうが覆おおっていく。

　すがる思いで光の粒りゆう子しに足をつける。しかし足はあっさりと光を踏ふみ抜ぬいてしまう。道は存在するのに、足をつけられる実体がどこにもないのだ。《ストレート・ウォーカー》は半液体金属を一本道分だけ光る材質に変化させる。

　空中ではフィールドの近場からかき集めた半液体金属が発光しているだけで、そこに道は存在しない。やはり自由落下に任せるしかなさそうだった。

　駄だ目めか。間に合わないか。と、皿次が諦あきらめかけた瞬しゆん間かんだ。

　明莉の長剣が陽月を斬きり伏ふせる寸前。陽月の周囲に壁かべが生じた。斬ざん撃げきをあっけなく弾はじかれて明莉が怪け訝げんそうに周囲を見み渡わたす。

　光の粒子をまとった地面が盛り上がっている。その壁は急激に天空にまで至るほどに伸びていき、落下中の皿次の体を受け止めた。

《ストレート・ウォーカー》のペナルティである。

　このスキルは皿次が道を外れようとすると、壁が現れて強制的に皿次を道に戻もどそうとしてくる。光の道から逸それて落下しようとするのを許さない。

　皿めい次じはペナルティの壁かべを滑すべり落おちていく。明あか莉りはすぐに陽はる月つきに追つい撃げきを加えようとするが、壁が陽月の周囲を完全に塞ふさいでいるため為なす術すべがない。

「皿次っ」

「避よけろばかっ」

　両手を広げて抱だきとめてくれようとする陽月を𠮟しつ責せきし、皿次は彼女の横に着地した。

　陽月が不ふ機き嫌げんそうに唇くちびるをとがらせる。

「馬鹿はひどいと思う」

「言ってる場合かっ」

　壁が霧む散さんすると皿次は怯ひるんでいる明莉へと一気に肉にく薄はくした。

　右ストレート。これは、盾たて代わりの長剣に拳こぶしを防がれる。続けてがら空きの左ひだり腰こしへ回まわし蹴げりを放つ。確かな感かん触しよくが足に伝わる。しかし明莉はすこしだけ顔を歪ゆがめるだけで微び動どうだにしなかった。制せい御ぎよ段階五〇を遥はるかに凌りよう駕がする実数値の防ぼう御ぎよ力りよくの凄すさまじさがうかがえる。

「はあああああああああ！」

　だがここで引くわけにはいかない。

　雄お叫たけびを上げて二度三度と追撃を加えていく。明莉は剣けんの腹で受け流し、体たい捌さばきで回かい避ひし、流しきれないぶんは高い防御力に頼たよって受け止めた。

　安全装甲セーフテイ・アーマーによる身体能力の強化は、肉体そのものを強化するわけではない。いわゆる体の使い方を最適化することによって人間としての能力を最大限に発はつ揮きできるだけだ。

　防御力の増加の仕組みも同じだ。皮ひ膚ふや骨が強くなったわけではなく、敵の攻こう撃げきを受けた瞬しゆん間かんに衝しよう撃げきを殺すための無意識の行動を体が取る。その精度が上昇することで衝撃の大部分を受け流すことに成功し、結果として防御力が高まったように感じられる。

　つまり、人間としての本物のステータス──体重なんかには変化がない。

「それならこれでどうだっ」

　皿次は明莉のへその部分に手のひらを当てた。殴おう打だではない。触ふれただけだ。そして、体重移動とともに思い切り──押おした。

　掌しよう底ていを当てて敵を吹き飛ばす。長おさに習った高度な格かく闘とう術じゆつのひとつである。

「内臓破は壊かい？　そんなも……えっ？」

　明莉の顔を驚きよう愕がくの色が支配する。

　彼女の体はダンプカーに撥はねられたかのごとくきりもみしながら吹き飛ばされていった。

　内臓破壊、ではない。たしかに似た体勢から相手の内臓へ直接打だ撃げきを加える技もある。しかしこれはもっと単純な技だ。

　どれだけ殴なぐっても微び動どうだにしなかった明莉の体が軽々とフィールド端はしまで飛んでいく。

「身体能力が強化されても体重は変わらねえ。なら受け流せない零ゼロ距きよ離りで押してやればいい」

「あははっ、なるほどね。やるじゃないあんた！」

　空中で回転しつつも明あか莉りは嬉うれしそうに叫さけんだ。そして、

「──でも、惜しかったわね」

　ぞわりと背筋が震ふるえる。

　明莉のその声は皿めい次じの耳元で聞こえていた。

「ん……だと……？」

「御み影かげがアタシの視覚を通して《幻げん惑わく》を使っていたのよ。《独自解かい釈しやく》付きでね。やるのは慣れててもやられるのは不慣れだったんじゃない？」

　不敵にそう言い放ち、明莉は長ちよう剣けんを横よこ薙なぎにした。が、

「それはあんたらの話だろ？」

　明莉の剣けんは空を切っていた。皿次は彼女の攻こう撃げき線せん上じようではなく、背後に立っていた。

「まさか……！」

「ああ──《幻惑》だ」

《対たい魔ま結けつ晶しよう》の効力で相手ウィザードが魔ま術じゆつを使った瞬しゆん間かんが知覚できる。陽はる月つきはあらかじめ御影の《幻惑》を読み取っていた。演算速度で負けたために打ち消すことはできなかったが、彼女はすぐに《幻惑》のかけ直しを思いついたのだ。

　御影は自分の《幻惑》を発動させるために脳のリソースを使っていたため、陽月の魔術を打ち消す余よ裕ゆうがなかったのである。

「終わりだぜ。天あま野の明莉」

　皿次は背後を取るこの瞬しゆん間かんを待っていた。

　首に手をかけ──もともとロックの外してあったマグネットリードを取り外すと、それを、明莉の首にはめた。

　首輪は少女の細い首回りにしっかりフィットし、軽妙な電子音が鳴る。完全に鍵かぎのかかった証だった。

「これは……」

　首を覆おおう機械に触ふれながら明莉が顔を青ざめさせる。

　皿次は皮肉な笑みを浮うかべた。

「凶きよう暴ぼうな獣けものを捕とらえるためのリードだよ……捕つかまえたぜ、天野明莉」
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　狭せまい放送室で試合の様子を眺ながめていた秋あき保ほ光ひか流るは苦々しく顔を歪ゆがめた。モニタでは首輪を装着させられた明莉が苦く悶もんの表情を浮うかべて地面に這はいつくばっている。

　彼女の装着する安全装甲セーフテイ・アーマーは明莉に無む駄だな動作を許さない。思考と行動を制せい御ぎよし、相手を倒たおすことのみに集中させる。

　地を這はうなどという無む駄だな行動が示すのは、彼女の体が別の制せい御ぎよによって自由を失っているということだ。

　光ひか流るは死神ペアの戦い方を思い出す。その中のひとつにマグネットリードを利用しての変へん幻げん自じ在ざいな動きで敵を翻ほん弄ろうする、というものがあったはずだ。

「明あか莉りの首に着けられたあれは、マグネットリードとお見受けしますが。公式戦であのような戦い方をするわけではないでしょうに」

「私に訊きかれても困るな。私は今回の件については中立だからね」

　冬ふゆ瀬せ一いち郎ろうはにこやかな表情を一切崩くずさない。光流は片眼鏡モノクルを指でいじりながら目を伏ふせる。内心では舌打ちをしていた。一郎の腹の読めなさは四季の富ふ豪ごうの中でも随ずい一いちだと光流は評価している。陽月を秋あき保ほ家けに引き入れた暁には冬瀬との距きよ離りを縮め、春はる凪なぎ、神かみ夏か磯いそ両家を排はい除じよしていく心しん算ざんもあった。

　だが今はそんな一郎の態度に漠ばく然ぜんとした不安がよぎる。

　明莉と御み影かげは不敗のペアだ。実績だけではない。主しゆ催さい者しや権限であらゆる反則技を身に付けた彼女たちが負けるはずがないのに。

　画面の中で冬瀬皿めい次じが地に伏している明莉へと近寄っていく。明莉の肩かたをつま先で転がし、仰あお向むけに直させる。

　腹の上にまたがり、拳こぶしを握にぎりしめ、その格好のまま動かなくなった。

　ここからではよく見えないが、皿次は拳を振ふり上あげたままどこか落ち着かない様子だった。

「？　何をやっているんでしょうね、彼。僕ぼくとしてはありがたい話ですが、この状態で打だ撃げきを続ければいくら明莉とはいえ大ダメージは免まぬかれないはずですが」

「期を待っているんじゃないかな」

「戦士ウオーリアーの動きを封ふうじたいまこそが絶好の機会では？」

「彼らの目的が天あま野の明莉を痛めつけることなのであれば、そうなんだろうけどね。くくっ」

　一郎が笑う。

「失策だったね、秋の」

「……なに？」

　そのとき、モニターの右みぎ隅すみに動物を模もしたキャラクターが現れた。トゥーンな見た目のあひるが礼れい儀ぎ正しくお辞じ儀ぎする。これは競技場の全システムを管理している人工知能だ。秋保の技術を結集して作り上げた高性能の人工知能である。

『秋保様。来客です。この放送室に通します』

　あひるは電子音声で断言した。光流は眉まゆを持ち上げる。

「待て。今日この場所には僕の許可なく人を通すなと命令したはずだ。何を勝手なことを」

『来客です。この放送室に通します』

「おい──」

　入口ドアの電子ロックが外れる音がした。続けて遠くでひとつ、ふたつ。次々と錠じようの外れる音が響ひびいてくる。

「ふざけるな。何をしているんだお前は！」

『来客です。この放送室に通します』

　光ひか流るの呼びかけにも人工知能は同じ言葉を繰くり返かえすだけだった。

「まさか乗っ取られた？　馬鹿な。ここのシステムには最さい先せん端たんのセキュリティを導入しているんだぞ。中セ流ン平ト民ラ街ルのハッカーごときが侵しん入にゆうできるわけがない」

　光流はせわしなく片眼鏡モノクルの位置を直す。焦あせる気持ちを落ち着けようと、ハンカチで額の汗あせを拭ぬぐった。人工知能を乗っ取った何者かは放送室までのロックを外した。つまり目的地はこの場所だ。しかしこの場所に至る道には数十人の手練れのボディガードを配置している。それらすべてを倒たおしてここに来るのは不可能だろう。

「ところで秋の。これは雑談なのだけど」

　壊こわれたあひるを一いち瞥べつした一いち郎ろうが、どうでもいいような口調で切り出した。

「先日、地下貧民街アンダースラムの人間が大量に中セ流ン平ト民ラ街ルに侵入したらしい」

「……なんと。初耳ですね」

「ニュースにはなっていなくてね。私の情じよう報ほう網もうに引っかかっただけなんだが。どうにも地下で喧けん嘩か慣なれしている『傭よう兵へい』と呼ばれる連中を中心とした武ぶ闘とう派は集団らしい」

「それはまた物ぶつ騒そうな。しかしまあ目立つ悪さを働けばすぐに警けい察さつが捕つかまえるでしょう。天空高等民街ユートピアまで来ることは絶対にありませんし、気にする必要もないですね」

「うん。ただ、その首しゆ謀ぼう者しやが──」

　一郎が言い終える直前だった。

　部屋の外で、ひぎゃあ、という男の悲鳴が上がった。

「な……」

　光流の声が恐きよう怖ふに震ふるえる。

　いまのは光流のボディガードの中でも最も腕うでの立つ男の声だ。光流の一番近くで護衛する任務に就つく実直な男だった。

　放送室の扉とびらが乱暴に開かれた。

　銀色の髪かみを二つに結んだ小こ柄がらな少女を先頭に、ぞろぞろと屈くつ強きような男たちが入ってくる。全員が銀色の髪と赤い目、洗練された肉体を備えた獰どう猛もうな男たちだった。新雪のごとく真っ白な肌はだに返り血を浴びている者もいる。

「はろーん。大だい富ふ豪ごうのお方々♪」

　先頭の少女はお気楽な調子で声を弾はずませた。

　その姿を目にして、光流の全身から一息に血の気が引いた。

「貴女あなたは……冬ふゆ瀬せ殿どののお屋や敷しきにいたメイドではないですか！　どういうことですか！」

　嫌いやな予感が一気に脳内を駆かけ巡めぐり、光ひか流るは一いち郎ろうへとすがりついた。

　この騒そう動どうが一郎の意によるものであれば、どうにか切きり抜ぬけなければならない。狙ねらいはわからないが、生き延びさえすれば逆に冬瀬家を地の底に落とすことができる。

　光流は畏い怖ふと打算を同居させて、一郎に発言を求めた。

「どういうことも何も……私の与り知るところではないな」

「では女中の独断だと？　そんな与よ太た話ばなしを誰だれが信じますか！」

「失礼だなキミも。私の言葉が信用できないのかい？」

「確かに彼女は冬瀬殿の屋敷にいました。無関係だなどと信じられるはずが──」

「んー？　そうだったかな？」

　一郎は眼鏡の弦つるに指を当てて、とぼけきった顔で首を傾かたむけている。

「少なくともメイドとして彼女を雇やとった痕こん跡せきはどこにもないと思うんだがね」

　と、彼は含ふくんだ調子で言った。

「あたしも雇われた覚えなんてないなー。うーん、ないなー」

　ふざけたような口調で銀ぎん髪ぱつの少女、ティアが言う。

「半年前くらいに退職したはずの冬瀬家のメイド長さんが突とつ然ぜん戻もどってきたって話は聞いたけどねー。関係あるのかなー？　ふふん」

「冬瀬殿。まさか最初から──」

　同じ四季の富ふ豪ごうとして対等な立場であると信じた自分が愚おろかだった。冬瀬一郎は金が最優先であり中セ流ン平ト民ラ街ル以下の人間に情が湧わくような人物ではないと聞かされていた。

　だが違ちがう。

　一郎は下の人間と結けつ託たくして何かをしようとしている。それが何かは理解できなかったが、とにかく光流はこの場には敵しかいないことを悟さとった。

「この場所に許可なく出入りするのは許されない。僕ぼくに逆らえば秋の家を敵に回すことになる。キミらの人生は吹き飛ぶんだ。それでもいいのかねぇ？」

「へえ？」

　銀ぎん髪ぱつの少女──ティアはきょとんと整ったまつ毛を動かして、愛らしい子供のような、それでいて怖おそろしい悪あく魔まのような笑みを浮うかべた。

「じゃ、やってみ？」

　彼女の背後には筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした男たちが控ひかえている。

「おう、やってみろや」

「一対一サシでもいいぜお坊ちゃんよぉ」

　スキンヘッドの男が鼻息荒あらく挑ちよう発はつすると、興奮が伝でん播ぱして傭よう兵へいたちが殺気立った。

　あとずさりながら後ろ手でコンソールを探る。非常用のコマンドを入力し、外部へヘルプを送るつもりだった。

　しかし。

　──反応……しない？　どうして……っ！

　光ひか流るのこめかみに汗あせが流れる。表情には出していないが何度も繰くり返かえしコマンドを打ち込む手は震ふるえていた。

「むだむだむだ。うちのプログラマーは優秀だからね」

　そこへもう一人別の少女の声が割り入った。

　入口に詰つまっていた男たちが波のように左右に分かれていく。その中央を自動車くるま椅い子すに座った少女が通る。冬ふゆ瀬せ陽はる月つきの元パートナーである木き崎さき美み紀きだった。

　木崎は室内の様子を確認すると、ティアへと苦笑を向けた。

「凄すごいね、キミ」

「ふふん。ジェイが陽月と和解して試合に臨むって決めてから、こういう荒あら事ごとを予測して兵隊を上に上げておいたんだよね。通信インフラは不可欠ってね」

　ティアの手で携けい帯たい複合端たん末まつが揺ゆれていた。

「あんた、例のあれ、持ってきた？」

「もちもちもち。これがなきゃ襲しゆう撃げきの意味ないからね」

　木崎の膝ひざに載のっているのは鈍にび色いろの籠こ手てである。光流が見み紛まがうはずもない。秋あき保ほ家けの主力商品でありダブルス・マネーを運営せしめている装備、安全装甲セーフテイ・アーマーだった。

「人様をカードの一枚とみなして、高みから悠ゆう々ゆうと見下してきた家の男──あんたに、あんたが馬鹿にしてきた人間がどんなに凄すごい奴やつらだったのか、教えてあげる」

　と、木崎が言った。

「……どういう意味かな？」

　光流の問いに答えたのはティアだった。

「簡単だっての。目的のために人間だって辞められる。てめーらが手のひらに飼かってきたのはそういう化け物ってわけ」

　まったく要領を得ない。光流の疑問は深まるばかりだった。

　そんな光流の内心を読み取ったのか、ティアが肩かたをすくめて眼下の競技場へ視線を投げた。

「すぐに理解できるわ」

　指を鳴らす。傭兵たちが殺さつ到とうし、光流はたちまち床に組み伏せられてしまう。したたかに顎あごを打ちつけてくぐもった悲鳴が漏もれる。

　両りよう腕うで両りよう脚あしにぬめりとした感かん触しよくが触ふれた。木崎が持っていた安全装甲セーフテイ・アーマーを装着させてきたのだ。

「何をやっている？」

　木崎は猫ねこのような口元に笑みを浮うかべた。

「ハルの決意をしっかり刻め。その体にね」
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　二日前のことだ。

　皿めい次じと陽はる月つきは住すめ良ら木ぎ胡こ蝶ちようのマンションを訪れていた。

　足元を埋うめ尽つくす機械群にはさすがの陽月も表情を動かさずにはいられなかったようで、細く長い息を吐はき出だしていた。

　リビングは相変わらず人の座れる状態ではなかったので、またもや寝しん室しつに通される。

　胡蝶がベッドに、陽月が椅い子すに、皿次が（甚はなはだ不服だが）床に座り、話を始めた。

「それで用件と言いますのは」

　困こん惑わくしたように切り出したのは胡蝶だった。

「委員長。あれからあのクソ野郎──あんたの親父さんの研究し続けてきた新しい技術ってやつを探ってみたんだ。奴やつは総合病院とも取引してる医い療りよう品ひんメーカーの研究所に勤務してたらしいな」

「……そうでしたね。あまり思い出したくはありませんが」

「総合病院では心しん因いん性せいの失しつ声せい症しよう患かん者じやも扱あつかっていたりして、まあ、そこそこ精神科の強い病院でもある。医療品メーカーがプログラマーであるあんたの親父さんを欲しがったのはそれが理由だったんだな」

　胡蝶は黙だまったままうなずいた。

　皿次は続ける。

「人間の精神、心、そういった領りよう域いきに踏ふみ込こむまったく新しいプログラムを開発したからだろ。具体的には精神状態の方向性を定めて前向きにしたり、学習能力や頭の回転を速くしたり」

「ですね。もともとブレインコンピュータは人の内面に干かん渉しようできる技術。ブレインリーダーや安全装甲セーフテイ・アーマーが身体機能を向上させたり共鳴を生み出せる理由でもある。だけどその技術の根っこは秋あき保ほ家けが隠かくし持もち、秋保以外の技術者には完全に秘ひ匿とくされていました。ブレインはオープンソースでしたが、秋保家が技術を十年遅おくれで公開していたこともあり、彼らの技術水準に追いつくのは不可能だと考えていたのでしょう」

「だが奴は──たどり着いた。自力で」

「はい」

　胡蝶がうなずき、皿次は歯を噛かむ。認めたくないが、胡蝶の父親の才能は本物だったのだ。

　陽月が顔を上げて、胡蝶を見み据すえた。

「率直に訊ききたいのだけど。委員長……あなたは、その技術を、受うけ継ついでいる？」

「答えはイエスです。ただ──」

「ただ？」

「わたくしは父から技術の一部を盗ぬすんだだけ。あの人はそれだけは絶対に教えてくれなかったのです。悪事を働いておいて何を言うのかと怒おこられるかもしれませんが、友人を蹴け落おとす決意を自分に強いた、悪あく魔まの技術なのだと父自身もわかっていたのでしょう」

「だから娘には教えなかった……か」

「はい。だからわたくしの持つ技術は中ちゆう途と半はん端ぱです。たとえば一度でも頭の中身をいじったら元に戻もどせなくなります。精神状態を変えたり、学習させるコードは組めたのですが、どうしても元の状態に戻すための記述が理解できませんでした」

　皿めい次じは浮うかない表情で陽はる月つきを見やる。彼女は決意に満ちた顔で聞き入っていた。

「下しも妻つま御み影かげの過去試合を観たけれど、あれは人の到とう達たつできる演算能力を超えている」

　陽月が静かに口にする。

「もちろん元の頭の回転も速いのだろうけど、魔ま術じゆつカードの解読という一点に特化した頭脳を構築されている可能性がある」

「俺おれも御影と話してて思ったな。あんなとろい奴やつが陽月以上の《独自解かい釈しやく》を実現させてる。明らかに不自然だ。それに明あか莉りがプログラムで無敗を演じさせられてるなら、御影を制せい御ぎよする何かも当然あるはずだ」

「だから──」

「待ってください」

　陽月の言葉を胡こ蝶ちようは片手で制した。

「言われずともその先はわかります。しかし危険です」

　胡蝶は携けい帯たい複合端たん末まつを取り出して、立体映像を浮かび上がらせる。

　人間の頭のシルエットと脳の映像だ。《情報》と書かれた楕だ円えんが出たり入ったりしている。脳には常に七、八個の情報が入っていて、新しいものが来るとどれかひとつが抜ぬけていく。

「人が一度に記き憶おくできる情報は七つ前後と言われています。郵便番号が過去から現在にかけて七桁けたである理由、という説もありますね。ですが当然、優れた頭脳の持ち主ならばもうすこしだけ容量が増えて──こうなります」

　映像が変化する。脳の大きさはそのままに、《情報》が十から十一個前後に増える。ぎちぎちに画面を埋うめ尽つくしている状態だ。代わりにさっきよりも《情報》の出入りが激しい。

「回転の速い人は一度に記憶できる量が多いのと同時に、アウトプットも速く、これによって脳の負担を軽減しています。もちろん脳の使い方が上手で、普ふ通つうの人が使わない領りよう域いきまで使えているというのも大きいのですが。この頭脳の優秀さには個人差があります。陽月さんはかなり凄すごいほうに入ると思いますが……ですが、ですよ」

　胡蝶が柔にゆう和わな雰ふん囲い気きを完全に消し去り、陽月の顔を覗のぞきこむ。

「自分の限界を超えるのは非常に危険な行ないです。先ほど皿次さんは御影さんを無気力なのに地頭の回転が速すぎるのはおかしい、と言いましたが、逆だとわたくしは考えています」

「逆？」

「むしろ、秋あき保ほの技術で強引に自分の下限を引き上げられているからこそ、普ふ段だんは脳が休息を要求しているのではないでしょうか。勉強漬づけになったり、疲つかれていると、気だるくて動きが鈍にぶくなったり動く意欲がなくなったりしますよね。きっと、常にそういう状態なのかと」

「まあ、そうか……たしかに天空高等民街ユートピアへ上がるまでは自分の実力だったわけだもんな」

「はい。なので、わたくしは、陽はる月つきさんの要求には従いかねます」

「……まだ何も言っていないけれど」

　陽月が目を逸そらしてつぶやく。

　しかしこちらの考えなどお見通しなのか、胡こ蝶ちようは長い髪かみを指に巻きつけながら、首を振ふる。

「わたくしの技術を利用して御み影かげさんを超える演算能力を手に入れたい──違ちがいますか？」

　陽月は無言でうつむいた。違わない。それが皿めい次じと陽月が相談して出した結論だった。

　御影の過去の試合を何度も繰くり返かえし視し聴ちようし、その圧あつ倒とう的てきな演算能力に二人は絶望しかけた。天空高等民街ユートピアにいるウィザードは誰だれもが優れた演算能力を持つ。しかし、頭脳対決を強要する魔ま術じゆつカード《対たい魔ま結けつ晶しよう》を前に、誰一人として太刀打ちできていなかった。

　中には陽月と同じように二枚、三枚と同時に魔術を使えるウィザードだっていた。客観的に陽月と同格かそれ以上のウィザードが手も足も出ない。つまり、このままでは皿次と陽月も勝てないということだ。

「俺おれの言うことを聞く約束だぜ、委員長」

「皿次さん……あなたはいいのですか？」

「陽月が決めた。なら文句はねえ」

　迷わずに言い切った。

　心配する気持ちがないわけじゃない。しかし、陽月の気持ちを無視して押おさえつけたところで無意味だと思い知ったのだ。天空高等民街ユートピアへ行けと突つき放はなしても、彼女は勝つために全力で取り組んでいた。冷めた顔をしていても、中身はどうしようもなく熱くて頑がん固こな奴やつなのだ。

　だから皿次は決めていた。今後は陽月の決意を尊重すると。どうせ聞かないのだから、それを否定して互たがいに気まずい思いをするぐらいなら、いっそ泥どろ船ぶねに一いつ緒しよに乗り込んでやれ、と。

「なるほど。考えを変える気はないのですね」

「ああ」

「もちろん」

「では、せめて。わたくしにひとつ提案させてください」

　胡蝶は人差し指を立てる。

「わたくしは元に戻もどす術を知りません。つまり、陽月さんの演算能力を上げたら、もう戻せません。もしも上げすぎてしまった場合は陽月さんの脳を破は壊かいする可能性がありますし、逆に足りなければ御影さんには敵わないでしょう」

　それはたしかにネックではあった。

　実際のところ御み影かげがどこまでできるのか過去の試合だけでは判断しきれない。映像があるとはいえ御影の演算能力を実際に目の当たりにしているわけではないので、陽はる月つきにも御影との差は実感できていないのだ。

「相手の演算能力を見極めてから、それを上回るぎりぎりの能力まで引き上げる……これでどうでしょうか」

「つまり？」

　陽月が訊きくと胡こ蝶ちようは真顔でうなずいた。

「プログラムを起動するのは試合中。相手の能力を見極めた後、です」
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　陽月が一枚のカードを取り出した。

　魔ま術じゆつカードではない。五枚の手持ちはすべて銀色の鎌かまに収められている。

　これは胡蝶の作ったプログラムが施ほどこされたカード。魔術カードと同じ仕組みでブレインリーダーに命令を送ることができる。

　演算能力をどれだけ高めるべきかは《対たい魔ま結けつ晶しよう》で何度も御影の演算能力とぶつかることで理解できた。

　陽月は息を吞のむ。これを使ってしまえば、自分の能力は高まったままだ。脳の限界を超えた場合は日常生活に支し障しようが出るかもしれない。

　しかし、仕方ない。

　秋あき保ほ家けに目をつけられてしまったのだから。普ふ通つうのやり方では脱だつすることができない。

　思えばこれまでの人生で陽月はずっと四季の富ふ豪ごうに目をつけられてきた。一いつ般ぱんの家の出なのにこんなにも上層の富豪と縁えんのある人間も珍めずらしいと思う。

　自分の意思と言いながらも結局は振ふり回まわされ続けていたんだろう。

　でも。

　上の人間を出だし抜ぬくことだって、できるのだと。最下層の出身者である皿めい次じは教えてくれた。

　陽月は真しん剣けんな表情で、手にしたカードをブレインリーダーに通した。

　途と端たん、無数の情報が脳内を駆かけ巡めぐる。奇き怪かいな文字列や数字が超高速で螺ら旋せんを描えがく。そんな映像が明確に見えた。どこの国の文字ともわからない図形のような文字の海に全身が浸つかっているような錯さつ覚かく。

　ずきずきと頭が締しめつけられる。胸がぞわりと騒さわぎ、リボンの上から制服を強く掴つかむ。膝ひざをついてうずくまってしまう。

「陽月！」

　遠くから皿めい次じの焦あせったような声が聞こえる。

「だい……じょうぶ……」

　強気な笑みを浮うかべ、陽はる月つきは立ち上がった。

　意識はまだ朦もう朧ろうとしている。それでも不思議と嫌いやな気分はしない。いままで見えてなかったものが見えたような。視界がすっとクリアになったような気がする。

　陽月は倒たおれている明あか莉りの側に歩み寄った。

　彼女もまた秋あき保ほの手札として使われてきたのだろう。成り行きで争わなければならなくなったとはいえ完全な敵てき愾がい心しんを向ける気にはなれなかった。

　マグネットリードの重力に押おしつけられて仰あお向むけに磔はりつけにされた明莉を見下ろす。

「明莉さん」

「あによ？」

　億おつ劫くうそうに乱暴な口調で返してくる。

「確認したいのだけど。あなたの『負けられないプログラム』は、頭に作用しているの？　それとも体に？」

「それを訊きいてどうするのよ」

「つまりあなたが理性でわかっていることと、体が本能的に捉とらえている事象、どちらにプログラムは反応しているのか──を確認したいの。たとえば、そう。あなたは敵を倒すために最善の行動を取るように命令されているけれど、では、その敵はどのように認識しているの？　視覚情報で判断しているのか、あるいは明莉さんが敵と認識している相手を襲おそうのか」

　そこまでで勘かん付づいたのか、明莉ははっと目を見開いた。

「まさか……いや、でもそんなこと……」

　明莉は気づいたようだが口にしない。それもあるいは敗北につながる情報を口にしないよう制せい御ぎよされているのかもしれない。

　しかし、陽月の頭の中では急速に推測が進んでいた。

　明莉は無敗の機械となった現状を快く思っていない。

　であれば、彼女の意思次第で支配力が弱まってしまうような仕組みになっているはずがない。つまり明莉が敵と認識した者を襲う、というプログラムが組まれているわけではない。

「だったら……こっち」

　陽月は《幻げん惑わく》のカードを取り出した。

「……！　やっぱり、そのつもりなの……!?」

「正解」

　ブレインリーダーに読み込ませると同時に暗号情報が脳内に流れ出す。瞬しゆん時じに御み影かげが割り込もうとするが、陽月の演算能力はもはや最強のウィザードを凌りよう駕がしている。発動条件を満たされた《幻惑》の光が明莉の体に吸い込まれて消えた。

　びくん、と明あか莉りの体が震ふるえる。

「あ、あははっ……やってくれたじゃない。こんなの初めて！」

「成功か？」

　皿めい次じが警けい戒かいしながら陽はる月つきの隣となりに立つ。

「ええ。大だい丈じよう夫ぶのはず」

　陽月はうなずいて、マグネットリードの重力を解かい除じよした。

　明莉が愉ゆ快かいそうに微ほほ笑えみながら、ゆっくりと立ち上がる。

「あはは。なるほどね──たしかに御み影かげにしか見えないわ」

　と、陽月を見て言う。

「そんで、あっちが陽月に見える」

　と、遠くにいる御影へ視線を向けて言った。

　明莉の言葉に陽月は首しゆ肯こうする。

「《幻げん惑わく》の効果は幻を見せる、つまり、視覚情報を操作して認識をずらすことが本質。あなたの施ほどこされたプログラムが目に見えている敵を攻こう撃げきするのであれば──」

「アタシは負けられないはずなのに、本来味方のはずの御影を攻撃してしまう、ね。けど、とんでもないことしてくれたわね」

「え？」

「アタシは御影を攻撃したいわけじゃない。この試合、できれば勝ちたくはないけど、御影を傷つけるのは嫌いやよ」

「ああ、それなら」

　明莉の耳元でささやく。

　彼女の顔色がみるみる変わっていき、

「本気？　そんなことして無事で済むとでも思ってるの？」

「勝算はある。試合じゃなくて、人生の、ね」

　陽月がいたずらっぽくまぶたを弾はじいた。

　ぽかんとしていた明莉だったが、すぐにくっくと笑い出した。

「面白いわ。ふん。せいぜいアタシの剣けん技ぎに見み惚とれてなさいよ」

　長ちよう剣けんを拾い上げて明莉は切っ先を御影へと向ける。

「ただ、ひとつ忠告してあげる。負けられないプログラムを施ほどこされてるのはアタシだけじゃないわ。しかもプラクティスマッチ用にもっと厄やつ介かいなモノを植えつけられてる」

「もっと厄介なモノ？」

「光ひか流るの奴やつも《幻惑》の《独自解かい釈しやく》が唯ゆい一いつアタシの絶対無敗を突とつ破ぱできる手段だってことくらい理解してるのよ。だから、アタシの行動がおかしくなったと御影が判断した瞬しゆん間かん──それが発動するように仕組まれてる」

「な……俺おれたちの作戦が読まれてたってのか？」

　皿めい次じが驚きよう愕がくの声を上げる。

「無限の書庫──御み影かげはすべてのカードの情報を植えつけられてるわ。カードを用いずに、好きな魔ま術じゆつを使用できる」

「んな馬鹿な話があるかよ！」

「だから奴やつは最初にルールをしつこく説明したのよ！　通常のルール外のことが起きても事故とみなすと！」

「なんでもありだなおい！」

「これは秋あき保ほと冬ふゆ瀬せ。二つの頂点の富ふ豪ごうの戦いよ。昔から金持ち同士の勝負事では事前の取り決めが絶対視されてきたわ。カジノ、麻雀マージヤン、喧けん嘩か賭と博ばく……どんなジャンルでもね。これはもはや一いつ般ぱん競技のダブルス・マネーじゃないわ。秋保と冬瀬の駆かけ引ひき──普ふ通つうの試合ではありえないことなんて、当然想定されているのよ」

「！　来るっ」

　陽はる月つきははっとした。

「《対たい魔ま結けつ晶しよう》解かい除じよ」

　淡たん々たんと口にされた言葉に反応して粉々に結晶が砕くだけ散ちる。これで双方相手の魔術カードを打ち消すことはできなくなった。

　そして御影がゆらりと無気力に体を揺ゆらす──
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「あ──」

　布切れのような服を着た少女が膝ひざをついてしまう。頭を抱かかえたまま細かく震ふるえだす。

　そして、異変が起こった。

　感情に乏とぼしいながらもまだ人間らしさを残していた彼女の瞳ひとみが、その色がどんどん失われていく。気だるげでマイペースな少女ではなく、もはやただの機械人形に成り果てたかのように下しも妻つま御影のまとう空気から、生気というものが完全に消え失せた。

　彼女は地面に手をついた。すると、抑よく揚ようのない声で告げる。

「《機械仕じ掛かけの悪あく魔ま》《無形の獣けもの》《土つち蜘ぐ蛛も》《守護神》《龍りゆう神じん王おう》《深緑の魔ま神じん》」

　名の知れた召しよう喚かん魔術の名前を次々と口にしていく。

　何だ？　と怪け訝げんに目を細めていた皿次は、御影の周囲で無数の突とつ起きが突つき出でるのを見て、驚きよう愕がくに唇くちびるを震ふるわせた。

　地の底から這はい出でるように太い腕うでの悪魔が顔を出す。それに続くように次々と半液体金属が活性化し、怪かい物ぶつの姿を形作ってゆく。

　獅し子しの顔と蛇へびの尾おを持ち、胴どう体たいには無数の銃じゆう火か器きを生やした鵺ぬえのような外見の獣けもの。半透明のジェル状の物体。赤い複眼を無数に持つ巨大な蜘く蛛も。一いつ軒けん家やほどの体たい躯くを持つ巨大で屈くつ強きようなゴーレム。鋭するどい眼光を放ちとぐろを巻いて天を飛び交う龍りゆう。全身に大木を生やした亀かめのような化け物。

　一いつ瞬しゆんでフィールドには六体の化け物が生み出された。

　だが驚おどろくべきは怪かい物ぶつの姿だけではない。

「これが無限の書庫……一度に六つも魔ま術じゆつを使いやがった」

　長期戦は不利だ。

　しかし御み影かげを守るように六体の召しよう喚かん獣じゆうたちが道を塞ふさいでいる。彼女をデッドラインの外へ押おし出だすにはあれらを突とつ破ぱしなければならない。

　凶きよう悪あくな怪物たちを前にして、すくみそうになる足を皿めい次じは叩たたいた。

　ふざけんな。陽はる月つきは無茶をしてまでひとつ上の演えん算ざん速度を手に入れたのだ。ここで自分だけ退けるわけがない。

　己の足にそう言い聞かせると、皿次は走り出した。

「《メルティック・バースト》《炎の飛礫つぶて》《煉れん獄ごく》《紅ぐ蓮れんの雷かみなり》」

　大小様々な炎えん弾だんが高速で飛来する。右へ左へ跳とんで躱かわすと、今度は炎が地面を舐なめるように迫せまりつつあった。跳ちよう躍やく。上空へと逃のがれる。そこではっとした。

　赤色の雷が皿次の体を捉とらえた。

「──ッ！」

　全身を灼やかれる痛み。手足が痙けい攣れんし、一瞬意識が吹き飛びかける。皿次は唇くちびるを思い切り噛かんで意識を保つと、そのまま自由落下に任せて落ちていく。

　どさっ。音はあっけないが衝しよう撃げきは半はん端ぱではなかった。全身の骨をぐちゃぐちゃにミキサーされたかのような痛覚に皿次は悶もん絶ぜつする。

　かろうじて立ち上がるが、足元はおぼつかない。

「《月光の誘ゆう惑わく》《減げん衰すい》《足あし枷かせ》《地球への郷きよう愁しゆう》」

　そんな皿次を嘲あざ笑わらうかのような詠えい唱しようの嵐。四つの光が殺さつ到とうした。皿次の全身から蒸じよう気きが上がり、みるみるステータスが減少していく。制せい御ぎよ段階を一に下げられ、腕わん力りよく、速さ、跳ちよう躍やく力りよくをすべて最低値に落とされた。

　全身を襲おそう気だるさに思わず膝ひざをつきそうになる。気力まで根こそぎ奪うばわれてしまったような気がした。

　よろめく。一歩一歩前へ進むが、今自分がどこにいて、あとどれくらいでたどり着けるのかもよくわからなかった。

　獣の咆ほう哮こうに皿次は身をすくませた。

《機械仕掛けの悪あく魔ま》と《龍りゆう神じん王おう》が獰どう猛もうな鳴き声を発しながら飛行していた。まっすぐに皿めい次じのほうへと向かってくる。

「……くそったれ」

　皿次は力なく吐はき出だして、膝ひざをついた。

　もうだめだ。いまの身体能力で二匹の高位召しよう喚かん獣じゆうを相手にできるわけがない。

　凶きよう悪あくなあぎとに全身を噛かみ砕くだかれる覚かく悟ごを決めた、そのときだった。

　巨大な剣けんの一いつ閃せんが二匹の獣けものをまとめて薙ないだ。胴どう体たいを真っ二つにされた獣たちは青白い火花を散らして、もんどり打ちながら地面へと落下する。

　はっとして振ふり返かえる。そこには十メートルに及ぶ巨きよ剣けんを引きずった赤毛の少女がいた。

「ほらほら。いまは一人じゃないんだから突つっ走ぱしるんじゃないわよ」

　──皿次。受け取って。《月光の誘ゆう惑わく》！

　陽はる月つきの言葉と同時に皿次の体に活力が戻もどってくる。筋肉が活性化し、重かった体がやけに軽く感じる。《月光の誘惑》の「制御段階を下げる」という記述を「上げる」に改変して使ったのだろう。

「行くわよ冬ふゆ瀬せ皿次」

「ああ！」

[image: ]

　巨剣を構えて疾しつ駆くする明あか莉りに続いて皿次も走り出した。

　御み影かげがふたたびその薄うすい唇くちびるを開く。

「《月光の誘ゆう惑わく》《減げん衰すい》《足あし枷かせ》《地球への郷きよう愁しゆう》」

　そして弱体化の魔ま術じゆつを詠えい唱しようする。しかし、

「──ッ!?」

　御み影かげの目視を遮さえぎるかのように十メートル超の幅はば広ひろの大たい剣けんがかざされる。すべて目視を必要とする弱体化魔術はどれも無効化された。

「《メルティック・バースト》《炎の飛礫つぶて》《煉れん獄ごく》《紅ぐ蓮れんの雷かみなり》《大災害》《テンペスト》《邪じや龍りゆうの教典》《ぶどう園の爆ばく弾だん果実》」

「《ストレート・ウォーカー》！」

　叫さけびと同時に光の道が現れる。

《煉獄》《大災害》《ぶどう園の爆弾果実》といった地形に作用する攻こう撃げきはすべてこれで無効化される。地形を塗ぬり替かえるのが《ストレート・ウォーカー》の本質でもあるからだ。

　飛来する数々の攻撃魔術は明あか莉りの大剣の一いつ閃せんで薙なぎ払はらった。

　その隙すきに皿めい次じと明莉は御影のデッドラインの内側へ踏ふみ入いる。御影を守るようにして残る四体の召しよう喚かん獣じゆうたちが立ちはだかった。

　目もく標ひよう地ち点てんに到とう達たつし、皿次は光の道の束そく縛ばくから解放される。

「《深緑の魔ま神じん》……あの亀かめの怪かい物ぶつは防ぼう御ぎよ力りよくが異常よ。拳こぶしで倒たおすのは難しい。アタシが引き受けるわ」

「了解！」

　皿次と明莉は左右に分かれて跳とんだ。魔神のほうへ明莉。残る三体のほうへ皿次。

「だああああああっ！」

　明莉は咆ほう哮こうとともに巨きよ剣けんを振ふり下おろした。確かな手応えを感じさせる音が響ひびく。しかし魔神の甲こう羅らには傷ひとつついていない。

　背中から無数の蔓つるが生え、明莉の体を絡からめ取とろうと殺さつ到とうする。

「展開アンフオールド。フラガラック！」

　巨剣が瞬しゆん時じに豪ごう奢しやな装飾の剣に変わる。

　フラガラックとは神話上の剣だ。堅けん固ごな鎖くさりを断ち切った逸いつ話わを元にしているこの剣の能力は、束縛の効果を持つ能力を無効化すること。

　剣けん閃せんが奔ほとばしり、すべての蔓が切り刻まれた。

「展開アンフオールド。大暴風雨！」

　亀の頭上へ跳ちよう躍やく。そしてふたたび十メートル級の巨剣二本に変形させた。二本の剣を水平に構え、竜たつ巻まきのごとく回転しながら大樹の生える甲羅へと落下していく。

　最初に大きな一いち撃げき。魔神は踏みとどまる。そして二撃。これも耐たえられる。三、四、五、六、回転に合わせて幾いく度どとなく甲羅を打ちつけていく。十一撃目でようやく魔神は膝ひざを折り、

「これで──終わり！」

　十じゆう二に撃げき目めでついに魔ま神じんの体を彼方へと吹き飛ばした。

　明あか莉りの活かつ躍やくを横目に皿めい次じは土つち蜘ぐ蛛もの体を蹴けり砕くだき、無形の獣けものの核かくを拳こぶしで貫つらぬいた。二体を無力化した皿次は《守護神》の名を冠したゴーレムの襲しゆう撃げきに備えて構え直す。

「たあああああああああああっ」

　すると、横から跳とんできた明莉が本能の赴おもむくままに《守護神》の巨大な首を叩たたき斬きった。

　岩石の頭が地面に落ちると、明莉は巨きよ躯くの陰かげから神速の体たい捌さばきで回り込んだ。御み影かげの背後を取るや巨きよ剣けんを横よこ薙なぎにする。

「《プリズン》」

　御影の姿を覆おおい隠かくした群ぐん青じよう色いろの三さん角かく錐すいが巨剣を弾はじき返かえす。表面に大きな亀き裂れつが入り、相当なダメージを感じさせたが、さすがに一発や二発で破は壊かいできる壁かべではない。

「《プリズン》解かい除じよ。《炎の飛礫つぶて》《リキッドカノン》《天空のレガリア》」

　無数の小さな炎えん弾だん、鋭するどい水の射しや撃げき、そして空から降り注ぐ黄金の剣けん。それらが一斉に明莉を貫こうと殺さつ到とうした。

「展開アンフオールド。マンゴーシュ」

　両りよう腕うでにはめこむような特とく殊しゆな形状の短たん剣けんに変形させるや、明莉は目にも留まらぬ速さで炎を回かい避ひする。マンゴーシュを盾たてにして水圧の一撃を防ふせぐと、豪ごう雨うのごとく降り注ぐ黄金の剣を見上げて、冷静に体を滑すべらせる。

　地面に何本もの剣が突つき刺ささる。黄金に輝かがやく墓所と化したフィールドを、明莉は縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけ回まわり、そしてついに御影を間合いに捉とらえた。

「御影……ちょっとだけ、我が慢まんして……っ」

　明莉の目には御影の姿は陽はる月つきとして映っているはずだ。

　しかし理性では相手が御影だと知っている。

　大事にしてきたパートナーを自らの手で攻こう撃げきする気持ちを想像して皿次は唇くちびるを噛かんだ。たとえば自分が陽月を殴なぐれるのか、と。

　制せい御ぎよ段階八〇相当に達する究極の速度と攻撃力を備えた明莉ならば、間合いに入った瞬しゆん間かんに勝負は決まったようなものだ。だから皿次は勝利を確信して疑わなかった。

　だが、

　振ふり抜ぬかれる寸前で、明莉の剣は止まっていた。

「《メルティック・バースト》」

　粛しゆく々しゆくと。冷れい徹てつに。無慈悲に。

　御影の唇くちびるが綴つづったのは、最悪の呪のろいだった。

「え……？」

　零ゼロ距きよ離りだ。

　明莉の呆ほうけた声とほぼ同時に彼女の全身を溶よう解かいした炎と土の塊かたまりが覆おおい尽つくした。爆ばく音おんと爆ばく風ふう。全身を安全装甲セーフテイ・アーマーで防護された明あか莉りは、虚うつろな瞳ひとみで目の前の攻こう撃げき者しやを見つめながら、ゆっくりと体を傾かたむけていく。

「ま……だ……っ！」

　歯を食いしばって踏ふん張ばり、明莉は手にした箱を放り投げた。放物線を描えがいて遥はるか彼方へ飛んでいくそれは、カードケースだった。最後の最後で御み影かげからケースをかすめ取ったのは意地だろうか。いまや御影は魔ま術じゆつを使用するのにカードを必要としないのに。

　明莉は飛来する箱の行方を見届けると、満足げに微ほほ笑えみ──。

　そして、倒たおれた。

「《機械仕じ掛かけの悪あく魔ま》《龍りゆう神じん王おう》《守護神》」

　何事もなかったかのように淡たん々たんと御影は言った。その声に感情はこもっていない。けれど、色のない瞳からは一筋の水すい滴てきが流れ落ちていた。

　皿次はうつむいたまま誰だれにともなくつぶやく。

「……《ストレート・ウォーカー》」

　その声に呼応して光の道がまっすぐに御影へと続く。

　そして一歩目を、踏ふみ出だす。

　明莉が倒れたいま、自分一人であの魔術カードの宝庫を相手取れるかはわからない。正直に言えば自信なんてない。皿次は自分が誰よりも臆おく病びようでネガティブな人間だと知っている。怖こわいから噛かみつく。自信がないから吼ほえる。陽月の好意を素直に受け取れなかったのも、ただ一度の敗北で自じ暴ぼう自じ棄きになったのも、すべて皿次自身の後ろ向きな性格ゆえのことだ。

　今なら本当の本当に理解できる。自分に《ストレート・ウォーカー》が与えられた意味が。

　少女に不本意な行こう為いを強要する秋の家のやり方は許せない。許せない相手はこの拳こぶしでぶちのめさなければならない。

　──こういうときに逃にげ出だせないように、自分を縛しばりつける力が自分には必要だったんだ。

　もう逃げられない。逃げなくてすむ。ただ御影を倒してこの試合にケリをつけるだけ。

「うおおおおおおおおおおおおおおっっ」

　皿次は雄お叫たけびを上げながら光の道を駆かけ出だした。

「《封ふう殺さつ磁じ場ば》」

　進行方向に強力な磁場が現れる。しかしそれは光の道の前に一いつ瞬しゆんでかき消された。

　進行を遮さえぎる地形や罠わなはすべて無効化されるのだ。

「《炎の飛礫つぶて》」

　今度は正面から無数の飛礫が飛んでくる。

　体のあちこちに命中し、上半身が思い切りのけぞった。

　痺しびれるような痛みに一瞬立ち止まる。しかし次の一歩を踏み出すのに十秒とかからなかった。

「《機械仕掛けの悪魔》──全ぜん弾だん射しや出しゆつ」

　オォ──と悪あく魔まの咆ほう哮こうが轟とどろいた。

　胴どう体たいに据すえつけられた銃じゆう火か器きが一斉に向けられる。銃じゆう口こうが眩まぶしく輝かがやき、掃そう射しや音おんとともに無数の弾だん丸がんが吐はき出だされる。右みぎ肩かたに命中し、ぐるんと反転。左肩に命中して逆回転。終いにはヘッドショットを決められて、仰あお向むけにぶっ倒たおれた。

「《月光の誘ゆう惑わく》《減げん衰すい》《剥はく離り》」

　追い打ちをかけるように全身から力を奪うばわれていく。制せい御ぎよ段階と腕わん力りよくと防ぼう御ぎよ力りよく。ステータスの減少と同時に全身にどうしようもない気だるさがのしかかる。

　それでも皿めい次じは、立ち上がろうとした。膝ひざが笑っている。息が上がっている。それでもひたすら御み影かげのほうを見み据すえて、一歩を踏ふみ出だす。光の道はまだ有効だ。あの場所にたどり着き、秋あき保ほの化身たるウィザードに敗北を突つきつけなければ止まれない。

「……！」

　御影の顔に初めて感情が宿った。驚きよう愕がくしたように目を見開き、片かた腕うでを振ふって機き械かい獣じゆうたちをけしかける。

　銃火器の掃射を浴びて。

　龍りゆうの尾おに弾はじかれ。

　巨人の拳こぶしに殴なぐられ。

「《メルティック・バースト》《炎の飛礫つぶて》《天空のレガリア》」

　溶よう岩がんに灼やかれ。

　炎えん弾だんに貫つらぬかれ。

　神しん剣けんに裂さかれ。

「まだ……まだだ……！」

　それでも諦あきらめずに足を踏み出す。

　がくん、と膝が折れた。意思とは正反対にもう体はとっくに限界を訴うつたえていたってことだろうか。視界が霞かすみ、暗転する。全身から血の気が抜ぬけて、前のめりに倒れていく。




「──皿次っ」




　意識を失う寸前。耳慣れた少女の声が聞こえた。

　頬ほおに触ふれたのは、冷たい地面のそれではなくほっとするような柔やわらかな感かん触しよくだった。

　相変わらず全身は悲鳴を上げているけれど、彼女の匂いに気持ちは癒いやされていく。

　ああ。そうだった。

　この道は冬ふゆ瀬せ皿次一人が作り出した道じゃない。弱くて強くて冷たくて優しくてお硬かたくて柔らかくて頑がん固こで一いち途ずで憎にくらしくて愛おしくて。正反対な性質をありったけぶちこんだ闇やみ鍋なべみたいな女と一いつ緒しよになって、初めて歩ける道なんだ。

　陽はる月つきがどうしてこの場にいられるのかという余計な疑問を、彼女はいちはやく汲くみ取とって、目の前にそれを掲げてみせた。

　質素な箱の口が開かれて、数枚のカードが収納されているのが覗のぞけた。

　下しも妻つま御み影かげの、カードケース。

「《永遠の宴うたげ》を使ったの。《独自解かい釈しやく》で、二十メートルじゃなくて、デッドラインを無制限に拡張した」

　ダブルス・マネーには「相手のカードを使用してはならない」というルールはない。だが定められた範囲からウィザードが出られないという制約と、そもそも相手にカードを渡わたすメリットがなかったために誰だれ一人として試さなかっただけだ。

　親友に全身を灼やかれながら明あか莉りは、最後の可能性に賭かけたのかもしれない。洗脳された下妻御影の暴走を止め、秋あき保ほ光ひか流るの矜持きようじを打うち砕くだく役割を皿めい次じたちに託たくしたのかもしれない。

　きゅっ、と頭が締しめつけられる。陽月の頬ほおが頭にこすりつけられる。

「ひとりで無茶しないで……馬鹿」

「……泣いてるのか？」

「泣いてない」

「うそつけ」

「うそじゃない」

「頭、冷てーよ」

「わたしの心が温かいからでしょう」

「……かもな」

　陽月の軽口に皿次は苦笑した。

　本当に素直じゃない奴やつだ。

「もう二度とあんなことしないで。自分の身を顧かえりみずに特攻し続けるなんて許さない。どうしてもやるっていうなら──わたしを連れていくこと」

「おいおい、ウィザードが無茶苦茶言うなよ」

「わたしはあなたの隣となりを歩ける。それをいまから証明してあげる」

　そう言うと、陽月は体を離はなした。彼女が《フレアエンジン》を使用すると、皿次の体に失われていた力が蘇よみがえった。見ると、陽月の速さステータスも上じよう昇しようしている。

「使用済み」

　くす、と陽月は笑った。

　そこでおやと皿次は顔を上げた。

「そういえばさっきからやけに空気を読んでくれてるな。いま、かなり隙すきだらけだったろ俺おれら」

「ああ、それなら」

　陽月が鎌かまの先で御影たちを指し示した。

　三体の召しよう喚かん獣じゆうは地面をのたうち回っていた。魔ま方ほう陣じんからばちばちと電流が奔ほとばしり、その巨体を絡からめ取とっている。

　これも御み影かげの手札のひとつ《封ふう殺さつ磁じ場ば》だ。

「敵デッドライン内では本来使えないけど、そこはほら」

「《独自解かい釈しやく》か……お前本当にとんでもないな」

「ちなみにさっきから御影さんは魔ま術じゆつを使えないのだけど、理由はわかる？」

「まさか！」

　はっとして振ふり返かえれば薄うす紫むらさき色いろの結けつ晶しようが誇ほこらしげに鎮ちん座ざしている。つまり陽はる月つきは己で様々な魔術カードを駆く使ししながら、皿めい次じと会話しながら、御影の魔術を打ち消し続けているのだ。

「こりゃあ、おちおち浮うわ気きもできねえな」

「疑惑があれば一いつ瞬しゆんで考察して真実を導き出すかも、ね──って、その前提は気に入らない」

「冗じよう談だんだっての」

　笑い合った、直後。

　皿次と陽月は表情を引ひき締しめた。御影へと引導を渡わたすべく拳こぶしを握にぎりしめ、全ぜん身しん全ぜん霊れいの一いち撃げきを見み舞まおうと足を踏ふみ出だす。




　天あま野の明あか莉りと下しも妻つま御影の人生を弄もてあそんで操あやつり人形に仕立てた野郎に、

　木き崎さき美み紀きの苦悩と陽月との絆きずなを利用して陥おとしいれようとした野郎に、

　すべての戦士ウオーリアーと魔術師ウイザードをカードに見立てて見下してきた野郎に、

　そして何よりもこの俺おれから冬ふゆ瀬せ陽月を奪うばおうと画策した野郎に、




「──空の上で膝ひざ抱かかえて泣いてろよ、このクソ野郎が」




　全身全霊の一撃を、ぶちこんだ。

　同時に、




「《太陽と月の女神の献けん身しん》！」




　陽月の詠えい唱しようが響ひびき渡わたる。

　瞬しゆん間かん。

「──────────────────────────────────────」

　獣けもののような低く長く尾おを引く悲鳴が場内を振しん動どうさせた。

　スピーカーから溢あふれ出でた呻しん吟ぎんに続いて、いたずらにのたうち回って、周囲のものを蹴け散ちらかすような雑音がざりざりとしたノイズ混じりに聞こえてきた。

「これが御み影かげの痛みだ。くそったれ」

　悲鳴は秋あき保ほ光ひか流るのものだった。

《太陽と月の女神の献けん身しん》はウィザードとウォーリアーのダメージを入れ替える。システム的にひも解けば特定範囲内の安全装甲セーフテイ・アーマーへと痛覚情報を移うつし替かえる、ということだ。

　放送室はすでに木き崎さきやティアが制圧している。

　そして、秋保光流の体には試合で使用されるのと同じ安全装甲セーフテイ・アーマーが装着されているはずだ。

　胡こ蝶ちようの禁きん忌きの技術により演算速度を極限まで高めた陽はる月つきには、本来《独自解かい釈しやく》できないはずの《太陽と月の女神の献けん身しん》の記述を変えることができたのだ。

　スピーカーを通して天空高等民街ユートピアの、支配層の男の最後の悲鳴が上がり、途と切ぎれた。

　くの字に体を曲げた御影の口からも赤い血がこぼれ落ちる。

　地下時代に長おさから授けられた格かく闘とう術じゆつのひとつ。

　内臓破は壊かいの打だ撃げきだ。

　痛覚は光流のものだが、内臓の損そん傷しようは御影の体を襲おそう。

「わりぃな……すこし眠れば安全装甲セーフテイ・アーマーが治してくれる」

　そうつぶやき、力の抜ぬけ切きった御影の体を抱だき止とめる。

　そして、虚うつろな瞳ひとみを隠かくすように、そっとまぶたを閉じてやる。

　御影は何かを手た繰ぐり寄よせるように一いつ瞬しゆんだけ空を掴つかみ、足元で気絶していた明あか莉りの隣となりへとまるで最初からそこに収まることが決まっていたかのように、倒たおれた。

　その瞬しゆん間かん、磁じ場ばに釘くぎづけになっていた機き械かい獣じゆうたちが一斉に溶けた。滅め茶ちや苦く茶ちやに破壊されたフィールドがみるみるうちに元の姿に戻もどっていく。

「やった……」

　皿次はぼんやりとつぶやき、どさっ、と大の字になって倒れ込んだ。

「やったぞ……ちくしょおおおおおおお！」

　拳こぶしを天に掲げて、勝かち鬨どきを上げる。その腕うでがすぐにぱたりと落ちた。色々と無理をしすぎて体が悲鳴を上げていた。

　せめて陽月と喜びを分かちあいたい。そう思って顔を上げ、皿次ははっとした。

　陽月はひどく青ざめた顔をしていた。ふらつきながら皿次のほうへ歩こうとして、どさりと皿次の隣に倒れてきた。

「おい……陽月？」

「はあ……はあ……うん？」

　呼吸が乱れたまま整わない。顔色がどんどん悪くなっていく。

　皿次の脳裏に唐とう突とつに言葉がよぎった。

　──脳の限られたリソースを過度に圧あつ迫ぱくし、本来必要な機能に支し障しようをきたす可能性がある。

「大だい丈じよう夫ぶ……ちょっと休めば、きっとすぐ……」

　陽はる月つきの声が途と切ぎれた。

　すう、と、寝ね息いきが皿めい次じの耳をくすぐる。

「無茶しやがって」

　力尽つきて眠ねむるパートナーの前まえ髪がみを指でわける。白い額に皿次はこつんと軽く頭をぶつけた。

　いいぜ。そっちがそんなふうに自分を犠ぎ牲せいにして俺おれを守り、俺とともに戦っていくって言うんなら。こっちもとことんお前のために無茶をしてやるよ。

「なんて、な」

　皿次の独り言が聞こえたのかどうなのか。

　眠っている陽月の顔が、微かすかに嬉うれしそうに緩ゆるんでいた。
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「それじゃあ、あんた、最初から？」

「ああ。ずっとこれを狙ねらっていたんだ」

　応接間に呼び出された皿めい次じは一いち郎ろうの話を聞いて目を丸くせずにはいられなかった。

　天空高等民街ユートピア最強のペア、天あま野の明あか莉りと下しも妻つま御み影かげとのプラクティスマッチから三ヶ月。あの後、天空高等民街ユートピアでは歴史を動かす大事件が起こった。

　冬ふゆ瀬せ家けの養子への強制わいせつ未み遂すいとプラクティスマッチ会場での無差別的な殺人未み遂すいを材料に冬瀬、春はる凪なぎ、神かみ夏か磯いそが結けつ託たくして秋あき保ほ家けを責め立てた。それに乗じていままでは手を出せなかった秋保グループの特許侵しん害がいや技術の不正利用などの細かい罪を洗い出した。

　賠ばい償しようや刑けい事じ罰ばつに追われた秋保家はもうほとんど瓦が解かいしており、グループの優秀な技術者も他の四季のグループ企き業ぎように誘さそわれてどんどん流出していた。

　繁はん栄えいした一族の凋ちよう落らくは一いつ瞬しゆんの出来事だった。

　ダブルス・マネーの事業は破は綻たんした経営を立て直すために、秋保家が他三家に権利を分ぶん譲じようする形で売うり払はらった。

　つまり現在では冬瀬、春凪、神夏磯の三家が互たがいを牽けん制せいしあいながら合議で運営を続けており、秋保家の独占体制よりも遥はるかに平等な運営が期待された。

「私は秋の家がウィザードの中から嫁よめ候こう補ほを選出していることに気づいていた。そこで、奴やつらを釣つるためにどうしても優秀なウィザードを抱かかえておきたかったんだよ」

「個人的な収入確保ってのは……」

「方便ってやつだね。稼かせぎたければ不動産を動かすなり為替かわせなりもっと確実な方法がいくらでもあるさ」

　一郎は眼鏡を持ち上げて歪いびつな笑みを浮うかべる。

「秋の家は他の三家にとって排はい除じよしたくて仕方ない一族だったのさ。この先開発の余地のある半液体金属技術や現在でも大金が動いているダブルス・マネー。これらの事業を押おさえている限り秋保の天下は揺ゆるがないし、下手すれば今後、他の三家が食われる可能性さえあった」

「それを防ぐために、先に三家がかりで叩たたき潰つぶしたわけか。えげつねえ」

「残念ながらこの世界はえげつなくできているのだよ」

「……それじゃあ、そのえげつねえ眼鏡は、用済みになった俺おれと陽はる月つきを捨てるのか？」

　理り屈くつからすればそうなる。秋保家を陥おとしいれるためにダブルス・マネーに投資していたのだとすれば、もう彼の目的は達せられている。これ以上皿次と陽月をサポートする理由はない。

　一郎はあっはっは、と愉ゆ快かいそうに両手を打った。

「天空高等民街ユートピア最強のペアと戦ってみてどうだったかな。キミたちは見事に勝利したわけだ。多少は自信になったんじゃないのかい？」

「ん。まあ、そりゃあな」

　もはやプロステージで負けるビジョンなんて浮うかばない。

「うん。それはよかった。プラクティスマッチを組んだかいがあったというものだ」

　一いち郎ろうはそう言うと、颯さつ爽そうと踵きびすを返した。

　応接間から出て行こうとする一郎を皿めい次じは呼び止める。

「おい待てよ！　それって、もしかして。あんた、俺おれらのために……？」

「さあ？　私は金を愛している。秋あき保ほの件で大金を稼かせがせてくれたキミたちのことも、同様に愛している、とでも言えば信じてくれるかな」

「金になったから、かよ。ひでえ論理だな」

「ふふっ、細かいことはいいじゃないか。まあこれからも頑がん張ばるといい」

　一郎は最後にグッドラック、と大して流りゆう麗れいでもない英語を残して立ち去った。




　　　　＊




「もっとこうひと思いに行っちゃえっての」

「もうちょっとですよー。ほら、こちらです」

「ファイトー美み紀きちゃんファイトー！」

「ぐ……ぬ……ぬ……にゃあっ!?」

　総合病院のリハビリスペースに木き崎さき美紀の軽い悲鳴が響ひびいた。川のように何列も並んだ手すりの真ん中で、木崎はべたっと床に倒たおれていた。頭からいっていた。

「むむむ。もういっちょ！」

　両りよう頬ほおを叩たたいて気合一発。木崎はふたたび立ち上がり、足を踏ふみ出だそうとする。

　クラス委員長の住すめ良ら木ぎ胡こ蝶ちようとクラスメイトの音おと羽わ真ま琴ことが声を張り上げて木崎の奮ふん闘とうを励はげます。

　……ときおりティアが野次を飛ばす。

　胡蝶を経由して持ちかけられた、天空高等民街ユートピアの総合病院へ転院する話は当然のことながら立ち消えとなった。木崎は自力での完治を目指して、こうして毎日のリハビリに励んでいた。

　以前は三歩も歩かないうちにずでーっとこけてしまったのだが、いまでは十歩近く歩けるようになっていた。医者もそう遠くないうちに完治するのではと言っていた。

　ちなみに学校には四月の新学期からすでに復帰していた。

　実は三年生に上がるための単位が足りていなかったのだが、ティアと陽月の二大家庭教師の鬼おにのような特訓により、どうにか補ほ習しゆうとテストを切きり抜ぬけて進級を果たした。

　成績不良者だった皿次も秀才二人の指導を受けたのだが、そのときのことはあまり思い出したくない。

「ほっ、とっ、やっ、はっ」

「お、やるじゃん」

「そのまま。そのままですよ」

「ファイトー美み紀きちゃんファイト！　そのままかち割っちゃえ！　かち割っちゃえ！」

　かち割る？

　音おと羽わの不ふ穏おんな言葉に皿めい次じは振ふり返かえる。

　と、そこにはドアップになった木き崎さき美紀の猫ねこ顔がおがあった。

「やはー！」

「うおっ!?」

　皿次は驚おどろきの声を上げながらも木崎の軽すぎる体をどうにか受け止めた。照てれ臭くさそうに頬ほおを掻かく木崎を軽く睨にらみ、なにすんだ、と言う。

　しかし自分がリハビリ用の施し設せつの一番端はしにいたことを思い出すと、怒いかりなんて一気に吹き飛んでしまった。

　あそこからここまで、何メートルあった？

「ぬふふっ……あたしがプロに復帰してキミたちに挑ちよう戦せんするのも時間の問題かな？」

「赤ちゃん歩きを卒業してから言えよ。ばーか」

　茶色の髪かみをくしゃくしゃにかき混ぜて、罵ののしるような言葉で𠮟しつ咤たする。

　木崎はくすぐったそうに笑うと、お世辞にも上品とは言えない、中指を突つき立たてるポーズを見せた。

「首洗って待ってろよなー、イディオット！」

「──上等！」




　　　　＊




　季節が巡めぐって。

　二度目の十二月が訪れた。

　選手控ひかえ室しつの向こうから大波のような大だい声せい援えんが聞こえてくる。扉とびらはしっかり閉まっているのに、隔へだたりなんて存在しないのかと思わせるほどの大音量だ。

　皿次は縦たて長ながの鏡の前に立ち、自分の姿を確認しながら身支度をする。黒を基調とした高見高校の制服はいつもどおり。そしてしっかりと首にはまったマグネットリードに触ふれる。

　そうやって試合前の最終チェックをしていると──

「そろそろ外す？　それ」

　少女の声がした。

　振り向くと、こちらも制服に身を包んだ陽月がいたずらっぽい笑みをうかべながら歩み寄ってきていた。両耳には太陽と月のピアスが揺ゆれて、首に盾たてのネックレスを下げている。

「いや、このままでいいかな」

「どうして？　むずむずして気持ちわるいでしょう」

「これ着けてると正しよう真しん正しよう銘めいお前のモノって感じがするんだよな」

「なにそれ。変な趣味にでも目覚めた？」

「ちげーよ。理解できねえかなぁ、この感じ」

　皿めい次じは首の機械のつるりとした表面を撫なでる。

「……まあ、わからなくもないけど」

　と、陽はる月つきは小さな声で言った。

　彼女は胸に手を当ててそっとつぶやく。

「わたしもこのネックレスを着けてると似たような気持ちになるの。わたしはわたしだし、あなたとは対等なパートナーだと自負しているけれど。どうしようもなく、所有されてる感じがする」

　陽月は気づいているだろうか、と皿次は思う。

　互たがいに互いを象しよう徴ちようする品物を身に着けさせる行こう為い。互いに互いのモノになってしまう感覚の、その最たるものが何なのかということに。

「それはともかくとして」

　こほん、と陽月は咳せき払ばらいした。

「ようやくきたね。ここまで」

「ああ」

　会場への扉とびらを見つめながら皿次はうなずいた。

　──天空高等民街ユートピア行きが決まる運命の一戦。

　それが、今日の試合のキャッチコピーだ。

　陽月の小さな手を取る。少しだけ緊きん張ちようで汗あせばんだその手をしっかり握にぎり、彼女をリードするように歩き出す。




「待って」

　ふいに陽月のもう片方の手が肩かたにかかる。

　そして、目を閉じた彼女はすこしだけ背伸びをして、唇くちびるに唇で触ふれてきた。

　柔やわらかな感かん触しよくは一いつ瞬しゆんで。顔をほんのりと染めた陽月は、すぐに体を離はなして微ほほ笑えんだ。

「いらないごみがついてた」

「……うそつけ」

「うそじゃない」

　また頑がん固こなごまかしかと呆あきれて肩かたをすくめた皿次は、ふと気づいた。

　ちょっとだけ。ほんのちょっとだけ力が抜ぬけている。

「ね？　余計な緊ご張み、取れたでしょう？」

「ああ──そっか。また悪い癖くせだな、俺おれ」

　どうやら大事な決戦を前に気張りすぎていたらしい。だってそれは仕方ないことだろう。この試合に勝利して、陽はる月つきを天空高等民街ユートピアへ連れて行ったのだと胸を張れたとき──

　そのときに、彼女に渡わたさなければならないものがあるのだから。

「いいよ、それで。悪い癖くせも合わせて皿めい次じだもの」

　急激に照てれ臭くさくなり、顔を逸そらす。

　すると陽月はくるりと回って正面に立つと、




「ありがとう。うれしいよ……皿次」




　くらっとするような、最高に可愛らしい笑顔でそう言った。

　ったく。

　察しの良すぎる女ってのも困りものだな。

　皿次は陽月の手を取って、今度こそ、最後の大おお舞ぶ台たいへと足を踏ふみ出だした。

　光の道がこの先も変わらず二人を導いてくれますようにと。

　似合わない願いを心の中で唱えながら。
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　　　　　あとがき




　こんにちは、三河ごーすとです。

　まず、２巻までを読んでくださった読者の皆みな様には、半年以上お待たせしてしまったことをお詫わび申し上げます。できるだけ早くお届けするつもりでしたが、なかなか上手くいかず。気がつけば昨年５月発売の２巻からだいぶ時間が経ってしまいました。

　本当に申し訳ありません。




　さて。このシリーズはバトル要素のある作品でありながら、どちらかというと登場人物たちの感情や生き様に焦しよう点てんを当ててきました。完全な階層社会という特とく殊しゆな環かん境きようのもと、異なる境きよう遇ぐう、価値観の人間が対立したり共感したりして、日々を過ごしているわけです。

　１巻では奪うばう、奪われる。２巻では騙だます、騙されることについての価値観。この３巻では、奪われ続けてきた人間が与えられたときにどう考えるのか、というのをテーマに、様々な人物が思おも惑わくを交差させます。

　与えられる幸せに甘んじるか、自分の軸じくを大切にして生きる道を選ぶのか──皿めい次じと陽はる月つきの選せん択たくを、本編で確認してもらえたらなと思います。彼らの未来が良いものであれば、とても喜ばしいことなのですけどね。




　このシリーズはここで完結となりまして、現在は新作についてもちょこちょこ考え始めているところです。最近は読むほうはラブコメが多いので、影えい響きようされてラブコメを書くかもしれませんし、今作のようにラブコメもバトルもある総合エンタメタイプの作品になるかもしれません。書きたいものが多すぎて、いまいち定まらないのですが……自分が面白いと思うものを、どんどんお届けしていければと考えています。




　最後になりますが謝辞を。

　担当編集の湯澤さんにはいろいろとご迷めい惑わくかけっぱなしで、本当に申し訳ない気持ちで一いつ杯ぱいです。根気強く付き合っていただいている時間を無む駄だにさせないためにも頑がん張ばっていきますので、今後ともよろしくお願いいたします。

　イラスト担当の切符さん、２巻で一部イラストを担当していただいた紺野さん、素敵な絵をありがとうございます。

　そしてここまで読んでくださった読者の皆様にも、心からの感謝の言葉を贈おくります。本当にありがとうございました。


三河ごーすと
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三み河かわごーすと

最近、チェスにハマり中。

相手のクイーンを取ることに背徳感を覚えると言ったら「お前はおかしい」と指摘された。わけがわからないです。
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切きっ符ぷ

ふとももが大好きな絵描きです。

最近作業に集中し過ぎてトイレに行くのを忘れます。
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